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本格的都市型ウォーターフロント開発

天保山ハー/ 正一ビレッシ( 海遊館+ マーケットプレース)

講演と見学の会

日 時 1990年9月25日(火) 14 :00- 20 :00 

集 合 場 所 現 地 海 遊 館 玄 関 ( 大 阪 市 港 区 海 岸 通 1 - 3  )  

* 地下鉄中央線「大阪港 J 駅下車、北へ徒歩約 5 分

大阪港の中心地に誕生した、第 3 セクターによる本俗的行II r! i
'
¥') ウォーターフロント| 剣先 「天保山ノ、ーパー

ビレ ｹ ジ 」 の ， ｴｬｦ､ｶｾ と ｓ ｌ 学 の会を ｦ ド、ます 。

講 ｩｾＨ 会てＢは、世界故大 Ｃｍ 失の水族館 「 海遊自 ｈ ｊ と、世界の泌をテー＿にした

レストラン ・ショ y ピング{ 封 「マーケ y トフレース」の開発コン

セプト、卒業の仕組、施設計両、海外と同内 'J'; 務 所

の協働企画 ・設計体制等について、卒業者

および設計者から説明を

いただきます。

建築概要

所 在 地 大 阪 市 港 区 海 岸 通 1 - 3

設 計 ケンブリ y ジ ・セブン・アソ y ヱーツ、環境開発研究所

施 工 竹 中 ・大林 ・鴻池 J V

敷地面積 35 ，411 . 1  m' 

霊祭面積 24 ，449 . )) m'  

延床面積 66，659. 69  m'  

情 造 規 槙 海 遊 舘/ R C、一部 S 、 8 F  ( ; 穴水崎5，400 t 計 14水槽 11 ，000 t )  

エントランスピル / R C、 4 F  

マーケ ッ トプレース / S 、 5 F  

工期 1988年 4 月- 1990年 7 月

また比学会では、 i毎j佐館のハ y クスベースも、 一 高11比' 下コースに組み込んでいます 。

今後の都市型ウォーターフロント開発の良き参考事例になるものと恩われますので、ぜひご参加l ください

講 師 ｾＱｊ Ｑ 伴介 Ｏ 大阪ウォーターフロント開発常務取締役

杉本正日 ｾｪｖ 環境開発研究所Ｇ訓 Ｂｊ 課長

講演会場 現地ホール「オーテトリアム 」

参 加 費 会員 3，500円、一般4 ，500円 ( 合 、itl j; j笠館入館料、 ii 刊行見 )

定 員 150人

スケジュール 議 ｩｾＨ 会 14: 00- 17 :  00 3  1I .¥']1¥J 

n  1II IIHi¥J 17: 00- 18:00 ' 7 ーケ ッ トプレース，"IJ II，L

マ: ・食事等

ｩｴｬ よ遊自 Ｇｉｾ 比 ヴー 18・00- 20:00 所定のコースI ，L' J : /査は，"Iil

比学 ・解 散

申込方法 ノ、ガキ、 ｆａｘ 、 Ｇ Ｑ ｇＺ ｬｬｬｾＧ で Ｙ J  J  17  ¥-I ( J J ) までに 、 H ｾＨ，他築 ｉ ｴｬ ，

会 'J';_; 佐1f A! へお ql 込みくださし、 。 fiii しれ ( i 大似山ノ、ーパ

ーヒレ y ジJ Ｂ，ｾｦￌ ｊＨ と比ＰＧＧ｛Ｚの会 Ｉ 、氏名、会以 ・ 一 般の自 ｉ ｊ 、

勤務先、参加証送付先、Ｇ，ｬＡＺ， Ｑｩｾｦｦｩ 号をお知らせ昭ＡＨ｛います

日本位築| 励会‘ iLj た諜 干530 大|仮r! i北 区侮 LI:l I 1- 3- 2100 

F A X 3 4 8  0634 T  E  L348 0633 

* けJ 込. ri 多数の場合は 1111i 笠て' 参JJ ¥I . / ' i を決定します

キ参 JJ ¥I，ill を 9 JJ 1811 (火) に発送します

挫 築 と 社 会 1990判 H サ l  



“ 木の国" 和歌山の建築を訪ねて

一 見 学 と 懇 親 の 集 い 一

開 催 日 1990年 10月19日(金.) 20日(土) 1 泊 2 日

11 - 1 ド往築協会では、 - 111，年、滋 fI 万IfI1の l ィ(1 ! ，. ! . 小会を好評を得て開催し、その後引きあい、

て近畿各 J(.f 以のよL乍会を行うよう倹，N を続けてきました結果 、今回は和歌山県をテー 7 に

Jより 1-- げることになりました 。

周 知 の よ う に 和 歌 山 県 は 、 紀 の 同 または本の [J ，[ と科、されておりますように、住築の主要

資材である杉、絵の路地として省名であり、また紀州徳川家の永い歴史に育まれてきた伝

統を誇る引であります 。

長官主'.1者lや不_ g ; 紙等の先人の ifi; 産を比' ' [ : し、 i余り物の IIIT.'.I.I，i1 : の伝統芸術や町民に触れ、御坊

の 火 力 発泡所、また木村を使 った大公椛の技術を ，'::j < 評価されている龍仲村民体育館等の

往築を! ，. ! . 学します 。 ぷ，i I- Ａ￭ やそれぞれの ｾＧｪ 門家、 ｊ 也 ｊ 己会以の万々の説明を聴きながら楽し

し、一刻l を過ごしたいと思います 。

さらに地 ｊ じ会以も含めた懇親会を ｉｾｦｪ き、イ ｦ 立 ｊ をな会となるよう企画しています 。

多数の御参加をお待ちしています。

接情 l.:l lo 茶宅、、主主浮' . . ' / " ( 非公開 ) も比' 下

させていただける( ' : ，. ζ です。

ィｾｾ抗告 Ｈ 手前 Ｉ とイ、 ｅ 飢

見 学 先 19 日

・主主〉判長1 ＨＱ 玉 ｬ 指定名 ＱＱ 券、Ｉｌ［ｾＺｾＧＩｏトｼ徳川家庭 Ｑ ，［Ｈ Ｑ Ｉ / 和 歌 山 市 内

浜 1164

- 不 在 統/ 和歌山 di .f ll:: 炊;ili

e ，'; I.' ，i工、のこぎり (lij の 111) ， ｊｦ ｾ、泌総の Ｇｉ ｖ 梅雨 ､ Ｑ ， ｜ Ｑ 主 ｩＱ

e l見l lly' ，必力御坊火 }J 'if.屯， ;Ji'

20 日

・ (1 浜 民 放 以JA資料自i ¥

・他行11付 11' : 体育館

Ｈ ぷ ｈ Ｚ ｩ 度辺ｾｾＧＮｦ ｬｬ 往築 ｲｩ ｊＵ 、 ｊｉｻｻ 千 ＱＱＶＲ 年度往築学会Ｇｦｴ Ｉ

e  ｩｭｎｬｩｾυａ＠

Ｍ 山 ｾＡｨｌｊ

講 師 口必殺 1，，1、 不ns

.'J' IJLj ￚ 弘 Ｏ 和歌山 Ｑ 打数 ｔ ￬Ｑ ､ｾ 会 ､￭ ｙＮＮＺ制 ｾｴ 主主幹

口(iUfill 村 民 体 育 館

政 ｪｬｬＧｾｾｾ 手 Ｑ ＱＯ京行 ｉｉｾ ミや ｬ［ｪｾ｜ｩｊｙｬ 大ＧＧＧｦＺ教授、校 ｪ 辺住布 ｉｾ 建築 ｊｾＮｽ ｊＵ

2  岨 壊 と社会 l蜘' 1 ' 8 月号

館者1I 付1": 体育館

立l江、見のこぎり

@ 歯H の町_;jf，

( 函 ・西山 711三)

宿泊 旅館「白浜館 ｊ Ｏ 白浜町内 ｬｾｩ 兵

交 通 全 行 位11切パス平IJ芹j

集 合 19 日 8・30 J  R  i 大阪」駅西 U 大阪中央郵便局前

10・30 ｦｾｾ＠ ifJJ '，I! J!h i 和歌山市 」 駅前

解 散 20 日 17 :30 J  R  Ｎ 出 ｩｗ［ ｬｊ ｪｾ Ａｫ i 柄 本 」 駅 前

19: 30 J  R  i 大阪」駅前

定 員 40人

参加 費 会只 22 ，000円 、 一 般25. 0001lJ ( 当日いただきます )

Ｊ 合、全行れの交通・食・ ｊｾ ・ 宿泊代等、 ｩ 肖 Ｑｬｦ 税

申 込 ノ、ガキ 、 F A X 、屯 ril丹で 10月11日( 村までに、日本，建築協会

Ｇｬｾｾｾ ，Ｊへお月 ｬ 込みください 。 ｦｩｩｩ し名 Ｈ 木の同和歌山のＭｩ主築

を訪ねて Ｉ 、氏名、勤務先、参加証垂 ｪｪ 活先、ｾ｛ＡＺ話番 ｊＧｊＭ 、会

H . 一般の自I j をお知l らせ似し、ます 。

11 ＭＱ ｾｩｬｬ 築協会 ＧｬＧ［Ｅ ， ｾｾｬ 干530 大|以 di -It 反仰 1111 I  3  2100 

F A X 0 6  348 0634 T  E  L06- 348-0633 

* 十11込 多 数 の 場 合 は 会 以 優 先 の 1-. 1111;きで参加者を決定します。

本参加者には参加l 証を 10月12 口闘に発送します 。

"  

‘  



‘ 平 成 2 年度日本建築協会支部通常

総会報告

匡空豆電

日 時 平 成 2年 6 月26 日0<) 17時30分

場 所 い ぜ き (京都市 中京区先斗町四条上 l レ)

次 第 1. 開会 (出席会員 16名)

2. 支部長挨拶

3 . 議長選出

4. 議題審議

(1) 平成元年度事業報告及び収支決算報告

(2) 平成 2年度事業計画 (案) 及ぴ収支予算 (案)

(3) 会員増強

(4) その他

懇親会

直 画

日 時 平 成 2年 6 月30 日出15時

場 所 広 島 国 際 会 議 場 ( 広 島 市 中 区 中 島 町 1 - 5)  

次 第 1. 開会 ( 出席57名、委任状47名)

2 . 支部長挨拶

3. 議長選出

4. 議 事

- 議案第 l 号 平 成 元 年 度 事 業 報 告

・議案第 2 号 平 成 元 年 度収支決算報告

・議案第 3 号 平 成 2 年度事業計画( 案)

・議案第 4 号 平 成 2 年度収支予算 (案)

5 . その他

懇親会

画 調

日 時 平 成 2年 5 月31日附141時30分

場 所 ライオンズプラザ ・名古屋( 名古屋市中 区栄 4 - 15- 23)  

次 第 1. 開会 (出席会員 12名)

懇親会

2 . 支部長挨拶

3 . 議長選出

4 . 議事録署名人指名

5 . 議 事

- 第 l 号議案

付) 平成元年度事業報告

( ロ) 平成元年度収入支出決算報告

付平成元年度「建築と社会」東海特集

特別会計収入支出決算報告

与) 平成元年度 「建築と社会」東海ルネサ ンス

特別会計収入支出決算報告

・ 第 2 号議案

的平成 2 年度事業計画案

( 司平成 2年度収入支出予算案

付平成 2 年度「建築と社会」東海特集

特別編集

(ニ) 平成 2 年度「建築と社会」東海特集

特別会計収入支出予算案

件) 平成 2年 度 「建築と社会」東海ルネサンス

特別編集

(サ平成 2 年 度 「建築と社会」東海ルネサンス

特別会計収入支出予算案

・第 3 号議案

(イ)支部役員半数改選

(ロ)支部選出本部罰議員選出

匿聖亘亙 (峨挫蛾築 七会初歌山r I は部 と合制俳州州炉阿剛剛百司哨H附別州削州fI侃i出E

日 l時侍 平l成式 2 年 5 月lロ2 日(:l仕出tω出:)江1日5時

場 所 和 歌山郵政クラブ( 和歌 山市新内)

次 第 1 . 開会 ( 出席15名)

2. 支部長挨拶

3 . 受賞者記念品贈呈

アイ 建 築 設 計 鮒 社 長 前復賞志

日 本 建 築 協 会 会 告一 一 一 一

(社団法人日本建築士会迎合会会長表彰)

4 . 来賓祝辞

5 . 議 事

議 題

(1) 平成元年度事業報告並びに収支決算報告

(2) 平成 2 年度事業計画 (案) 並びに収支予算( 案)

(3) 役員改選

(4) その他

6 . 新役員就任挨拶

建築設備説明会 大阪ガス側

懇親会

‘ 平 成 2 年度日本建築協会支部役員

匡 亙 盟 (京側、 滋賀県)

支 部 長 井 出 正 巳

副 支 部 長 神 谷 治 山 口 明

常 識 員 井川栄一 池 田 有 隣 市川繁 雄 卯田隆一 大 原 正

岡野武司 小滝 一 夫 佐 藤 滋 朗 神 野 武司 水 野 善 雄

森島照雄 山悶一義

監 事 鈴 木 覚 也 安 井 洋 太 郎

匝 亘 調 ( 側 、 制 県 、 山 、 川 県、山 叫)

支 部 長 平 本 俊 秋

副 支 部 長 稲 葉 登 古 林 敏 郎

常 識 員 佐 藤 重 夫 富 士 田 亮 子 瀧川俊幸 小西正文

山崎三郎 衛 白 井 敏 男 佐 藤 公 三 前 西 菊 人 橋 本 秀 夫

和田哲三 池 田 裕 昭 高 野 清二 森 畑 武 宮 本 健 司

幹 事 柴 田 修 身 横 田 昇三

画 調 (愛知県、 三飢 岐 阜 日 よ 附;l )

支 部 長 中 島 一

副 支 部 長 岩 田 正 弘 宮 崎 辰 敬

幹 事 手 塚二郎 林 金 之 森 口 雅 文 盛 田 輝 勇 桝 林 宏 二

長谷部利夫

常 識 員 小坂 忠 勝 広 瀬 政 郎 小宮三辰 森 田 富 士 男 畑 中圭助

松本壮一郎 寺 本 英一

監 査 五 十 嵐 昇

相 談 役 一 因俊郎 川口 喜 代 枝 黒川巳 喜 染 木 正 夫

直豆ls:uJ : 盟 (仰柵軒和欄l

支音部E 長 北山 {俊愛

副 支 部 長 寺 地 清 野 島 育 夫

幹 事 上 野菜ー 岡 隆 尾 上 収 大 手山隆之

北 野 常 夫 北 山 泰 秀 黒 回 征 四 郎 雑 賀 幹 夫 辻 本 豊

永 長 博 東 野 信 義

監 事 阪 本 良二 杉 山俊夫

相 談 役 富松助六

寄 附金 の受 領

このたび、社団法人大阪電業協会 (会 長 若山 繁) 殿より、

一 金f五拾高j 1-Jのご寄附を頂戴いたしました。

ここに 誌 して厚〈御礼 申し上げます。

建 築 と社 会/ 附 判 月 号 3  



日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 「建築新技術展/ 国際セ ミナー

A/ E/ C SYSTEMS ｾａｐａｎＧＹＰｊ＠

開催一日本建築協会協賛一

コンビューターテクノロジ一、設備・建材、ニ ュー メディアなど、

新しいテクノロジ一利用に関する展示会とセミナーが、東京・池袋

サンシャインシティで 9 月12 日から 3 R 聞にわた って 開催されます。

. 6.  

:Ili: 

. 6.  

:Ili: 

事湾

5 回目を迎える本年は、 79社が出展 ・展示します。

期 1990年 9 月12日制 - 14日掛 10 : 00- 17: 00 

( 最終日 16 :  30)  

場 東京池袋サンシャインシティ文化会館

サンシャインフ。リンスホテノレ

成 . 建 築 新 技 術 展 入 場 無 料 文化会館 2 ・3 ・4 F  

[ 内容] コンビューターテクノロジー CCAD' 製図シス

テム、 C G、C A F M、各種アプリケーションソフト 、ビ ジュ

アライズ支援機株 ・システム) + 設備 ・建 材

・国際セ ミナー 有料( 事前登録必要)

文化会 館 5 ・7 F 、サ ンシャインシティプリンスホテル

[ 内谷 ] ビジュアルフ。レセ、ンテーション + C A D+ F M+

データベース + ニュー メディア+ 新素材+ デザ、イン

ル リアリティ( 仮想現実) 体験コーナ一、ホログラフィ ・

立体写真 ・ステレオクラフィなど

主 催 A/E/C  S Y S T E MS  J A P A N組織委員会、テルファイ研究所

‘ 図書室だより

- 正会員 水間秀三氏より 6 月26 日、図書: 室用として次のとおり、氏

の蔵書の寄贈を受けました 。

• I新建築 J 1966- 83 (計 216fll 1- )

• I 日経アーキ テクチ ュア J 1981- 1988 (計175冊)

また、 7 月10 日には同じく 正会員 長山弘子氏からも多数の蔵警を

ご寄贈い ただきました。

• I新住宅 J 1952- 76 (計88冊) 、「建築知 識 J 1959 (創刊号より)

- 7 4  (計70冊) 、「木工界・室 内 J 1960- 68 (計89冊) 、「大阪の民家」

「歯科医院の設計J I 現代建具図築上下巻」など( 計 6 冊)

現在公開資料として活用させていただい ております。誌上をもっ
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. ビジ ュアル メッセ 文化会館 3 F  ・主な 閲覧資料

[ 内谷 ] 建 築 ・都市C Gアニメーションコーナ一、パーチャ 建築と社会、新建築、 S D、建築文化、商庖建築
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したテー? を選んで掲載してきた 。売1itli は 980円 ( 消費税込) 。購読希望者は事務局 ( 06- 348 - 0635) へ。
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「建築と社会'J 8月号表紙

表剥巳お Ｇ ｈｾ 蛾 長 附fl 'MJl;
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SPECl AL  FEATURE  ON THE  BUILDING MATERIALS FOR  H1GH  STRENCTfl ENING 

会告
天保山ハーパービレ ッジ 〈海遊館 + " 7ーケ ッ トプレース〉議iiil とr.!. ef : の会. 白木の国" 和歌山の建築を

訪ねて一見学と懇親の集い 平成 2 年度日本建築協会支部通常総会報告. 平成 2 年度日本建築協会

支部役只 r抱l築新技術展/ 国際セミナ - A/E/C SYSTEMS J A PAN' 90J  I湖j lL

建築工事笑務講習会一名1村民で日目Hll

東 広 野 コ ソ レ フ 倶 楽 部
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設計rI. i 理 尼崎市都市局出展敷地区市街地再開発事務所大建設計

地工・大林組 ・/111車11 ・州谷工務l古・判明建設共同企業体

28 

設計地工 。大 成 建 設 一 - 6  

10  

神 戸 市 総 合 教 育 セ ン タ ー 削問。神戸市住宅局営綿部山下設計 - 14

崎工消水建設

広 島 県 立 大 学 設計民埋広川 ｌ 土木 ｩｬｬ 築古川 ＱＱ 市川併問中ｾｬｬＮ技術コンサ ｊ レタノトー Ｍ 16  

施工ー奥村*11 . 大本*11 . 鋭r:; *1l ・絵本建設 ・五洋主s設 ・西松長Il設 ・玉川工務日i 小林建設・長岡鉄工建設

さ ぬ き 信 用 金 庫 本 庖 設計施工大成建設四国支! 古 ー 18

協 和 京 町 堀 ビ ル

西 天神 社

設計監理 日建設計一一 20

施工鹿品生I l 設 銭高組共同企業体

設計監理. 上谷重到 + u主I l 築企画室 一一 22

地 工 掛i川工務応

箕面の家 ( 自邸) / 荒川朱美 24 

Welcoming  建築へのプレゼンテーション 26 

大 阪 市|術E主義務駐車場条例の改正/ 大 田俊美 29 

建築技術選斡「場所打ち杭の設計と施工 J ( 阪 口 型 ＩＯ ｾｊＧｩ￮Ｇｩ好 Ｇｉｾｩ ，［ 3 0  

菊けA購 入 機 総 紹 介ー 凍結局虫解試験機 3 1  

ルーヴル考/ 加藤邦男. けいはんなリエゾン ・オフィサーへの期 待/ 馬場宏史. 建設界の大

逆製/ 楽印公三. 車 と 社 会 その 2 / 山桜 千 純子 82 

高 強 度 化 一設計の多様化をめざしてー

シ リ カ フ ュ ー ム を 用 い た 高 強 度 コ ン ク リー ト

高 強 度 軽 量 コ ン ク リー 卜

高 強 度 欽 筋S 0 50の か ス 圧 接

高 強 度 鉄 筋S 0 50、 そ し て S 0 7 0、 S 0 100へ

80kg f  / mm' 級 高 強 度 せ ん 断 補 強 筋 ( KSS80)

建 築 構 造 用T MCP厚 鋼 板

低 降 伏比 6 0キ ロ鋼 のS R C構 造 へ の 適 用

高 強 度 太 径 ボ ル トM 200

構 造 部 材 と し て の 集 成材

ノマラ系 ア ラ ミ ドM主純

3 0 - F R C  ( 3 次 元 織物 補 強 コ ン ク リ ー ト )

格 子 状F RP筋

連 続 炭素 繊維 セ メ ン ト 複 合 材 ( C F R C)

建 築 用 接 着 剤 一 構 造 用 途 へ の 可 能 性一

接 着 剤ー 構 造 材 への 使 用 例 と 可 能 性ー

カ ラ ス ー 構 造 材 へ の 可 能 性一

ポ リ カ ー ボ ネ ー 卜 板

久 保 田 昌 吾 - 3 4

橘 大 介 - 31¥

矢 部 喜 堂 一 - 38 

永 井 義 規 一 一 40

清 水 秀 夫 ー- 4 2

岡 松 良 之 44 

山 本 昇 ・ 大 塚 稜 - 4 6

Jlお山 広 三 49 

宮 林 正 幸 50 

金 子 英 一郎 - 51

中川 裕 章 一一 52

中辻 照 幸 53 

西 垣 太 郎 一 一 54

小林 敏 勝 利

浅 川 文 男 59 

松 本 猛 - 6 0

黒 崎 昌 利 6 1  

欽' 白とコンクリー卜の来li' しい合成構造/ 升上一郎 64 

水の磁気処理一腐食、スケ ー ル対策として ー / 坂 西 敏 之 6.5 

湧水処理パネル/ 際川義手D 66 

谷山隆氏を悼む Ｏ ｉｾ［ 股粍｛ 67 

第 2 回児童彫刻アイデア国際コンク ルー 兵庫県立 こども の館 で笑施 r病院建築に 関する研

修 会 」 開fl i L 第 5 回国際デザイン コンペティション作品募集. 第 l 回 「ニ ュービルデイン

グ& ビ ジネススペース ' 91J 開 催 r国際ノ マブリ y クデザインフェア NAGOYA' 90J . 資 料 ・情 報 従 供

のお願いー兵庫県立自然系博物館( 仮 称 l . シンポ「わがまちの再生を語る J . デザイン ・コン

ペ 大 阪- 90ー( 財 ) 大阪テザインセンター r坐 国 代 13集」発刊一 国代耐火工業所 一一一一一一- 6 8

若い会員の集い 「神 戸女学院とヴォーリズの住宅を訪ねて J / 佐々木晴子 70 

平 成 2 年 6 月分
7 1  

自の秩序 R .  ' 7 イヤーの 2 作品/ 薄田 学 72 
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東広野ゴルフ倶楽部

設 計 施 工 大 成 建 設

東広聖子ゴルフ倶楽部は、 神 戸六甲 山・北山 麓のな

だらかな丘陵地にある。コースの設計は乾豊彦氏

に指導をいただき、当社の実施による 。新しい造

形感覚と戦略性に富んだ、ユニークな設計のコー

スが拡がっており、超一級のものになろう将来の

姿がうかがえる 。

理事者と主なクラブメンバーは、名門広野ゴルフ

倶楽部に関係があることから 、 コース造り及び、

ルームは昼食を主体に考えており、朝夕のメンバ

ーの交歓の場となるノ〈ー ラウンジを広くとり、ル

ーム構成の中心としている 。 そして、主主事、 V I P

のための特別 な部屋はなく、来館する全てのメン

バーとゲストが V IP という考えである 。

外装は屋根に天然スレート、外壁にセピア色め磁

器タイル、基壇状の外壁と 5 本の煙突を割l肌の花

l謝石、裕子窓は鋼製にペイント仕上とする 。
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設
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導

でき 、感謝している 。 美濃吉昭/ 大成 建 設

クラブ運営に対する考えは 、 ゴルフスポーツのア インテリアはダークアンバーのオーク材と、べ-

7 チュアイズム精神 とメンバーシ ップクラブを重 ジュ色のスプレースタ ッコで統一し、内外装共に

視したクラブライフのあり方を基本としている 。 自然、の素材によるラフなテクスチャーをねらう 。

ハウス ・ルーム構成の特徴は、ロ ッカーを会員専 いわゆる、北欧の田舎家をデザインのモチーフと

用制としていること、こぢんまりしたダイニング しており、出来るかぎり飾らなく素朴な形にまと

7  



8  



所 在 地 三 木 市 志 染 町 三，章田 1525- 8

敷地面積 1，194 ，138m
'  

建築面積 2，695m
'  

延床面積 3，422m
'  

権造規模 RC、2F

工 期 昭 和63年 6 月一平成元年 7 月

最 寄 駅 J R 新神戸駅よ円車で30分

• 1軒

高

④ l 階平 IfITtol

撮 影 東 出 清 彦

9  



出屋敷駅北地区第一種市街地再開発事業

設計監理 尼崎市都市局出屋敷地区市街地開発事務所

大建設計

施 工 大林組・問組 ・柄谷工務庖・神鋼建設共同企業体

至 国道 ' 3号輯

配置図 1: 3，∞o  

10 遮築 と社会/ 1990年 8 月号

一一一「 士一ー一- _" ] - ー

c - - ーーー二、二‘ 一

阪 神 電 車 '

出屋取 駅 I
ｾＭ ＭＭ

{工 事 中 ) F ニ亡二二 - - -

l 迫路

しJ

通 路

l J  bJ  

断面図 1: 1  ，2∞ 



所 在 地 尼 崎 市 竹 谷 町 2 - 2 4ー l 他

敷 地面積 7，25 1. 04 m
'  

建築面積 6，458 . 19 m
'  

延床面積 42，994 . 32 m'  

情造規模 S RC、8 2、12F、PI

工 期 昭 和63年 l 月一平成 2 年 3 月

最 寄 駅 阪神電 鉄 出屋敷駅

撮 影 山 本久 男

l 階エレベーターホー J レ 2 階ベデ ス トリア ンデ y キ

11 



「出屋敷駅北地 区 第 一 種 市 街 地 再 開 発 事 業 J は、 なる魅力ある商業施設、駐車施設、更に大阪へ15分 す 。庖 舗 は 東 半 分 が 専 門 庖 、 西 半 分 が 核 庖 舗 と し

尼 崎 市 が 「塚 口 さ ん さ ん タ ウ ン 」 に 引 続 き 、 市 南 と い う 好 立地 の 都 市 型 住 宅 を も っ 複 合 施 設 で す。 て織 成 され、 中央音11のアト リウ ムは 1 ・2 階 が 吹

部 地 域の 活 性化 の 拠 点 と して 、阪神 電 鉄 出 屋 敷 駅 このビノレの外 観は 、 従 来 地 味 な 存 在 で あ っ た 出 屋 き抜け とな ってお り、昇降式" 7 J レチビジョンと、

北 地区 の 約 1. 8 haてe 市街地再開発事業を行なったも 敷 地 区 の 表 情 を 一 変 さ せ 、 尼 崎 市 の 新 拠 点 と し て 更 に 新 し い 試 み と し て 約 1000個 の 可 変 色 蛍 光 灯 と

の で 、 阪神 電鉄 述 絞 立 体 交 差 事 業 と l刻 述 し て 、 駅 の イ ン パ ク ト を 与 え る 、 象 徴 的 な 三 角 形 と 大 き な コンビューターを組合せたグラフィ y ク天井 を採

前 交 通 広 場 ・都 市 縁地 公 園 ・道 路 等の公共施設と、 緑 背 の 勾 配 犀 般 が 、 周 辺 に 大 き な 建 物 の 無 い 現 在 、 用 し 、 新 し いf占報伝達の空間を目指しました 。

敷 地 約7 ，250m'の 街 区 に 再開 発 ビル を 一棟 建設した 一 際 目 立 つ 存 在 と し て一 方 の 意 図 は 達せられたと 本施設を 利用 さ れ る 人 た ち の 快 適 な 表情 が加 わ る

ものです。 考 え て い ま す。 平 而 桃 成 は 、 敷 地一 杯 に 広 が る 矩 ことにより 、 地域 の 活 性化、 新 し い 出屋 敷 の創 出

再 開 発ピノレは、 地 元 密 着 型商 業施設であり ながら、 形の庖害時!と l駐車場の上音11に 住 宅織 を配し、 6 階に と い う 、 も う 一 方 の 意 図 も 達 せ ら れ る と 確 信 い た

都 市 通 勤 者 の ニ ー ズ を 満 た し 帰 途 に 立 ち 寄 り た く 住 宅 の 交 流 ス ペ ー ス と し て 屋上庭 闘 を 設 け て い ま します。 ( 高 山・神 谷 ・坂口 / 大建設計 )

- i  ;  

- 戸 園

展望用エレベーター

12  

6 階屋上広場

階 段 部 分

電 気 栗原工業・六興電気・共栄電器工業共同企業体

空 調 丸紅設備・東洋熱工業・三協設備共同企業体

衛 生 須賀工業 ・阿川工業所共同企業体

昇 降 機 東 芝

受変電 三菱電機

ガ ス 大 阪 瓦 斯

• 



都市緑地・駅前広場
者11市緑地

13 



14 姐集 と社全/ 1990年 8 月号

神戸市総合教育センター

設 計 監 理 神 戸 市 住 宅 局 営 繕 部 山下設計

施 工 清水建設

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 東 川 崎 町 l 丁 目

敷 地面積 1，987 .68
m

'  

建築面積 1，235. 94m
'  

延床面積 11 ，446 . 17 m
'  

情造規模 S、一部SRC、8 1F、 10F、PI

工 期 昭 和63年 10月一平成 2 年 6 月

最 寄 駅 J R神 戸 駅

撮 影 北 野 貞 行

正面 ピロテ ィーより エ ントランスを

1階平面図 I  :  600 



本センターは、幼児，児童，生徒の健全な育成を目

指し、教員の資質の向上を図ると ともに 、教育活

動を支援するための中核的抱設として建設された 。

内容的には、 「研究」・「研修」・「教育情報センター」

.  i 幼児教育セ ンタ ー」・「国際理解教育」・「教育相

談 ・心身障害児教育センター」の諸機能を備えた

有機的、総合的な教育施設である 。

敷地は、ハーパーランド南線と西線の交差部、南

東角地でありハーパーランド全体の中央部に位置

している 。

将来的には、周辺に高層建物が林立する計画なの

てい、デザイン的にはキュービ y クな本体 と連結さ

れた円柱という 2 種の要素を組合せ、スカイライ

ンにも特徴をあたえ 、街角として印象深いものと

なるように工夫した 。

外壁には、空の青が写ることを意識 してクレ 一色

の金属パネルと高性能熱線反射ガラスのカーテン

ウオールの組み合わせを採用した 。

技術的な特徴としては、建築商ではガラスの止め

付けに S S G織法 (Structural Sealant Gl azi ng Sys-

tem の略 . アメリカ において考案されたガラスの

止め付け構法の一つで、板ガラスをス トラクチ ュ

ラルシールにより室内側の金属製の支持枠に取り

付ける構法) を採用している点 、設備蘭では、エ

ネルギーセ ンターから エネルギーをもら って空調

等を行う 地域冷岐房方式を採用 している点があげ

られ る。

エントランス音11は、ピロティーとし、歩道に連動

した大きな広場を確保し、ポケ ッ トパーク的な空

間を 創 り出すことを意図した設計を行 った。

今後、 ハーパーランドを訪れた人が 、自然と集い

くつろげ るよ うなf折角となるよう開員 っている 。

(鎌谷正士/ 神戸市 )

10階ロビー

15  



広 島 県 立 大 学

設計監理 広島県土木建築部都市局営繕課・中電技術コンサルタン卜

施 工 奥村組・大本組・銭高組・松本建設・五洋建設・西松建設・玉川工務庖・小林建設・長岡鉄工建設

アカデミ y ク地区

夜t』f

16 建築と社会/ 1蜘 年 8 Hサ

4 . 4 号 館

5 大 学 ホ ー ル

6 図 ・ 田

7 体 育 館 兼 講 堂

B ク ラ ブ ハ ウ ス

9 男 子 寮

10 共 用 樺

1  :  10000 

cl) 



本大学は中国 山地のはぽ中央にある田園都市近郊

の丘陵地に情報、バイオテクノ ロジーを中心とし

た教育、研究に基づき 21世紀の広島を支える創造

性豊かな人づくりをめざして建設された 。

巨大化 した大学への反省と人間的なスケールの尊

重、 地方性豊かで個性のある、大学人の参加 を可

能にする計画を基本テー 7 に、高低差3 0 m、多く

の溜め池、モザイク状の異方向傾斜面で形成され

た土地の環境条件の中で郊外型キ ャンパスのあり

方を追求した 。

キャンパスは 22万m'の 自然の地形を生かしてアカ

デミ ック地区、農場地区、居住地区の 3 ゾーンで

構成している 。敷地の中心部、 地形の中腹にアカ

テミ ックコアを設けキャンパス全体からみて物心

両面のセンターとして位置づけた 。 この広場の構

成は、一方を池辺に開いた親水空間とし、 三方を

教育 ・研究 ・管理施設等大学の中枢建物を配列し

て、都市的要素を備えた、 7首に人が集い、お互い

の接触を通じて人間関係を発展させるチ ャンスが

無数に生じる場であり、地域社会の接点ともなる 。

ここをj ' f < 南北の プ ロムナードによ って外部空間

の連続性と広がりを与え 、さらに図書館 ・体育館

を取り込んだルー" / を形成する 。

各建物は人間的な親しみやすきを表現するため、

ス リッ ト・通り抜け ・ピロティ ・渡り廊下などの

結節空間によ って分節化した 。 また、防水、断熱、

景観の優位性を考え、勾配屋根の集合体として建

物群の統ー を計画した 。

( 栗田文治/ 中電技術コ ンサルタ ン ト)

所 在 地 広 島 県 庄 原市七塚町七塚原

敷地面積 2  1  3，500 .00 m'  

建築面積 11 ，465 .75m' 

延床面積 29 ，703. 60 m'  

構造規模 本館S RC 、8 1 F、6 F 大学ホ ーJ レRC 、3 F

体育館、図書館 S' R C、3 F

工 期 昭 和62年 12月一平 成 2 年 3 月

最 寄 駅 J R 芸備線山内駅

撮 影 岡 田 俊 夫

円

大学ホール内部

図ｾ ＧＺＺ館内 部

17 



さぬき信用金庫本届 心む

設計施工 大成建設四国支庖

l ' 皆平面図 I  :  600 

18 眼 目tν l蜘 年 8H"i  



所 在 地 香 川 県 丸亀市土緑町字三浦4192 - 3

敷地面積 1，907 .03m
'  

建築面積 865. 81 m'  

延床面積 3，768 .78m'  

構造規模 SRC、7F

工 期 1989年5 月一1990年 4 月

最 寄 駅 J R 予讃線丸亀駅

撮 影 合田建築写真研究所

香川県丸亀市は、石垣の 1111線美で知られた丸亀城

を持ち、今でも街並の一部には丸瓦を使 った商家

が並ぶ環境の良い美しい城下町 でF ある 。

敷地は、市の東側1) に流れる土器川に近く、また 、

高松への主要幹線道路である県道 ( 22 .0 m ) に接

した 非常に使利な土地である 。

計画に当 って客先からの要望は、地方の信用金庫

の本庖としての独自性と、それに相応しい建物で

ある Zれという命題と、この美しい街の環境にいか

に整合したものをつくるかが大きなテーマて' あっ

た 。 まず、専用ビルとしての ｾＡｨ 自性を表現する方

法として、極力 内部機能を、そのままファサード

にとり入れる様に計画を行 った。

・高層部は、多目的ホールを設置し 、天井高さを

充分とりホールのイメージを 三角屋根に納めた 。

・中|首l音)1は、執務空間として合理的な平面織成を

そのまま述窓として外観にとり入れた 。

南西而外観

・低層部については、入口及び営業室 、答品3 り等、

人の 出入が多< I井l;放的かつ安定感を表現する意味

で、 2 階までの外壁を 御; ぷ石バーナー仕上け!とし、

吹抜空間にはシースルーの硝子商によ って軽快さ

を表現した 。素材的には、安定感、落ち着きを御

影石パーナ 、モダンさにはタイルによる横縞模

様、シャープさにはアルミ パネルを設け変化を持

たせた 。

また、 地元アーテイス トの協力を得て 、玄関ホー

ルには、速水史跡l氏の彫刻、役貝階には謀長本良和

氏の彫刻l を配し、建物のグレード及び品位を保つ

事が出来た 。

( 伊 総 ifil 怠/ 大成建設四国支J古設計部)

営業室

6 附 ホ ール

風除室
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協 和 京 町 堀 ビ ル

建 築 主 協 和 ビ ル デ イ ング・昭和地所

設計監理 日建設計

施 工 鹿 島 建 設 ・ 銭 高 組 共 同 企 業 体
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1  ，皆平面図 1  :  600 

20 住集と 社会/ 1990可811¥; .
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このビルは 、大正 15年に建築された協和銀行京町

垢! 支庖の老朽化、手狭さにともない、また敷地の

高度利用をはかるため新らたにテナ ン トビルとし

ての建替えられたものである 。

大阪市内を南北に走る主要な基幹道路の一つであ

る凹ツ術協に而し、 地下鉄! 肥後的駅からは至近距

向性にある 。

ここ数年、凶ツ紙筋沿線及び119区における都市開

発は自党しく 、街並みの著しい変化にwい、将来

的にもこの地域は重要なビジネス拠点になるもの

と.'&1，われる 。

建物はテナ ン トビルであるが、銀行としての然活

きと新しさを合わせ持 った親しみやすい存有感の

ある建築とすることを計画当初より心倍、けた 。

建物周辺は四ツ焔筋 Ｑ ＱＱ ＱＩを ＱＮ Ｐ ｭ 、 ｾＱ Ｑ ＱｩＱ ｊ 道路に対して

は2 . 5 mの空地 を設け、 出来る |浪 1) 紋地 を設けるこ

とにより周辺の地域環境に配慮した 。

銀行支応の営業室と ロビーは従来一体のものとし

て計画されてきたが、当支庖計図lに当り、機能的

にも拠なる営業室と ロビー ・A T M コーナーは分

自It し、約7nいた 言手間うf，のロビーとした 。 ロビ ーに

は大明 A V 、 21滑にビテオルーム、指燃ボード等

収l右:への↑f;報サー ヒスのための設1iiii をイ1iii え、また、

将来にわたり銀行の情報処酒!機能に耐え 仰 るぷ設

11iii 袋也の充笑を図 った。

テナント上Ａ日 ｼ 滑については、充分な陪 ｾｊｪ を Ｑｾ ｊ るた

めに非'i ;;.mエレベータ を設け、インテリジエ/ ト

ビルとして将来の対応が容易に出来るよう設1iii バIli

の充実及予備ス ペースを 雌保した 。

( 日怨設計 )

基準階平面図 1  :  6∞ 



l  附C Dコーナー

所 在 地 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 6- 4及 5

敷地面積 1，075. 21 m'  

建築面積 854 . 83m'  

延床面積 8 ，918 .44m'  

構造規模 SRC、8 1 、10 F ，P 2  

工 期 昭 和63年 6 月~平成元年 11 月

最 寄 駅 地下鉄四ツ橋線肥後橋駅

撮 影 ア ンコール、 庄 野 啓

21 



西 天 神 社

設 計 監 理 土 谷 重 男 + u建築企画室

施 工 絹 川 工 務 庖

所 在 地 伊 丹 市 昆 陽 北 l 丁目

敷 地 面 積 6，258.04m'  

建 築 面 積 本 殿 159. 90附、小社 6.00m'

延 床 面 積 本 殿 105 .60川、小社 6. 00m'

構 造 規 模 本 殿 RC 平 屋 、 小 社 木造平屋

工 期 昭 和63年 10月一平成元年 12月

最 寄 駅 J R 伊 丹 駅

撮 影 川 元 斉

。。。8  

④ 

22 控 拒 と社会 / 1蜘 年 811 '，;

拝殿正面



想像空間1へ

|時l夜の中、白い装束に身を包んだ事t官が 「白い布

で包まれた本尊」を大切にかかえ、それを包み隠

すごとく、凶人の氏子の手で四 ｾｉｊ｜ を背竹でかざら

れた 「白い跡」がよIeう 人々の視線をさえぎるよう

に進む 。

「松明 」が燃える音が時折パチノ マチと音をたてて

瀞寂をやぶる 。ふと目を天空に上げると 「音」が

去 った後、 "，'1'1' 寂がもどり 「火花」 と 「白い煙」が

| 剖の夜空に舞いあがる 。そして |持! の中に消え去 っ

て行〈 。

この幻恕瓜長そして行なわれている儀式は 地域コ

ミュニティーの核として長い年月の間存在し絞け

て来た神社改築の為のもの。参加した私達をこ の

儀式は異次元の空間体験へと導びいてくれた 。

木枯しがI吹き始めた |持l夜の一 目、人々の 「白い l吐

息、」が作る風景から、J ; I e う氏子遥の感激が伝わ っ

てくる 。古い神社への惣い、そして地上にまもな

く現わすであろう新しい神社への意識。 これら の

意識はあの印象派のゴ ッホの強烈さに匹敵する 。

ゴ ンホの持 っているエネルギー は彼の作品の 「馬

鈴薯を食べる人々」から自殺寸前の生命が燃えつ

きるかの様な 「糸杉」に至るまでによく現われて

いる 。 ゴ y ホの肌内から感じられる 「強烈な太陽

外符殿外観

持殿内部

光線」 とこの社の氏子がかかげている 「松明の炎」

の聞には、燃焼の仕方は異な っているが、本質的

には同じと 言える のではないだろうか。 ゴッホの

一生は 「悪魔的熱病」によ って自らの人生を浴か

し去 ったが、今日ここに集う人々は 「コミ ュニテ

ィーの核」構築へのエネルギーを長い間かけて燃

やしつづけた 。今、そのエネルギーが 「炎」 とな

って静かに 「杜のf土」 の附夜を照らしている 。

| 間夜の中で行なわれた 「神移しの{ 義」はこの杜が

「笑用空間」から 「想像空間」へのロ 7 ン転燥で

あ った。

( 上 谷重男 )

内陣西而外観
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Gal l er y  

まち・建築 ・ひと

箕面の家( 自邸)

所在地/ 大阪府箕面市

家族構成/ 夫婦 + 子 供 2 人

規模/ 地下 l 階地 上 2 階

設計

建築・監理・ 設備/ 坂本昭・ 設計工房

C A S A  

情造/ 岡崎建築情造事務所

施工

建築/ i 畢回組

設備/ 渡辺水道工業所

電気/ 福島電気工 事庖

面積

敷地面積/ 154. 46 m'

建築面積/ 80. 36m'  

延床面積/ 1 86. 58m'

坂本 昭( さかもと・あきら)

195 1年福岡県生まれ/ 近畿建築構造研究

所 計 画 工 房 D N A，S T ・Ll F E 設計室.フ

リーを 経て 1983 年坂本日目・設計工房

C A S A 設立

写 真 小川泰祐

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 荒 川 朱 美

者11市的環境での快適な住みごこちを保証するコー 耐のこのス ペースは、子供たちののびやかな生活

トハウスは、すでに一般的な手法として定着した の舞台とな っているそうである 。

といえる 。 この住宅では 、 コンク リートの壁で閤 「環境= 町並みに )1頃応させたい」という 作者の意

まれた庭の大部分にデ ッキを設け、庭に面した居 芝、は、できる限り低〈 抑 えた建物の高きや水平ラ

IJJ Jに大きく 関 口音11をとることによ り、 居間! とデ ツ インを 強制した 外観、 門扉のない |井iかれたポーチ、

キを 一 体化 している 。 r子供たちのためにこの家 そして庭を囲む塀の足元に設けられたス リ y トか

を建てた」 という 言葉通り、 外部内部あわせて 70 らあふれ出す緑に反映している 。 ( 荒川朱美)





WEl COMI NG - 建築へ のフ。レゼ ンテー シ ョンー

一一一 今 の お 仕 事 の 内 容 に つ い て 簡 単 に ご 紹 介 し て 下 さい

ますか。

向 井 私 は 松 下 定 工 の 住 成 境 デ ザ イ ン室と いうところで、

主 に キ ッ チ ン 自 体 の テ ザ イ ン の 仕 事 を し て い ま す。 キ ッチ ン

自体のデ ザ イ ン と い い ま し で も 、 最 近 は 、 笑|努の 設計以外に、

商品を商品とし て い か に 伝 え る か 、カ タログの見せ方と かい

ろい ろあ りますカヘ j!i IJ とそうい ったソフト的なところ均、ら、

コンセプトから 、 liftf長の ? ー ケ テ ィ ン グに出るとこ ろまで全

音11ゃ る よ う に な っ て き ま し た 。 ですから 、キ ッチン自体がキ

ッチンとして成り立つための様々な条件、いわゆる( 主成境と

い う こ と で す が 、 単 な る 「ギi' iJ をつくるということではなく

住 空間の 中でのキ y チンの在り方みた い なものを考えながら

仕事 を 進 め て い ま す 。仕 事 の 幅 も 地 え 、 大 変 な の で す が 、 そ

れなりに石柱笑におもし ろいゾと思 っています。

最 近 は キ ッ チ ン の 中 で も 照 明 の し め る ウ エ イ 卜 が 大

きくな って き て い ま す が 、 岡 井 さ ん の と こ ろ で す と

松 下 電 工 の 照 明 部 門 と の 交 流 が と れ ま す し 、 非 常 に

い い 環 境 で お 仕 事 を さ れ て い る よ う に 思 い ま す が。

向 井 碓 か に そ う て4 す ね。 キ y チンの 中 でも照明が果す役

割 、効 果 と い う の で し ょ う か 、! 照明そのものとそのデザイン

と い う の は 非 常 に 重 要 な 婆 素 と し て あ り ま す し 、! 照明部門に

おいても、 今まで 、 キ ッチンの! 照明は 、 キ y チ ン ラ イ ト = 商

品だ った の が、最近 は 、 キ y チンの中のJ 1H 1現の 在 り方とい う

感じでキ ッチンの [1(¥明 を と ら え る よ う に な ってきています。

でも 、実際はキ y チンにと って の 照 明 と い う の は 非 常 に む つ

か し い も の で す。 あ か り が つ く ま で わ か ら な い 。

一一一一 今 、 照 明 は む つ か し い と い う お 話 が 出 ま し た が 、 照

明 の 方 の ご 専 門 の 樽 井 さ ん 、 い か が で す か。

得 井 キ y チンの! 照明ということですと 、む し ろ 私 の 方 が

教え て いただ きたいと こ ろですが。 ;fi は今 、大 光 電 機 の 住 宅

課というとこ ろ で l照明 の プ ラ ン ナ ー を し て い ま す が、住宅に

おける Iml 明 の 全 体 的 な 傾向 としては 、一 室一 灯 で 蛍 光 灯 主 体

の! 照明だ った の が、 最 近 は、 jj まい手 の 感 性 や好 み の 変化 に

よって 徐 々 に 白 熱 灯化 されつつあるように l忍じています 。

また 、設計者やテザインをする↑ l刊にと って も、 白熱灯やタ

ウ ンライ トの J1H 1明によ って 光 の 遊 び が で き る 空間 設計を徐々

に 選 び つ つ あ る よ う に も 感 じます。効 率 の 問 題 と し て は 、 白

熱灯は蛍光灯より寿命が ｾ ｪ ｪ｟ < 、 まだまだ蛍光灯に相らざるを

仰ない点はありますカ九

住 宅 部門の J1HI リ1と商 業 施 設 の IIH Ｑ 別と は 、 ｾ ｉ ＺＺｊ 演出のちがい

によ って自ら興 って く る も の で す が 、批近 は 、雰 囲気のいい

胞 の 要素 の ひ と つ に 照 明 が あ り ま す が 、 利 用 す る 一 般のひと

がご覧にな って 家 庭 に も 同 じ も の を 取り入れた いと考えるひ

とがあ った り し ま す ね。住 宅 の !IH，Ii)' J を考 え る 時 、 そ の様な施

設 !m明 を生かした広告IIi 感 党の 住 宅照 明 ということもファクタ

ー の ひ と つ と し て 考 え た り し て い ま す。

照 明 と い う の は 、 言 葉 で 表 現 で き る 効 果 と い う の が 、

実 は 言 葉 で は 表 現 で き な い と い う と こ ろ が あ り ま す

ね 。

26 挫築 と社会 / 1990年 8 )1¥;  

岡 井E里; 恵 ( おかい・りえ)

松下 'ilt 工附 ・住環境デザイ ン宅

早起きをして朝食を作 って、ゆ っくり食べるのが

何よりの楽しみ。食べ物が人間を創 っているのだ

という実感が，島いてくる 。料理が素材選びか勺あ

とかたづけまでのプロセスとス ペースをコーデ イ

ヰイ卜することだとしたら、キ ッチンは? リエィ

ティブで使う人の空気が，票 っているのが理想。

住まいづくりはオシャレと似ていて、服に着られ

ないように家に負けない、空間と人間とのバラン

スをうまく f呆つ ことカ〈大七月。その4過訣: はき っと自

分に似合っていて、少し緊張感があるニとだと思

っている 。

樽 井貴子 ( たるい・たかニ )

大光屯機(附 ・Uo' t;ぷ

織維メ ーカ ーのo L 力、勺 、照明器具メ カーの大

光電機闘に営業兼照明プランナーとして今春入社。

短大時に着物柄で染めた生地で作 ったランプシェ

ー ドがきっ力、けで、和紙や布告透過するほのカ、立

、、 あカ叶 仰に興味を符ち、インテリアの勉強を始

めまし た。今、実際に住空間の照明プラン に取り

組んでみて、光の機能性、快適性、デザイン性の

奥深きと重要性を改的て実感し ています。{王む人

の立場に立っ た ホあ力、り ゅの提案をしてゆきた い

と，患っています。

遠 藤 恵 子 ( えんどう・けいニ )

(仰 占m，ni ・大阪 y ヨールーム

短大卒業後、アパレルメ ーカーに勤務、その後、

縁あって附志野陶石へ入社、 4 年が経過 しようと

している 。ショー j レーム営業の一員として、施主、

設計、業者などを相手に水まわりのタイ j レコーデ

イネー卜を主にしている 。色々なジ ャン J レの人と

接すると、逆に教えられることも多く、自介の勉

強不足に頭を悩めている 。

最近、種 線々々 な繁材が出廻わり 、目 を丸くする

ばかりだが当社でも、タイルのみなりず、ガラス

石 テラコ :1 ｾ少など芸術的 繁 材を提供する様に

なる 。これりを含め、シ ャレた空間、 快適な空間

づくりを念頭にお客様に P R している 。



事時弁 そうてーすね。 ですからどうしてもビジ ュアルな表現

というのが重姿て¥カタログで表現するにしましでも、光の

自己光というのがどこまで伝えられるとい ったところがむつか

しいとこ ろですね。光というのはつかむことができませんし、

それでいて他のものに非常な彬響を与えるものですし 。

遠藤 タイルについても照明ひとつで随分色合いに変化が

るのじゃない? ( 笑 )

樽井 社名を見た時、! 替、初J しました 。鋒て15かれたような

文字ですもの。 ( 笑 )

問弁 高くてもよそにはない良さがある 。 1 枚 だけ買って

家に置いておきたくなる 。

ありますね。実際、ショールームで蛍光灯と白熱灯との色合 一一一一 と二ろで、フレゼンのやり方ですが、ひとそれぞれ

いのちがいについて検討したことがありますが、それも、場 にいろんなやり方があるように、会社によってもい

所の広さや照明の角度によ ってもちがいが出ますし、勉強す ろいろなやり方があると思いますが… …

るにしましても大ていは昼間の時間ですから、自然光が入っ

てくる 。住宅のモデルルームに入 っても盆Ili Jですと、 !!¥i ，明が 岡井 私の場合は社内の人聞が相手なので、プレゼンは命

どの様に他のものに {ji 3響を与えているのか、わからないと こ ではありません 。デザインを決定してもらうためのプレゼン

ろがありますね。
ですので、モ デルをつくる方が主な仕事です。 もっとも、ホ

岡弁 丑の fi ! l 明と夜の開明と 二本立てで考えないといけな ワイトモデルではダメなので、素材をみつけ、形をつくり、

いのに、どうしても金のうちしかわからないというのが現状 それをビデオに織ったり、ポラロイドに搬 ったり、セ ッ ト搬

としてはありますね。 彩をしたりしています 。予算のこともありますが、現物のミ

ニュチ ュア! 仮をつくり共感をしてもらう 。なるべく リアルな

ー話題が照明のことになってきましたが、住環境を考 もの。 きれいなものより リアルなも のということになります。

える時、意外となおざりにされてきたのが、台所や 梅井 商品開発ひとつするにしても、いろんな資料に基づ

トイレ、パスルームといった、いわゆる水まわりの いてっくりますが、開明には熱がともないますので、また、

照明ではないかと思うのですが、この点については 検査恭単に厳しいところもありますから、デザインはむつか

どうでしょうか。 しいところがあります。薄い器具になればなるほどつくるこ

とがむつかしいという要因のひとつにこの熱の問題がありま

向井 台所についていいますと、最近のキ y チンというの すね。 ですから、実際にものを見ていないひとへのプレゼン

は、料型をつくる作業空間というより 、楽 しみの空間という となると、例えばカタログならカタログの i映りのいいものが

か、ゆとりある、 HJ Jのようなものというふうに変わ ってきて どうしても優先されますし 、あとは営業の方の説得力でカパ

いますので、 !m明の扱い方も、例えば海外でや っているよう ーするしかないということになりますね。

なj ¥
l
tぃ棚桜にダウ ンライトを組み込むような工夫ができれば カタログの映りもいいが、しかし物もいいのだと ( 笑)

いいなあと考えています。 もちろん、器具の設置場所や光度 遺旗 タイルの場合のプレゼンもむつかしいところがあり

の変化がが{ 出できるような工夫もできればなおいいのですが。 ますね。 カタログは大切な手段のひとって'すが、最終的には

やはり直接ものを見て確めないと安心できないようです。

一一一一 照明とキ ッチンの話が出てきていますが、そのキツ 最近、カタログの中に「読物」を入れています。単なる製

チンをつくるためにタイルのことも大事だと思いま 品紹介だけでなく、海外の建築や都市の紹介をし、少しでも

すが、遠線さんから何か? 今のお仕事を含めて 。 視野を広げるようにしています。

遠藤 私は今、志野陶石のショールームで主に接客をメイ 一一一一 最後に、わたしの好きな空間、建物、建築家などに

ンとした仕司王をしてい ます が、タイルも今までは空間の 中の ついてひとことづっお願いします 。

一素材にすぎなか ったのですがこれからはも っと視野を広げ、
.  .  • • 者11市に 7 ッチするタイルというような視点から、タイルがつ 岡井 先日、伊豆の松崎へ行 ってきました 。石 山修武さん

くる新しい住環境のようなものを考えたいと思 っています。 がまちづくりのプ ロ ジェクトをされたところですね。非常に

幸い 、会社も今年で25周年を迎え、そのキャ y チフレーズ 印象に残りま した 。 絡のたもとの時計搭、美術館の噴水、ポ

がい心て沙諸りたい都市の瓜長かといフことですので、都市美 ケ y トパークなど、まちの 中にとけ込んでいて、なによりも

を構成する要素のひとつとなるようなタイルの在り方を採っ 地元のひとびとが喜んでい るのがよか ったですね。

ているところです。
樽弁 ひとが{ 主む家には興味がつきません。太陽や緑、自

最近出しました商品のひとつに 、輸入ものですが、装飾用 然の ｊ ＡｦＮｾなどが得られるもの、アウトドアとインドアの融合さ

のガラス ・石 ・テラカ y タなどがあります。先ほど話に 出ま

した、商業施設の中の照明と同じく 、タイルひとつと っても

いろいろなバリエーションがあり、同じような素材が出てき

ますので、いろんなテクスチュアーをみせないと代り映えし

ないということがありますね。商業空間のタイルについても

タイルの般類が結構ふえていますので、表現としての効果を

出すためには、呉ヨミ材との組み合わせて、つくるガラスや石な

どは意外と有効にはたらくものと思 っています。

れたもの。 自然と対話し 、 自然との交流がはかれるものがい

いですね。やはり、自然光にまさるものはありませんので 。

遠藤 大胆な発想、による建築、例えば若林広幸さんの鰻谷

チルドレン ・ミュージアムにみるタイルの使い方など、組み

合せの大胆さにはび っ くりしました 。昔の遊廊に使 っていた

モザイクタイルを 外装に使ったり、いま風のラスターなので

すが、既成の概念をうち破ったタイルの使い方がいいですね。

岡井 そういえば、志野陶石さんのタイルはどちらかとい 一一一一 本 日は長時間、どうもありがとうございました 。

うとアート っぽいですね。上のひとにアート寄りのひとがい

と き

ところ

企 画
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建築工事実務講習会
主催社団法人日本建築協会東海支部

ーすぐに役立つ建築技術者へのガイド ーー

一歩踏み込んだ先手の計画グ

施工計画

岩 田 正 弘 氏

清水建設側名 古 屋 支l吉生産システム部部長

過小なｾｉＢｩ函ｼは勿論、過大 な計画も

，l' F されなし、 。 lIiX し くな るーブj の 施

J: 環 境 に 、 い か に 介 則 的 に 対 処 し

て い く か 、 そ の 要 以 を わ か リ や す

く説明 し ま す。

計画と一致した仮設費をグ

仮設見積

佐 藤 達 雄 氏

側 大林組名古屋支庖建築工務部工務課長代理

仮設費は、 一ー般には J r. '';; I; に 把 桝 し

に く い IHi が あ っ て 、 つ い つ い 単 位

而 枯 当 リ 、 あ る い は 苛'i f' t 金 比 率 の

み で 処 刊 さ れ が ち で あ る 。しかし、

こ れ か らは 特 に 合 問 的 な 、 迅 速 な

費 用 の 算 1'1'， が ま す ま す 要 求 さ れ て

き ま す。

迅速かつ合理的な積算グ

積算業務

尾 関 友 四 郎 氏

側竹中工務唐名古屋支庖見積部置IJ 部長

引 場ーを コス ト の 而 か ら 管 理 す る に

は 、 元 見 積書: が 必 要 な こ と は 申 す

ま で も あ り ま せ ん 。

よ り 令 聞 がJ で 正 確 な 積 算 業 務 を 解

説 し ま す 。

趣 旨

と

内 容

. '1¥公l i ' 設，n-ｾ ｉｊ 務所 ・ 往 よ ｸ￀ ーをはじめ、 ､ Ｉｴ ￜ Ａｕ Ｎ 'l 冷締

など lt，'，'; I.i; ｾ、分貯 の 干Ａ能な技術ｻＧ［を養成 する ＱＱ (1'.) をも

ってぷ記講門会を間内l ( しま す。

申 込 卜 記受講 Ｂｉｊ 込 ， ＱＺ に 必要 Ｇｉｾ ｊ 員をご記入のうえ会費を添え

て本文部までお "1込み 卜さい 。

') 1杯えに 受講券を発行欽します。

・とく に取り つきにくい 施工計同 と仮設見街、引 Ib' j 天:

J先の: ! ; t 俗である積算技術に宅} ，'，I: をおき、講義します。

・また 、nI lrli 環 境の変化に伴う法令 ・規 iV' の改 Ii など

も加え、技術の進歩 に即応 した故新の知識の修併を

はかります。

・実例として、 R C造・地卜 11祈・地 1_ Ｕ Ｑ 精ＡｩＺＡｦ・ ｬ ｾ 務所

ビルをと り卜ーけ¥そ の1i : Ti V三(ilii か ら完成に 宅るまで

をわかりやすく解説します。

と き 平 成 2 年 9 月27日( 木) 午前 9 時30分~午後 5 時

ところ 昭和ビル・ 9 階ホール

(名 .'i li! ，Ii  '1 '1"_栄 4 J i l 3 - 26)  

定 員 8  0 名

会 費 1  2， 3  6  0 円( 合 テキスト代) ※ 消 費税 を含む。

テキスト体重l : B  5 判 ・図表入り 310頁

1也に「モデル鐙物見. f 1 l 舎1 f L と「モデJ レ建 物設計箇及ひ溌江同函図集J 有リ 。

. テキストは さHi 配 {Ii させていただきます。

キ '1 ト リ 斜l

建築工事実務講習会 受 講 申 込 書

社団法人 日 本 建 築 協 会 東海支部 御中

郵 便 番 号

住 所

'1> 業 所 名

( ま た は 氏 名 )

担 当 責 任 者

電 話 番 号

会 w支払方法 - 持参 ・現金送金

28 

申込締切日 9 月14日( 金) Ｈ ｦ ｉｬ ｌＮＧ ， ､ ｜ に連ｌｩ ｫ ｾ 締ｉＺｊ ｉ リ ます Ｉ

( 社) 日本建築協会東海支部

干460 1'. ，'，Ii! di ＧＱＧＱ メ Ｇｾ Ｇ Ｑ Ｍ Ｓ Ｍ ＲＶＨ Ｑｉｩｻ拘 ｬ ビル愛知 ｫｴ 築 Ｑ 会 ｬ 人 ＱＩ

T E L  (052) 261- 1451  

・受付 時IIn 毎日 1 ニirI 911寺~午後 5時{ 且し土 ・日・祝日を除 〈。

"下朝11は. '1' 務 /" j (III 'I t) へ おn日介わせくださ l ' .  

昭 和 ピ ル

名古屋市中区栄四丁目 3- 26

No 

平 成 2 年 月 日

受 講 者 氏 名 年 令

いずれかにO印 をf' J して下さい



法令コーナー

編集委員会法令分科会

251  

大 阪 市 附 置 義 務 駐 車 場 条 例 の 改 正

大阪市では、駐車問題の解決に向けて昨年 8 月

に駐車 「非常事態」宣言を行い 、市民意識の啓発

を行うとともに、駐車場の箆備については、建築

物における 駐車場の設置基準の強化や、大阪駅前

④ 附誼義務の設置基準の駐車7 ス等が、大型車を

惣定しており、実態にあわない 。

2. 主な改正事項

と扇町通り における道路下の地下公共駐車場の盤 駐車場後備の基本は、駐車需要を発生させる主主

備等、総合的な駐車対策の推進に取り組んでいる 。 築物{ 則で必要な駐車場を確保することである 。 こ

ここでは、建築物における駐車場の設置基準の のため 、附置義務 駐車場制度のよｾたす役割 ｬ は重要

強化のため、約26年ぶりに、本年 3 月に改正を行 であり、条例改正にあたっては、昨今の路上駐車

った附置義務駐車場条例の内容について紹介する 。 に対応す るた め、! 駐車場の設置基準を 強化する方

1. 改正の必要性

"'J で見直しを行 った。

主な改正事項と、その理由は以下のとおりであ

大阪市の附置義務駐車場制度は、昭和36年に始 る。

まり、昭和39年に全面改正を行い、以降、今回の

改正まで基本的な内谷の変更はないままきていた 。

この制度により、平成元年度までに約 8 万 6 千台

の附置義務駐車場が建築物の建設時に整備され、

駐車場整備の般幹的な役割l を果たしてきている 。

(  1  ) 附置重量務適用下限の引き下げ

駐車需要の多い駐車場整備地 区、商業、近

隣商業地域において特定用途 ( 事務所、庖

舗等) の適用下限を、延べ床面積2 ，OOOm'か

しかし、昨今の路上駐車の笑態をみると、建築 |  らl ，OOOm'へ引き下げる 。

物の駐車場不足による 路上駐車がみられ、駐車場

の設置基準の見直しが必要 とな ってきていた 。改 ・駐車議繋が多いにもかかわらず、中小規模ビル

正前の附置義務駐車場条例の問題点は、次のとお (延べ床2 ，OOOm'以下) の7 0 %が駐車場を持たず、

りである 。 路上駐車を発生させる一因とな っている 。

①附置義務適用の建築物が大きなものに限られて ・これらの 中小規棋ビルの駐車需裂は、短時間の

おり、中小規模ピルには適用されない。 ものが多〈 、荷物を {半うものも多いので、直近性

② 附置義務適用の区域が商業系用途地域とその周 のあ るヒ' ル敷地内の駐車施設が必要である 。

辺( おおむね J R  環状線内) に限られている 。 ・適用下限をあまり号| き下げると 、敷地も小さく

③附置義務の設笹基準の台数が、笑1/，¥1にくらべて なり、土地利用効率上、また歩道の切り下げが多

ゆるい 。 くなり、交通安全上、問題が多く、 l ，OOOm' を限度

特 定 用 途

改正前の条例による附置穫務台数の算定

駐車場! i ! 備地区

延べ面積が2，0∞m'をこえるとき、 2，0∞m'をこ

(1)  商 業 地 域

える延べ商般について3∞m'までごとに l 台

近 隣 商 業 地 域

(2) 周 辺 地 区

延べ面積が3，OOOm'をこえるとき、 3，OOOm'をこ

える延べ面積について450m'までごとに l 台

改正後の条例による附置援務台数の算定

(1)  

(2) 

ｾＱ＠
置

寝

務 10

台

［ｾ＠

( 白)

駐車場箆備地区

商 業 地 域

近 隣 商 業 地 域

周辺地区 (( 1)を除

〈全市( 市街化区娘) )

延べ面積が l ，OOOm'をこえるとき、 2，OOOm' まで

は2台、 2，OOOm' をニえる場合は、l ，500m'をこえ

る延べ面積について250m' までごとに l 台

延べ面積が3，OOOm'をこえるとき、 3，OOOm'をこ

える延べ商戦について250m'まで弘こ・とに l 台

2000 2500 

ｾｉ Ｇ 特定用途

延べ函mが3，OOOm'をこえるとき、 3，OOOm'をこ

える延べ前械について450m'までごとに l 台

ヰ考察

延べ函械が3，OOOm'をこえるとき、 2，100m'をこ |  

える延べ而械について350m'までごとに I 台

司弓妥

己主正後

一一一ーー 駐 車 場 笠 備 地 区 商 業 地 減

近隣商宜地頃の符定用途

r - 己主正前

4000 延べ床面禍( 耐)

とする 。

(  2  ) 附置義務適用区域の鉱大

周辺地区を、おおむね J R  環状線内から、

全市( 市街化区域) へ拡大する。

- これまで周辺地区はほぼ環状線のなかであ った

が、路上駐車は全市的な 問題 とな ってお り、今後

の周辺地域での! 摘発に対応するためにも 周辺地

を拡大し、周辺の商業業務施設等に対して駐車施

設の附置を義務づける 。

(  3  ) 附置義務台数の設置基準の引き上げ

①駐車場整備地区、商業、近隣商業地域

・特定用途→300m' !こ1台から、 250m' !こl 台

へ。ただし、延べ床面積 l ，OOOm'か

ら2 ，OOOm' までは一律2台。

・非特定用途→450111'にl 台から、 350m'に1

台へ。( 学校、住宅等)

②周辺地区→450m'に1台から、 250m'!こ1台

r.... 。

- 駐車綴裂の笑態からみると、改正前の基準は低

くな っており、引き上げる必要がある 。

(  4  ) 駐車施設の設置技術基準の適正化

①駐車7 スの大きさ

閥2. 5m、奥行き 6.0111 以上から、中高2. 3m、

奥行き 5. 0 111 以上 とする 。

②車路幅員

5. 5mから、 「自動車が安全かつ円滑に走行

することのできる車路」とする 。 具体的に

は施行基準のなかで、必要な寸法を定める 。

- 駐車7 スの大きさ : 幅 1.7111 、長さ 4. 7mより

きい草は 7 % にも満たず、現行の技術基準が想定

している長さ 5111 をこえる大きな車は少なく、設

世の必要最低基準を引き下げる 。

. 1巨路中高貝 : 台数の少ない駐:11王施設に対しては、

改正前の 5. 5m Lt 必要ないと考えられ、駐車施設

の形態、規模ごとに適正に対応できるようにする。

(  5  ) 共同駐車場の整備

共同化により 地区の交通環境が改善される

場合は 、附置義務駐車場を敷地外へ共同駐

車場として設置することを認める 。

Ｍ 適用下限の号ｼき下げに Ｑｾ￳ い、敷 地関 税や間口の

狭小さから、駐車施設を敷地内に確保することが

困難なものの割合が多くなる 。

・土地利用、交通の状況等地域の特性によっては、

個々の建築物にそれぞれ駐車施設を設置するより、

地区で共同で駐車施設を設置した方が有効な場合

があり、永続性が担保できる共同駐車場が確保で

きる場合は 、敷地外に附置義務駐車場の設置を認

める 。

以上、 (1) - ( 3) の改正 内容を 図表で示す。なお、

改正条例は、本年 3 月 1 日に公布され、 4 月 1 日

から施行されている 。

( 大阪市計画局都市計画課 大田俊美)

建築と社会/ 1鈎O判 月 号 2 9  



. 建築技術選書 く特装版〉新刊紹介

「場所打ち杭の設計と施工」
阪 口 理 著

〈罪者略歴〉

阪 口 理 ( き か ぐ ち おさむ )

1932年大阪府に生まれる

1955年 大阪市立大学理工学部 (応用地学専攻) 卒業

1957年 大阪市立大学大学院理学研究科修了

(応用地質学専攻)

同 年 日本住宅公団入社

1972年建設省建築研究所第 4 日f¥究部地工技術研究室長

1977年 同 第 4 研究部長

1983年 近畿大学教技 (理工学部長J l 築学4十) 現在に歪る

専攻地盤工学

理学博士 ー技術士 (建設 ・応用理学) 定価 3.296門 学芸出版社刊

「設計者」にと って格別の参考書」 とメリ y 卜があるとかいわれている 。

確かに上記の条件があてはまる場合も多いが、

本書によって「杭のまさつ力」がいかに重要であ

るか随所に強制されていて、教えられる所が多か

出版委員会 須 賀 好 富

った。

また、地盤調貨が大変重要であり、これを軽視

阪口理先生の新刊「場所打ち杭の設計と施工」 して危険1 R1J の設計をして不同沈下を生じさせたり、

を一気に読み通した 。 逆に( このケースが多いと思うのだが) 安全設計

著者と 小生は同 じ職場の者同宏、の親近感からか、 (over  est i mat e ) しすぎる場合が多いと著者は力

久し振りに「楽しく」読めた 。 説している 。

図が多く、写真も多いので文章がよく理解でき 後者は、次の 2 つの理由によるものと小生は考

て、読後の充実感がある。 えている 。

それにしても、 「基礎」関係の本を読み通すの ①基礎の設計に坊〈、かつ柿造設計に対して小

は何年振りのことであろうか 。精進の仕司Zをして 心である 。

いる関係上 、 「基礎」を部分的に読み教育に、設 ② 既刊の参考書が、杭先端支持カを力説してい

計 lこ応用させて頂〈機会は多いが、一冊丸 ごとは る。

珍しい。 一方 、本舎は杭の施工についても詳述されてお

いうまでもなく「杭J ( この字は、当用漢字で り、最新の情報が盛られており、総工者 ( ゼネコ

はなくなっているので、縁近ではくいと普くこと ンや杭専門業者 ) はもとより、設計者にとっても

が多いが) は、今ゃなくてはならぬ工法であり、 参考になるものである 。

材料である 。 。場所打ち杭の各極施工法

特に、大阪等地盤のよくない地域にあ っては、 。施工における問題点

ほとんどが杭地業である 。 。公害( 振動 ・騒音) に対する解決策

さらに大規模建築物にあっては、基礎の支える などがその内容である 。

制l方向力が大きいことから、 一般的に既製杭より とかくこの方面に弱い「設計者」にとって、本

場所打ち杭の方が経済的といわれ、保用されるこ 舎は 格別 の参考書と思う 。特に現場院理! の際には

とが多い 。 本容を持参して、現場において設計者、施工者と

そして、場所打ち杭の支持機織はほとんどの技 もに勉強し、よい杭工事を実現してほしいもので

術者にとって〔先端支持カ> まさつ力〕と考えら ある 。 ( すがよしとみ/ 工学博士 ・近畿大学教授 )

れており、杭先端の地盤がどうか、拡大杭にする
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図書目録

「構造コストと経済設計」

須 貸 好iJ 著 定価 ￥3. 605 

「建築設備の健康診断」

牧 野 茂 箸 定 価 ￥ 3. 914

「新建築と設備の接点」

宮l協 毅 ・南部 武者: 定f凶 ￥ 3. 605

「外壁構法チェックリスト」

飯塚五郎蔵著 定価 ￥-3 . 399 

「建築デザインのための構造計画」

須'f.i 好訪者: 定価 ￥2. 884 

「建築と緑 J (近刊)

総 光 夫 著
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新規購入機器紹介

凍結融解試験機

一一材料試験室一般建材部門

当試験所では、平成 2 年度施設整備計画の一環として、このほど

材料試験室に凍結融解試験機 ( 気中凍結水中融解方式、 写真一 1 参

照 ) を導入しましたので、その概要を紹介します 。

本試験機の仕様を 表ー 1 に示します 。

試験機は、気中凍結、水 中融 解 ( 気中融解も可) の各条件を時間、

または供試体の中心温度により切換え交互にくり返すもので、その

制御は プログラムコント ロー ル式を採用し、それぞれの条件を連続

して制御できるように設計されたものです。

今までは、プレハブ恒温t! i 湿室の一 昔11を利用して気 中凍結水中融

解試験を実施しておりましたが、試験槽内が小さ く試験件数が限 ら

れており、また、プレハフ可亘温恒 j皇室として使用する頻度が高くな

ってきたため、凍結融解試験専用の試験機が必要となり導入したも

のです 。

運転状況の概略を 図一 1 に示します 。

試 験機 の構造は 上 下 2 層 とな っており下層には融解水用 の恒温水

槽を設置し、上層を凍結融解試験の供試体を設置する試験槽として

いる 。 凍結時には試験槽内の空気を温度調節装置により所定の温度

表ー1 試験機の仕機

項 目 {士 様

試 験 槽 内 温 度 - 35. C - +6O"C  

恒温水槽内混度 +  5. C - +40. C 

試 験 糟 内 寸 法 W800mm X  0  550mm X  H  520mm 

試 験 機 外 寸 法 W1 530mmX D920mmX  H  1640mm (制御部を含む )

制 御 方 法 プログラムコントロール式 ( PI D制御 )

運 転 方 法 時間による切換運転又は、供試休中心温による切換運転

プログラム容量 6パター ン(16ステ yプ/1パターン ・最大lパターン96ステ yプ)

指示/ 設定単位 温度O. I.C 、時間 l 分

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 磯 白 台5- 8 - 1 干565

電 信・・ ' ( 06) 872- 0391 F A X"' ( 06) 87 

業務時間ー平日 9 :  00- 17 :  

土曜 9  :  00- 12 :  OO( 第 2 、第 4土曜休日 )

に冷却し、下方から上方へファンを用いて循環させ、融解時は下層

に設けた恒温水槽の水をヒータ一、および試験槽内の冷気を用いて

所定の温度に調節 ( 初期条件の設定にはあらかじめ空運転を行う )

し、揚水ポンプを用いて試験槽内の下部より給水し、上部オーパー

フ ロー管から恒温水槽へ回収する方法となっております 。

凍結融解の温度コント ロールは、試験槽 内に取付けた熱電対を用

いて温度を計測し、温度調節器 ( 凍 結時 ) や ヒータ ー( 融解 時 ) を

用いて行う方法と、供試休の中心に熱電対を挿入し、これにより中

心温度を計測し、前に述べたのと同様の方法で行う 2 通りとな って

おります 。

本試験機により笑施可能な規格試験の種類を 表ー 2 に示しますが、

この他 にも、各種材料の凍結融解に対する耐久性試験に広〈使用で

きるものです 。 なお、本試験機は、上記の気中凍結水中融解試験以

外にも熱サイ クル試験( 各種温度条件を 組合わせた温冷熱く り返 し

試験) や、片面凍結融解試験がてーきるように設計されてお ります。

以上、本試験機の概要を紹介しましたが、その他詳細ならびに試験

の問い合わせは、材料試験室 一 般 建材部門までお願い致します。

表- 2 試験の種類

試験の種類

l時間の.J) J換による

巡転

気中凍結水中融解

供試体の中心温度

による切換運転

a 時 間iによる1 ; 1 ) 倹運転用熱m対

b 供試体の中 'L‘ 温度による哲j 換運転用熱電対

オーパー

フロー管

主要規格

J1S A5422 r石綿セ j ント サイディング」

J1S  A5423 r住宅屋椋ふさ用石綿スレート」

J  IS  A  5209 r陶磁器質タイル」

J1S A5208 r粘土がわら 」

AS T M C  666 r急速凍結融解に対

するコンクリートの抵抗試験方法J B法

一ーし

十 ｲｾｬ 品水 憎

ｾ ｜ＮＮ ヒーター に

写真一 1 ｾ匝結 融解絞験機 Ｈ気 中凍結水中 融解Ｉ 気中凍結時( 又は、 熱サイクル時 ) 水中融解H寺

図 - 1 運転状況の概略
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フ ラ ン ス 大 革 命200周 年 を 記 念 す る バ リ の ク ラ ン ド ・プ ロ ジェク トの 一 つ 、大ルーヴル博物館計画は、 I

M. ペ イ が 設 計 し た 、カラスのピラミ y ドで有名である 。 ルーヴルは、 12世 紀 末 、 フ ラ ン ス 王 フ ィ リ ップ

・オ ー ギ ュ ス ト の 時 代 か ら 繰 り 返 し 改 築 し 、 拡 張 し 続 け ら れ 、 そ の 機 能 も 、砦からフランス王の住居、

宮 殿 か ら 、 近 代 で は 、 博 物 館 や 官 公 庁 舎 へ と 変化 し てきた 。いわば、 フ ラ ン ス の 歴 史の最も 重 要 な 証 人

であ り、 モ ニ ュ メ ン ト で あ る 。 と こ ろ で 、 こ の ル ー ヴ ルの 束 正 面 は 、 ル ネ γ サ ンス 的 教 養 を 備 え た 建 築

家 ク ロ ー ド ・ペ ロー ( 1613 - 8 8 ) に負う 。 そ れ は 、 フ ラ ンスの古典 的 精 神 を 最 高 度 に 体 現 す る 記 念 碑 的

作 品 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。 し か し 、 ル ー ヴ ル の 通 俗 的 案 内 容 ( E d. T aill andi er ， 1988 ) に は、これを、

虚 偽 の 壮 大 さ 、 高 慢 で 生 彩 を 欠 く 、 凡庸 な 建築 家 の作 品 で あ る と 断 じ 、 正 方 形 の 中 庭L a cour  Car ree を

囲 む 最 も 古 い 部 分 の 建 築 家 、 ピ エ ル ・レスコ ( 1515 - 7 8 ) が 示 し た 、 繊 細! な優 美 さ を 現 わ す 格 調 の 高 さ

を こ れ に 対 比 し 、 後 者 の 優 れ た 精 神 を ペ ロ ー が 台 無 し に し た こ と を l嘆いている 。 こ こ に は 、 フ ラ ン ス 建

築 に 内 在 す る 、 古 典 的 精 神 と ロ マ ン 的 な 繊 細 の 精神 の 弁 証 法 が 、 あ か ら さ ま に 分 脱 さ れ 、 強調されて、

語 ら れ て い る と み て よ い 。 し か し 、 ペ ロ ー の 歴 史 的 重 要 性 を 思 う と 、 と も す れ ば 情 緒 的 に の み 流 さ れ 易

い 、 わ れ わ れ 日 本 人 建 築 家 の 行 き 方 の 反 省 の 穏 が 、そこに あ る よ う に 思 わ れ る の で あ る 。 ( K . K )  

けいはんなリエゾン・オフィサーへの期待

関 西学 研 都 市 け い は ん な と 同 じ 名 称 を も っ、 株 式 会 社 け い は ん な ( 第 3 セ ク タ ー ) が 設 立 さ れ て 本 年 8 月

で 1 年 に な る 。 6 月 下 旬 に は こ れ を 記 念 し て 、 大 阪 ・東 京 の 2 会場でフォ ーラ ム i 21世 車己への手紙」 が

聞 か れ 、 大 成 功 を 収 め た 。 筆者 も 参 加 者 の 1 人 と し て 、 関 係 者 の ご 努 力 に 深 い 敬 意 を 表 し た い 。

さ て 、 学 研 都 市 け い は ん な が 、 ヒ ュ ー マ ン で ハ イ タ ッチ な 都 市 と し て 成長 す る た め に は 、 多 様 な 価 値 観

を も っ 研 究 者 や 生 活 者 の 交 流 が ど の よ う に 生 れ 、 育 っ て い く の か が 問 わ れ て く る と 思 う 。施設面では、

K K け い は ん な が 建 設 ・運 営 す る 「交流施 設」 に期待すると. こ ろが大きいが、 こ れ だ け で は 充 分 と は 言

えない 。 私 は 、 ソ フ ト 面 で こ の 人 的 交 流 を 支 え る 当 社 の リ エ ゾン ・オ フィ サ ー に 大 き な 期 待 を 寄 せ て い

る。 リエ ゾンと は 、 人 と 人 と の 「連 絡 ・ 結 合」 を 意 味 す る そ うで、 リエ ゾン ・オ フ ィ サ ー は 、 まさに人

的 交 流 の 仲 人 で あ る 。 都 市 建 設 の 当 初 か ら こ の よ う な ソ フ ト の施 策 が 仕 か け ら れ て い る こ と は 極 め て め

ず ら し く 、 大 変 重 要 な 役 割 を 担 っ て い た だ け る と 期 待 し て い る 。

施 設 建設に 先 立 って 既 に 彼 等 の 活 動 が 始 っており 、 2 年 後 に 予 定 さ れ て い る 「交 流 施 設 」 オ ー プ ン 時 を

節 目 に 、 い っ そ う 活 発 な 交 流 が 生 れ る こ と を 心 か ら 願 う も の で あ る。 ( H . B )  

建 築 界 の 大 逆 襲

あ る 新 聞 の 建 設 業 に つ い て の ア ンケー ト を 見 て い て 、 大 変 面 白 か っ た。 圧倒的なイメージは、 「きつい

・きた な い ・こわい ・談 合」 等々、 マ イ ナ ス 面 ば か り で 、 今 の世 の 中であれば、 当 然 予 期 で き る 答 で

ある 。 だ が 少 数 「 男 ら し い ・社 会 の 役 に た つ 」 等 と い う の も あ って 、 捨 て た も の で な い と 思 っ た。 i 黒

部 の 太 陽」 の よ う な 映 画 を 作 って P Rす べき 、という意見がいく つ かあ っ た が 、 人 々 が こ の 映 画 を 心 に

と ど め て い る の は 意 外 で あ っ た。 昔 、 ク ー パ ー の 「摩 天 桜」 とい う映 画 が 評 判 に な っ た し 、 原 因 康 子 の

「挽歌」はベストセラーになった 。

古 来 、 建 設 は 人 類 の 文 明 の 歩 み そ の も の で あ った 。 ここ らで 、建 設 界 は 拡 大 発 展 の エ ネ ル ギ ー を 少 し さ

いて こ ち ら に ふ り む け て 、 大 逆 襲 に で て は ど う か 。 i も の づ く り 」 の 充 実 感 と 喜 び を 誇 ら し げ に 叫 ん

で み る と よ い 。 わ れ わ れ こ そ 、 真 に 人 聞 の 名 に 値 い す る も の た ち で あ る 、 と 大 合 唱 を す れ ば よ い と 思 う 。

現 代 の 高 度 の 管 理 社 会 の な か で 、 人 聞 に と っ て何 が よ い も の で あ る か 、 を 真 剣 に 考 え て い る 人 達 も 多 い

に 違 い な い 。 単に建設界だけでなく、 世 の た め 人 の た め に な る に 違 い な い と 考 え る が如 何。 ( K . K )  

車 と社会 ーその2 -

「狭い 日 本 、 そ ん な に 急 い で 何 処へ 行く 」 と い う 標 語 が あ っ たが、 今 や都 心 で は 急 い で い る 時 の 率 ほ ど

当てにならないものは無し、 。 都 市 に 於 け る 車 の 問 題 は 色 々 な 視 点 か ら 考 え て い か ね ば な ら な い が 、 車 自

身 に も そ の 自 党 を 促 し た い 、 と 考 え て い た ら そ の 先 達 が 現 わ れ た ら し し 、 。 す な わ ち ド ア ー が ボ デ ィ に 添

って 上 に 聞 く車であ る。

そ れ な ら 思 い 切 って 車 の パ ッ ク に ド ア ー が 付 け ら れ な い だ ろ う か 、 乗 り 降 り の サ イ ド の ス ペ ー ス も 不 要

となろう 。 更 に 車 幅をかなり 縮 め れ ば 車 線 数 が 増 え る 道 路 も 出 来 る で あ ろ う 。幅 の 狭 い 車 専 用 の 車 線 を

作 って もよし、 。 車 が 生 活 の 必 需 品 と い う の で あ れ ば し っかりしたノ 〈ンパーを全 周 に 付 け 、 少 々 の へ こみ

や 傷 は 気 に し な い こ と で あ る 、 と 図 に 乗 っ て 考 え て 見 る 。 車 の 後 か ら の 出 入 り は 不 便 で あ ろうし 、車 の

幅 を 縮 め れ ば 運 転 に も っ と 技 術 を 要 す る で あ ろ う 。 し か し 、 車 が 全 て の 面 で 快 適 す ぎ る の が今や罪つく

りな の で あ る。 不 法 駐 車 で 狭 め ら れ た 住 宅 街の 道路 を 歩 い て い る と 、 後 か ら ク ラ ク シ ョ ンに せ か さ れ る 。

両 方 の 車 に 対 し て 憎 悪 の 念 が 沸 く と 同 時 に 血 圧 が 上 る 。 車 を 運 転 し な い 私 に と っ て も 精 神 衛 生 上 被害 の

毎 日である 。 ( C . Y )  
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コンクリート

シリカフュームを用いた

高強度コンクリート

久 保 田
五

回

自
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1  . はじめに

近年、者11市古11における地価の高騰に伴う土地の効率的活用という

見地から、鉄筋コンクリート造高層建物の建設が多〈見受けられる

ようにな った。 これらの建物では低層階部分の躯体コンクリー卜の

設計基準強度が420- 4 8 0 k gf/clげ( コンクリートの調合強度として 500

- 6 0 0kgf /clげ)て¥ 一般の建物に比べて高強度なコンクリートが用い

られている 。 これら建築物の高層化に伴うコンクリートの高強度化

は今後さらに li"/J JII の傾向にあるものと予想される 。

高強度コンクリートの場合、 600kgf / cm' 以下程度のものを製造す

るには、減水性の高い高性能 A Ei 成水斉IJ を使用すれば‘、セメント ・

骨材の種類等は一般的に用い られて いるもので良いが、これ を上回

る高強度コンクリートを製造する場合は、施工性、強度発現性など

を改善する目的から、高性能 A E i成水斉IJ の使用とともに、 シ リカ フ

ューム なと γｬ ｈ ｛ｊｾ ，ｪ の 併用が考えられる 。

2  . シ リ カ フ ュ ー ム

2 . 1  製造方法と生産量 シ リカフ ュー ムは、原料である庄布、

石英、鉄} 育などを 2 ，000' C 近い高温で・溶融してフエロシリコンある

いはシリコンメタルを製造する際に発生する二酸化珪素を多く含む

超微粒粉末の産業高I j 産物て許ある。主 な生産国はアメリカ、ソ述、 ノ

ルウェ一等に集 中し ている が、これらを含む世界各地で の推定生産

量 ( 1982年) は 表ー 1 のとおりである 。

2. 2 物理的性質および化学組成 シリカフュームは、原料の筏

矧、構成比率などによって、淡灰色から濃灰色まで幅広い色調をも

って いる ( 写真一 1 )。 標準的な兵比重は 2. 2、かさ比重は 2 5 0 - 3 0 0

kg/ m'程度で、これは普通ポルトランドセメントのかさ比重 1200kgj

rn

J

に比べて 1 / 4 以下の較さである 。

また、シリカフュームには頼粒、非頼粒 ( 微粉末) の二種矧があ

り、微粉末 てすま大部分の粒子が l μ mよりも小さ く、その平均粒径

は0 . 1μ m松皮のEj(形 ( 写真一 2 ) を している 。 これは普通ポルト ラ

ン ドセメ ン 卜の平均粒径の約 100倍も 小 さい 。なお、 比表面材i は平

均約20万crrr j g である 。

表- 2 に示すノルウェーおよび北アメリカ産のシリカフュームの

化学組成は 、9 0 %以上が非結品の二酸化珪素で占めている 。

3  シ リ カ フ ュ ー ム コ ン ク リ ー ト の 性 質

シリカフュームはセメント硬化体の組織を綴密にすることにより、

コンクリートを向強度化させるもので、このような目的でシリカフ

ュー ムを使用する場合は、一般的に単位セメント盆の 10 - 15% を置

換させて使用するケースが多い 。 また強度発現性のほか、コンクリ

ートの材料分離、ブリージング、水密性、耐久性など を改善するがJ

栄が認められるほか、アルカリ骨材反応抑制効果がある 。

3. 1 色調 コンクリート 打 ち上がり商は 、シリカフューム微粉
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表- 1 世界のシリカフューム年間推定産出量 1 ) (1982年 )

Region/count ry 

Fr om Fr om 

ferrosili con furnaces sili con furnaces 

North Amer i ca 110，000 metnc tons 

Western Europe 188 ，000 

Lati n Amer i ca 35，000 

Far East 159 ，000 

Canada 12，500 metnc tons 

Nor way 45 ，000 

France  30 ，000 

Italy 20 ，000 

Portugal  15，000 

Spam 5，000 

Sweden 10 ，000 

Swi tzerl and 5，000 

W.  Ger many  3，000 

Yugoslavia 15，000 

Sout h A  frica 15 ，000 

Uni ted States  100 ，000 

園 園

写真一 1 生産国別にみたシリカフューム微粉末の色鯛
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写真一 2 シリカフュームの走査型電子顕微鏡写真

表- 2 ノルウェーおよび北米産のシリカフューム( シリコン炉) の

化学成分 1 )

Nort h Amer ica 

El kem S K W Al l oys， 

Spi gerverket  S K W Cal vert Ci ty， K Y， 

Const i tuent ， A/S， Canada and Ni agara Fall s， 

percent  Nor way Inc NY. US A  

Si 02 90. 0- 96 .0  89 .0- 95 .0 90 .0- 93 .0  

A I203 0 .5- 3.0 0 .1- 0.7 0 .5- 0.6  

Fe203 0. 2- 0.8  0 .1- 3.1 3. 4- 4.5  

加Ig O 0.5- 1. 5  0. 3- 1. 0 0. 3- 0. 5 

Ca O 0. 1- 0 .5 0. 1- 1. 0  0. 5- 0.8  

Na20 0. 2- 0 .7  0.1 - 0 .2  0. 1- 0. 3 

K20 0 .4- 1. 0  0.5- 1. 4  1. 0- 1. 2  

C  0 .5- 1. 4 2 .1 - 4. 2 1. 3- 3.6  

S  0. 1- 0 .4  0 .1 - 0 .2  0 .1 - 0. 2 

LOI = ( C + S )  0. 7- 2.5  2. 3- 4. 4 1. 4- 3.8  

S03 0. 1 - 0. 6 0. 4- 1. 3 

H20(  Free moisture )  
。。

0. 0- 0 .6  0 .0  4.8  
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図- 4 シリカフュームの種類と圧縮強度 4 )

末の色調 ・混入率によ っても異なるが、一般的に無混入のものに比

べて波灰色になる傾向l がある 。写真一 3 にシリカフ ュー ムを単位セ

メント量の 10 - 5 0% 外割りで 混入した コンクリートの切断面を示す。

3 . 2  材料分離とブリージング シリカフュ ーム笹換率 1 0 %以 上

では材料分離が生じにくくなるとともに、ブリージ ングがほとんど

生じなくなる 。 これは高強度コンクリートの場合、単位水量が比較

的少ないことに加えて、シリカフュームと水の親和性が高いために

フレ ッシュコンクリート中の自由水が減少するためである 。 なお、

ブリージングの少ないシリカフュームコンクリートでは、プラスチ

y ク収縮ひびわれが生じやすいので、初期の1副長l養生が大切である 。

3 . 3  圧縮強度 図一 1 に 、シリカフューム置換率と試験材齢別

圧縮強度の関係を示す。 シリカフュームを混入した場合は 、無 浪 人

のものに比べて材齢 7 日までは大差なく、材齢 7 日以降28 日にかけ

ての伸 びが大きい 。 これは、フライア ッシュ に比較して早い材齢か

らポゾラン反応効果が現れるためである 。 また、 図- 2 に、水結合

材比と圧縮強度の関係を示すが、水結合材比22% 以下では、水結合

材比を小さくしても圧縮強度の増加はあまり期待できない 。一方、

シリカフュームと高性能 A E 減水剤を併用し、さらに粗骨材に石英、

細骨材にボーキサイトのような硬質骨材を使用することによ って、

図 - 3 に示すような圧縮強度 1500k gf / cm' ( 材 齢 4 週 ) 近い超高強度

コンク リートを造ることが可能である 。 なお、シリカフュームの種

類によっては 、図 - 4 に示すように無混入のものと比較して強度が

低くなるものがあるため、事前に試験練りを行 って品質を確認して

おく必要がある 。

4  . シ リ カ フ ュ ー ム コ ン ク リ ー ト の 使 用 例

わが国では、実際の工事にシリカフュームを使用した例は少ない

が、海外ではシアトルのT wo U ni on S qua r e ビルデインクの躯体コ

ンク リートに、 シ リカフ ュームを単位セメ ント量の 10 % を置換させ

た水セメント比22% の高強度コンクリート ( σ c = 1330 k g f / ω ) を

ポンプ打ちで打設したという報告 6 ) がある 。

5  ，あ と が き

シリカフュームを使用した高強度コンクリートは、建築・土木構

造 物、海洋構造物、カーテ ンウオ ー ル、プレス型枠など広範囲な使

用が考えられる 。 その使用 上 の一般的注意事項は、( 1 ) シリカフュー

ムの品質、 (2) コンクリートパ ッチャ ー プラントにおけるシリカフュ

ー ムの計量 ・投入方法とコンク リート練り混ぜ設備、 (3) 床スラブの

直仕上げ方法、 (4) コンク リート表面の急激な乾燥に伴うプラスチ ッ

クひびわれ、 (5) シリカフュームの品質変動並びに試験方法によるコ

ンク リート強度のばらつきなどで、 コ ンクリートの製造、施工、お

よび試験に際しては十分な配慮、が必要である 。

また、これらコンクリートの品質は、使用するシリカフュームの

成 分 ・粒度、 比重などの品質による影響を大きく受けるため、シリ

カフュームの品質規格を早急に定める必要があろう 。
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高強度軽量コンクリート

橘 大 介

1  は じ め に

構造物の大型化に伴い、コンクリー卜の自重を軽減し、所要強度

を保持するには、骨材に軽量骨材を使用する方法がある 。軽量骨材

コンクリート ( 以下軽量コンクリートという ) は、 1910年代アメリ

カで初めて使用され、日本では昭和30年代後半に道路僑に使用され

fこ。

軽量コンクリートの材料費自体は天然、骨材を使用した普通コンク

リートと比較すると割高となるが、橋梁の床板や桁、軟弱地盤上に

建設する構造物の下音11工等に適用すると、全体工費を低減て、き、経

済的になる可能性が十分期待できる 。 さらに最近では、構造物の大

恐化、高層化、大スパン化により 、軽量であり 、かつ、高強度のコ

ンクリートの開発ならび‘ に笑構造物への 利用の機運も高まりつつあ

る。すでに、圧縮強度100MPa ( 約1020kgf/cm' ) の軽量コンクリー

トについて、 1990年 5 月、カリフォルニア大学パークレー校で開催

された ‘'Second Internati onal  Symposiu m on Uti l ization of High-

Strength Concl 巴te" で報告されている 。 1 )

本報告は、このような状況に鑑み 、今後その適用が多くなると考

えられる高強度軽量コンクリー卜に| 期して、最司近著者が関わった土

木構造物へ適用した例を示しながら、特徴、製造上の留意点等に関

して記述したものである 。

2  軽 量 骨 材

ここでいう経量骨材とは、膨張頁岩 、膨張粘土 、膨張スレート、

焼成フライア ッンユ等を原料 として焼成して得られる J r  S  A  5002 

や J A S S 5 で規定されている構造用人工軽量骨材のことである 。

軽量骨材には軽量細骨材と軽量粗骨材があり、軽量組骨材には、

微粉砕 ・造粒 ・焼成して製造する造粒裂と破砕 ・焼成して製造する

非造粒型の 2 極類がある 。絶乾比重は細骨材で1.3 - 1. 8、粗骨材で

1. 0 - 1. 5と規定されている 。骨材中に占める空隙は細骨材で31- 35

{ 本航% 、組骨材で 47- 51体積% とポーラスな状態を呈している 。す

なわち、飽水状態の l吸水率は細骨材で 19- 20重量% 、柱l骨材で33-

36重量% ときわめて大きくなる 。 したカ、って、このようにポーラス

て.I !及水性に富む軽量骨材を使用する場合 、スランプ ・ロスやポンプ

施工11寺の管内閉塞等への配慮、から 、十分プレウエ ッチングしたもの

を使用する必要がある 。 ただし 、後述するように、耐凍害性の観点

から、絶乾状態の軽量組骨材を使用した例もある 。
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軽量骨材を使用したコンクリートの単位容積質量は、骨材の比重、

l吸水率、コンクリートの配合( 調合) によって異なるが、おおむね

以下に示すとおりである 。組脅ー材のみを軽量とした軽量 l 穫 で 1.8

- 2 .0t / rn'、細骨材および粗骨材を軽量とした軽量 2 種で1. 5 - 1. 7

t/ 川程度となり、普通コンクリートより 0.2- 0 .8t / 附程度軽くなる 。

3  . 高 強 度 軽量 コンクリート

近年の土木分野での軽量コンクリートの使用量は少なく、むしろ

建築分野での使用量の方が多いようである。しかしながら 、圧縮強

度レベルの高い高強度軽量コンクリートに関しては、土木構造物へ

の適用が多い 。

i  J  A  S  S  5  18節 高強度コンクリー卜」に よれば 、高強度軽量

コンク リートの設計基準強度の範囲は 240- 270kgf/耐 と規定されて

いる 。 この設計基準強度を越える場合は 、建築基準法第38条による

建設大臣認定が必要となり、比較的稀である。一方、土木分野にお

いては、設計基準強度 ｦｾ ｫ ］ 300kgf  /  cm' 以上の実績がかなりあり、北

極海向け石油掘削プラ ットフォームの建造で設計基準強度f み=6500

ps i  (457kgf/cm' ) の高強度軽量コンクリートを使用 した例もある 。

このような高強度軽量コンクリートを構造部材に適用した場合の

特徴をいくつか列挙すると、以下のとおりとなる 。

(1)  コンクリートの単位容積質量は 1. 5- 2 .0t / 耐と 小 さい。

(2)  引娠、曲げ 、せん断、付着および支圧強度は、普通骨材を使用

した場合に比較して低くなる 。

(3)  知性係数は、 2.3- 2 .5X  10'kgf /cm' 程度以下と小さい 。

(4)  クリープひずみは普通コンクリートより大きいが 、弾性ひずみ

が大きいので、クリープ係数は普通コンクリートより 小 さい。

(5)  乾燥収縮は、軽量骨材の含水率や種類によって異なるが、普通

骨材を使用したコンクリートと同程度と考えてよい 。

(6) 線膨張係数はいくぶん小 さい。

(7) 骨材が化学的に安定しており、アルカリ骨材反応による劣化を

引き起こさない。

(8)  耐久性では、耐凍害性が一般に劣る 。

4  高 強 度 軽量 コ ン ク リ ー 卜 の 実 構 造 物 へ の 適 用

高ijrt l度軽量コンクリートを笑構造物に適用 した例を 、以下に示す。

写真一 1 は、 1984年、日本鋼管制、五洋建設附、清水建設側が建

造した 北極海向けコンク リート / 鋼複合構造形式の石油掘削プラ ッ

トフォーム S uper c r DS である 。本構 造物は 、①曳航時に浅海域

を通過するので、所定の喫水を確保するために軽量であること、②

i j( 圧に| 耐えるため高強度であること 、③凍結融解作用に対する抵抗

性が大きいこと等が要求された 。仕様は表 1 に示すとおりである 。

各極の実験を実施し、所要の品質を確保することができた 2 )。 すな

わち、単位容積質量は軽量組骨材を使用する ことにより、また圧縮

強度は富配合低水セメント比にし、かつ、混和材にシリカフューム

を使用することで達成できた 。一方 耐凍害性の確保は、軽量組骨

材を使用することから、きわめて厳しいと考えられていた 。高強度

軽量コンクリートの耐凍害性に影響を及ぼす要因を、コンクリート

の空気量、気泡間隔係数、軽量組骨材の練りまぜ前の含水率として

実験を行い、 図 Ｍ Ｑ ｾ Ｓ に示す結果を得た 。 当初、優れた耐凍害性

を雌保するためには、 A E 剤により空気量を増やし、気泡間隔係数

をA C  r  (A merican Concrete Insti tute) で定める推奨値 (200μrn)

以下とすればよいとされたが、本実験結果では必ずしも優れた耐凍

害性を機保できないことが明らかとなった 。一方 、含水率 5 %程度

以下の経量粗骨材を使用したところ、空気量が比較的少ない場合に



高強度軽量コンクリート使用例 1石 油 掘 削 フ。ラ y トフォーム

表- 1 S upe r  C  1  D  5 コンクリートの仕機

項 目 |  仕 隊

単位容積質量 I  110- 120 1  b/ ft ・( 1 .7ト 1. 92t / m')

設計基準強度 (材紛56 日) I  臼 OOpsi ( 457kgf /  cm' )  

空気量 I  7 土 2 %

気泡間隔係数 I  2蜘 m 以下

耐久性指数 I  A S T M C 666 A 法で80% 以上
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図- 3図- 2図- 1

高強度軽量コ ンクリート使用例 2 PC斜張橋の主桁

褒 - 2

紅葉谷橋の全景

1. 9  

2. 2 X 10'  

2. 0 

200 X  10-'  

設計定数

400 

写真一 2

コンクリートの設計定数

コンク リー トの設計定数の項目

設計基準強度 ( kgf / 耐)

単位容積質量 ( t/ m')

d単性係数 ( kgf /cm' )  

クリープ係数 (載荷材齢 4 - 7 目、 早強セメ ント 使用 )

乾燥収縮ひずみ ( 戦荷材紛 4 - 7 日)

5  . おわりに

近年の構造物の大型化、高層化、大ス パ ン化に伴い、これらの構

造部材に高強度軽量コンクリートを使用することは、有効な手段と

考えられる 。現在の材料 ・焔工技術では、場所打ちで設計基準強度

500k g f / cm' 程度 以上の高強度軽量コンク リートの製造が可能であり、

きらに高強度のコンクリート施工も可能であると考えられる 。高 強

度軽量コンクリートを構造部材としていかに適用していくかは、構

造 ・設計面での詳細な検討に負うところが大きいと 言える 。

参 考文献

1  )  Mi n- Hong Zhang， and Odd E .  Gi Orv ，“ D evel opment of Hi gh Strength Li ght weighl  

C冶ncret e，"  Proceedings  of Second Int enati onal  Sym凹 si umon  Uti l ization of Hi gh-

St rength Concrete， May， 1990 

2  )  D.  T achi bana， M.  I mai， and T. Okada，“Qual iti es of  Hi gh- Strengt h  Li ght weight 

Concrete Used  for Construction of  Arcti c  Of fshore  Platfor m， "  J ournal of Of fshore  

Mechanics and Arcti c  Engi neering ( Tran田 ctions of  the  A S ME) ， V o1.l 12， Feb.， 1990， 

pp.27- 34 

3  ) 大野 治、梅木久賞、吉問客義、情 大介 。人工軽量骨材を用いた P C斜張備の殺計

と施工、橋梁と基礎、 1990年、 5 月、 pp.29- 34

(たちばな清;ぶLL式 会 社 技 術 研 究 所 縦 技 術 研 究 部土木 縦 ク j レー プ研究只)

3 7  

おいても優れた耐凍筈性を確保できることが明らかとな った。 した

が って実施工では、高強度軽量コ ンクリートの耐凍害性に 影響を及

ぼす支配的要因が軽量組骨材の含水率であるという結果を踏まえ、

絶乾状態の軽量組骨材を使用してコ ンクリートを製造した 。 この よ

うな富配合低水セメント比で絶乾軽量姐骨材を使用したコンクリー

トの製造 ・施工上の留意点は 骨材の吸水および経過時間に伴うコ

ンクリートのワーカビリチーの低下への対処方法であ った。軽量組

骨材の吸水特性を把握して練りまぜH寺に骨材がl吸水する水量を考慮

して練りませ'水を補正し、かつ、スラ ンプ ・ロス低減型流動化剤を

使用することにより、ワーカフソレなコ ンクリートを施工することが

できた 。なお、コ ンクリートの運搬 ・打ち込みは、絶乾軽量組骨材

を使用したことから、ポンプでなく、 パケ ッ トで可子 った。

写真一 2 は、コ ンクリート橋の軽量化を目指して P C斜張橋 ( 紅

葉谷橋 ) の主桁に高強度軽量コ ンクリ ー トを使用した例である 3 )。

コンクリートの設計定数は 表- 2 に示すとおりである 。本 P C斜 張

備は、橋長5 0 m 、全1幅4 . 6 mの小規模な歩道僑であり、経済性云々

を問うことはできないが、今後ますます長大化傾向にある P C斜張

僑に高強度軽量コンクリー卜を使用することで経済化 ( 工貨の低減 )

が図れるものと考え られる 。
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高 強 度 鉄 筋5 0 5 0の

ガ ス 圧 接

矢 部 喜 堂

1 . はじめに

近年、鉄筋コンク リート構造物の高層化、 大型化に伴って、使用

される鉄筋も高強度化かつ太径化する傾向にある 。これは、音11材強

度の増加、鉄筋量の節減、配筋施工の簡素化などのメリ ッ トを期待

するもので、最近では 3 0 - 4 0階建の高層 R C住宅、あるいは原子力

発電所建設工事に S 0 4 0の 0 41または 0 51の高強度かつ太径の鉄筋

が使用される機会が増えてきた 。 さらに、より高強度化を目指して

S  0 5 0 を使用する試みも多〈、一部には原子力発電所でその使用実

績がある 。

一方、建設省では、総合技術開発プロジェクト「鉄筋コンクリー

ト造建築物の超軽量 ・超高層化技術の開発」が昭和63年度から開始

され、 SD70、SDl OOの高強度鉄筋の実用化に向けての研究開発が目

下活発に進められている。

このように鉄筋が高強度化する中で、重要な技術課題の一つに継

手があげられる。従来から主鉄筋の継手工法としては重ね継手、ア

ーク溶接継手、ガス圧接継手、あるいは機械的継手等があるが、そ

の中でもカ、、ス圧接継手は、主鉄筋の継手のほぽ80% を占めており、

わが国における最も一般的な継手工法であると言えよう 。

ここでは、最近になってより現実的なニーズとして出てきた SD 50

のガス圧接継手の性能調査結果について概説する 。

2  . 現 状 の ガ ス 圧 接 技 術

表ー 1 供試鉄筋の化学成分 ( %)

現在、 J I S G  3112  (鉄筋コ ンク リート 用棒鋼) には、 丸鋼として

S R 24、S R30の 2 種類、異形棒鋼として S D3 0 A、S D3 0 B、S D35、

S D40、S D50の 5 種類が規定されている 。これまで、鉄筋のガス圧接

については、 SD5 0を除いて数多くの調査研究資料があり、その圧接

技術は強還元炎法を基本としてほぽ完成の域にあると言える 。実用

的には、日本圧接協会の「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」に準拠

すれば、 S R 24から S D40 まで健全な圧接継手が得られる 。

しかし S D50については、建築基準法施行令において許容応力度の

規定がなく、これを建築物に使用する場合には建設大臣の認定が必

要となる。日本建築学会の「鉄筋コンクリート設計規準」、「建築工

事標準仕様書 J A S S 5 鉄筋コ ンク リート工事」では適用範囲外で

あり、また、圧接協会の上記標準仕様書に規定されている圧接作業

の可能範囲外である。

3.  5 D5 0のガス庄接性および圧接継手の性能

鉄筋のガス圧接性を支配する因子としては、鉄筋の化学成分、製

法、径、端商のすきま等が上げられる 。S D50は、通常のS D30、S D35

等とはその化学成分の組成が若干異なるため、その圧接性は S D 30、

S D35等の場合とは異なることが考えられる 。 そこで、 SD 50の高炉

鉄筋および電炉鉄筋を用いて、そのガス圧接性および圧接継手の性

能について実験的に調査した。

表一 1 に本実験に用いた鉄筋の化学成分を示す。試験片の圧接は、

半自動ガス圧接装置用いて 図ー 1 に示す作業要領でL行った。

3  .  1 鋼穫の相違による圧接性の差異 現在、建築物に多用され

ている S D35の圧接条件を標準的なも のと考えて、まず S D 35の適正

圧接条件の基で、鋼種の異なる SD4 0およびS D 50のガス圧接を行い、

圧接性の差異について調べてみた。

その結果は 図 - 2 に示す通りである 。引張強さについては、 S D35

とSD4 0の場合には製法によらずすべて J I S規格値を満足しているの

に対して、 S 0 5 0の場合には電炉鉄筋の中に、圧接恭を鉄筋に保持

するときに生じたクランプきずから破断じて J I S規格値を若干下回

ったものが見られる 。これは、高強度になるにつれて切り欠き靭性

がやや低くなり脆性的に破断したものであるが、十分な変形能力を

有している 。

また、フラット破面率については、 S D 35場合には適正圧接条件で

高 炉 鉄 筋 電 炉 鉄 筋

S035-038 S040-038 S050- 038 S035-038 S040-038 S050- 038  

C  0. 22 0. 26 0. 26 0. 26 0. 27 0. 31 

Si  0. 40 0.41  0. 46 0. 20 0. 22 0. 27 

Mn  1. 37 1. 42 1. 40 1. 11 1. 20 1. 34 

P  0. 020 0. 021 0. 023 0. 030 0. 032 0. 032 

5  0. 010 0.008  0.009  0. 039 0. 036 0. 027 

Cu 0. 01 0.01 0.01 0. 36 0. 40 0. 37 

Cr 0. 021 0. 023 0. 038 0. 21 0. 13 0.21 

Ni  0.01 0.01  0. 02 0. 09 0. 08 0. 08 

Nb  0. 001 0. 001 0.001 Tr  0. 010 0. 012 

V  0. 045 0. 065 0.194 0. 003 0.028 0. 028 

Sn  0. 001  0. 001  0.001 0. 04 0.05 0. 06 
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( 1)  ( 11 )  

一一一ー叫宇

一次加圧

[ 0 )  [ III )  [ N )  [ V )  [ VI )  

二次加庄 三次加圧

ー一一一一争 時 間 (抄)

工 程 内 答

( 0  ) - (  Il 還元炎加熱、初期加圧

( 1) - ( 11 )  還元炎加熱、すきまを閉じるための加圧

( II ) - ( II I) 中性炎加熱、設問力日圧力の減衰期

( 1II )  - (I V)  中性炎加熱、圧接面の接合と外観の初期形成のための11日圧

(I V) - (V )  中性炎加熱、 二次加圧力の減衰期

( V ) - (VI) 中性炎加熱、圧接昔日外観の最終形成のための加圧

図 - 1 圧 接 作業 要 領
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写真一 1 圧接面のフラ ット
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表 - 2  5 D5 0 - D38の適正圧接条件

あるため、フラ ッ ト ( 写真一 1 ) の発生がきわめて少ないのに対し

て、 S D5 0 の場合には比較的フラ ッ トが発生しやすい傾向にあるこ

とが分かる 。 これは、 S D 50はS D 35に比べて S i、Mn、Cr等が多〈、

S D3 5の適正圧接条件がそのまま S D5 0に適合しないことを示すもの

である 。

3  .  2  5 D5 0の適正圧接条件 S D 50の場合にも、信頼性の高い圧

接継手を得るためには、圧接面にフラットを生じさせないよう適正

圧接条件を設定する必要がある 。

ここでは、圧接時の上限加圧力、下限加圧カ、圧縮量をパラメー

タとして、これらのパラメータがフラ ッ トの生成に及ぽす影響につ

いて調べた。その結果、今回の実験の範囲内では、上限加圧力によ

る差は顕著には見られなかったが、 図 - 3 に示すように、下限加圧

力が低くなるにつれてフラ ッ トが減少する傾向にあると言える 。 ま

た、 図 - 4 に示すように、圧縮量が大きくなるにつれてフラッ トが

減少する傾向にある。 S D 50 - D 38の適正圧接条件は、製法によらず

表 - 2 にまとめられる。

3  .  3  5 D5 0の圧接継手の力学的性能 前項で求められた圧接条

件の基て¥実際の現場施工を考慮、して、端面にすきまがある場合の

ガス圧接継手の健全性を力学的性能の面から調べた。

試験片は、圧接のふくらみを有するものと、径が呼び名の0. 8倍に

なるようにふくらみを切削したものの 2 種類である。試験片の形

状 ・寸法は図 - 5 に示す通りである。

引張試験結果を 図 - 6 に示す。引張強さについては、高炉鉄筋お

よび電炉鉄筋ともわずかに ]I S規格を下回 ったものがあるものの、

おおむねJIS規格値を上回っている 。J IS規格値を下回 った試験片の

うち、高炉鉄筋のものは、すきまが大きい側の圧接面にフラットの

最大すきま位置 圧接面

ャ二二ラ土一一斗

R=15以上 圧接面

図- 5 試験片の形状・寸法
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図- 6 引張獄験結果

発生が見られ、そのフラ ッ トのノ ッチ効果によって破断したもので

ある 。一方、電炉鉄筋では、鉄筋表面に生じたクランプきずが切り

欠きとなって破断したものである 。

このように、端面に 5 mm程度のすきまを有する場合でも、適正圧

接条件で圧接を行った場合には 、継手は十分な力学的性能が得られ

ることが分かる 。

4  . まとめ

高強度鉄筋 S D 5 0 - D 38のガス庄接性および継手性能について検

討した結果、高強度鉄筋S D 50の場合には、多用されている S D 35の

場合とは若干異なる圧接条件を設定すれば、フラ ッ トが少なく、信

頼性の高い十分な力学的性能を有するガス圧接継手を得ることがで

きる。

圧接に関する今後の課題としては、鉄筋の表面にきずのつかない

圧接器の改良・開発、 S D50に関する鉄筋素材および圧接データの蓄

積、 S D50の圧接技量検定方法等が挙げられよう 。 それにも増して

S D 50の建築物への使用に関する法的認知が急務である 。
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1 ) 矢部暮堂 小早川恵笑 flt炉鉄筋のガス圧接性に及ぼす諸因子に関する盟国帰分析、
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(1986- 4  )  

3  ) 日本圧接協会・普通鋼電炉工業会 電炉鉄筋キ料調5D50のガス圧接継手性能に| 測する研

究、 (1989- 3 )  
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40 建築と社会/ 日90年 8 月号

1  . 異形鉄筋の 歩 み

わが国では、 1901年官営八幡製鉄所に小形圧延機を設置したこと

により丸機 ・角俸の国産鉄筋の供給が可能となっていたが、 1904年

頃から建設され始めた鉄筋コンクリート構造物には輸入異形鉄筋が

使用されていた 。 しかし、 1923年の関東大震災のときのビル崩壊の

設計の資を負 って異形鉄筋は姿を消し、戦後まで陽の自を見なくな

った。

1949年、米国規格に準拠して異形鉄筋の生産が再開され、 1953年

に J 1  S  G  3110  r異形丸鋼」が制定され、 1957年には建築基準法施

行令でその許容応力値がはじめて規定された 。 しかしながら、こ の

とき の異形鉄筋の生産はも っぱら特需を背景とした輸出用て¥国内

では相変わらず丸鋼が使用されていた 。

1960年に、降伏点強さに対して低か った S S  049の許容応力値が

建設省告示第 221号で高〈改訂され、高強度異形鉄筋の利用への糸

口はつかめた 。 しかし、より強度が高〈、 コンクリートとの付着性

の良い、品質の安定した異形鉄筋への期待は高まり、高強度異形鉄

筋をめぐる鉄鋼各社の開発競争が東海道新幹線の建設、東京オリン

ピック需要を背景に華々し〈展開された 。1961年10月、尼崎製鉄所

( 現 ・神 戸製鋼所) が建築基準法第38条の材料特別認定を取得し、

高強度異形鉄筋デーコンが誕生し、新しい異形鉄筋の時代を 迎 え、

徐々に太径化、 さらなる高強度化が進んできた 。

2  高 強 度 化 の 動 向

原子力発電所施設における鉄筋コンクリート ( 以下、 R C と呼ぶ )

構造物はその機能的、社会的性格から非常に厳しい耐震安全性が要

求されているため、その構造設計において鉄筋量は増大し、配筋は

超過密となり、機器 ・配管等に干渉するなどの施工上の問題点をか

かえている 。

某原子力発電所の建設に際し、設計の合理化、建設工期の短縮、

品質管理の合理化等を推進し、建設費の低減をはかるため、鉄筋に

おいて太径化、高強度化の検討を実施した 。 その結果、 S 0100- 0  

32が最も経済的でh工期短縮になるとの結論に至 ったが、現状の許認

可の容易性を加味して、上位にランク付けされた 中で、 S 050- 0  

51を取り上げた 。その開発研究を約 2 年問実施し、建築基準法第38

条の個別認定を取得し、本工事に大量の S 050- 0 51を使用し、所

期の目的が達成された 。

一方、 1975年頃から各建設会社は超高層 R C構造物の技術開発を

競 って推進し、 1990年には40階の超高層 R C建築物が建設されるま

でに至 った。 しかし、その構造設計において鉄筋は S 040- 0 41で

超過密配筋とな っており、これ以上の超高層 R C建築物の建設には

S  050以上の高強度鉄筋が必要であるとの強い開発要望があり、

050を使用した高層 R C建築物の個別評定・認定が申請される情勢

にな ってきている 。

この ように大型構造物、超高層 R C建築物の建設には材料の高強

度化、それを使用した設計法 、さらには建築基準法の整備がなけれ

ば実現が不可能に近いことが明らかとなり、国家的な対応、が必要と

なってきた 。

この よ うな動向に対して、建設省は昭和63年度より 5 ヵ年計画で

「鉄筋コ ンクリート造建築物の超軽量 ・超高層化技術の開発」の総

合技術開発プロジェクト ( 以下、ニュー R C総プロという ) に取り

組むこととなり、従来の R C とは異なる、新しい R C 技術の確立に

向けて、新しい総プロを 出発させた 。その終了は、 1993年 3 月であ

る。
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図- 2 異形鉄筋および高強度異形鉄筋の歴史と将来

3  . ニュー R C用 高 強 度 鉄 筋

3  .  1  5  D  50 S  050はすでに 1964年に J 1  S  G  3112に制定され、

その化学成分や機械的性質等については規定されている 。 しかし、

R C規準では試験の域を出ていないとして使用基準が定められてい

ないため、 S 0 50は特認対象の材料となっており、実際にはほとん

ど使用されていない。

しかしながら S 050の製造および利用について、現状ではかなり

の研究成果が蓄積されており、 S 040級までの鉄筋の取り扱いの延

長線上で考えることができるなど、 S 050の実用化の可能性の目途

は十分にたっていると言えよう 。

3 . 2  5 D7 0  S 0 7 0は従来の低強度の鉄筋と同様に、明確な降

伏棚を十分に有し、その設計法、施工法が従来技術の延長で使用で

きる鉄筋として ニュー R C総プロで開発中であり、そ の要求性能の

目安は以下に示す通りである 。

イ) 降伏点が明確で、十分な降伏棚を有すること 。

ロ) 降伏点強度 ( σy ) が規格降伏点強度 ( σ oy ) の1. 0 - 1. 1以内で

あり、降伏歪 ( ε y ) の 4 倍の歪 ( 4ε y ) 時の強度も規格降伏点強

度の 1. 0- 1 .1以内であるこ と。

ハ ) 引張強度時の歪 ( ε top) が 5 % 以上であること 。

ニ) 破断時の歪が10- 15%程度以上あること 。

3 . 3  5 Dl 0 0  S 0 1 0 0は降伏棚を有しない鉄筋で、塑性変形能

力、曲げ加工能力が小さいため、使用部位の限定、厳しい施工仕様

等の規定が設けられる 可能性が高い。開発目標としてのその要求性

能の目安は次の通りである 。

イ) 0. 1%または0 .2 %オフセ ッ ト強度 ( 耐力 ) が規格値以上である

こと 。

ロ) 降伏点 ( 0. 1または0. 2% 耐力 ) 比が0 .85以下であること 。

ハ ) 引張強度時の歪 ( εt op) が 3 % 以上あること 。

ニ ) 破断時の歪 ( ε b) が 5 - 8 %程度以上あること 。

4  . 高 強 度 鉄 筋 の 特 長

高強度鉄筋の使用は鉄筋重量減および、鉄筋本数減をもたらし、そ

のメ リッ トは設計面、施工面において非常に大きい 。

〔設計面のメリ ッ ト〕

・配筋設計の合理化が可能。

. コストダウン 。

・構造物の軽量化と地震入力 の減少。

. 超高層 R C建築物への適用。

・柱断面の統ーが可能。

〔施工面のメリ ッ ト〕

・配筋施工の容易性。

・施工手聞の減少 ( 組み立ての省力化)。

. 工期短縮。

・コンクリート打設の容易性。

5  . 結び

ニュー R C用高強度鉄筋は、高品質であることが要求されている 。

これは、今まで以上に設計の精皮肉上 ( 所要強度での鉄筋の確実な

降伏 ) および施工の確実性 ( 高強度ほど加工・洛接等による感受性

が強くなることによる対応 ) が要求されるためである 。

S  050の製造技術は確立されているが、 S 070、S 0 100の製造技

術については今後 2 年間で確実なものとなっていくであろう 。

( ながい よしのり 妹式会社神戸製鋼所スラグ建材苦11技術集室長 )
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80kgf /mm
2

級高強度せん

断 補 強 筋 ( K5580)

清 水 秀 夫

1. はじめに

高層 RC 織造における柱 ・梁は、大きな応力に対してコ ンク リー

ト強度を高めることなどにより断面寸法が過度に大きくならないよ

うにしているが、過密配筋の傾向があり、コンクリートのまわりが

悪くなるという 問題がある 。

80kgf! mm' 級高強度せん 断補強筋K SS80は、こうした 過密配筋 問

題を解決するのに有効でいあることに着 目した 3社 〈側神戸製鋼所、

住友金属工業側お よび住友電気工業附 〉で共同開発された製品であ

る。

すですこ P C鋼棒を使 った130kgf / mm' 級高強度せん断補強筋は実用化

されているが、コ ンク リー ト強度とのバランスが良〈、加工性、溶

接性、経済性をも兼ね備えたものとして、 80kgf ! mm' 級を開発目標 と

した。 この強度レベルは、量産可能な溶接方法での最高強度である 。

製造法、加工法、溶接法については 3 社がそれぞれ別個に技術確

立し、構造実験等の研究は 3社共同て' 行った。

共同研究は 、10余名の学識経験者とメーカー 3 社からなる「高強

度せん断補強筋研究委員会 (略称K S S委員会) J を( 初建築研究振興協

会に設置して行った。

研究は、 80kgf/ mm' 級を 主体に、 30- 130kgf ! mm' の強度レベルにつ

いても行い、せん断補強筋の強度が昔日材の強度や靭性に与える 影響i

を把握できるようにした。百数十体に及ぶ梁 ・柱の実験、分析検討、

実用的評価式の検討を行い、設計施工指針を作成し、日本建築セ ン

ターの一般評定を取得した。現在さ らに建設大臣認定取得のため、

工事実績 を重ねているとこ ろである。

ここに紹介する高強度せん断補強筋の基本仕様 (機械的性質、寸

法系列等) および設計式は、 3社共通のものとな っている 。

2  . 製品概要

2.  1  3 社の製品比較 3社の製品比較を 表一 1 に示す。

① 化学成分については、溶接閉鎖形を可能とするため、炭素量、

溶接に有害な不純物元素 (P ，S ) 、C uおよび炭素当量について共通規

定とし、その他の元素は各社が独自に定めている 。

② K S S80には、異形と丸棒がある 。

2.  2  普通鉄筋との製品イ士機比較 普通鉄筋との製品仕様比較

を表- 2 に示す。

① 80kgf ! mm' 級せん断補強筋府の鏑俸は該当 する JI S 規格がないの

で、独自の規定を設け、研究委貝会の略称に因んで、 KS S 80 と呼ん

でいる 。

②強度レベルは、 PC鋼 棒の]I S規定に近似しているが、せ ん断

補強筋の場合は曲げ加工が必要なため、母材の伸びを P C鋼 棒の 5

%に対し、 8 %としている 。

③ 寸法系列 については、鉄筋コ ンク リート用棒鋼 (普通鉄筋) の

系列 となっている。

④ RC部材断面の納まりや、せん断補強筋の効き を良く するため

には、 曲げ内径はできるだけ小 さいことが望ましい。最大内径で比

較すると、普通鉄筋のD1 6 X 3 = 48mmに対して大差の ないよ う、

K SS 80はDl 3 X 4  = 52mmとしている 。

⑤ 溶接が可能であるということが、 K S S 80の最大の特長である 。

だだ し、工場で安定した条件で溶接される場合においてのみ可能で

あり、その方法としてはアプセ ットパッ ト溶接またはフラ ッシュ

パット溶接がある 。現場でのガス圧接、 アーク溶接 ( 突き合わせ、

フレア一等) は、母材強度 をf確保する 溶接方法が確立されていない

ため適用できない。 また、 K SS80は熱処理材である ので、 現場でガ

スバーナーや溶接火花に 当たって材質変化すること がないよう注意

が必要である 。

表一 1 高強度せん断補強筋 3 社の製品比較

Mn  ， Si  ， Ni  ， Cr  ， Mo ， V  

( 注) 炭素当 量 CV ; "+  ::-: +  '，::' +一一+..: - +

6  ' 24 '  40 '  5  '  4  '  14 
表 - 2  せん断補強筋の製品イ士機比較

会 ヰ土 名 神 戸製鋼 住友金属 住 友 電 工

商 n口n  名 デーフープ ストロ ングフープ スミフープ

スノマイラ J レ
。 。

て二二
デーフープ

普 通 鉄 筋 ストロ ングフープ

スミフープ

加工形状 溶接閉鎖形
。 。 。 。 5030 

規 格 記 号 K5580 

7  ' 1 ク 付
。 。 。 A  B  

鋼 俸 の 種 類 凸巣形棒 A 種 凹異形棒 B種 ヨ ｌ 棒 ｃｾ 重 凹異形彬 D種

( イン デント ) ( インデント)

機 降 伏
市

kgf/固
30以上 30- 40  

80以上

械的
引 張 強 さ kgf/ .. 

45- 61 I  45以上
95以上

性
ゃれ ぴ( 母 材) %  

16以上
8以上

表 扇 形 状

医交交ヨ
[ '? 0  0  o  Ｓ Ｑ Ｒ 三三 ｾ

製 造 方 法 熱閲兵形圧 延 熱 IUj 圧 延

熱 | 問 圧 延

冷 IHJ f 4形加 工

質 伸 び ( 溶接 部) %  5以上

010 
o  6  

寸 法 系 列 013 

0 8  

0 10  

016  
013 

C  0，30%以下
曲 げ 内 径 3 d以上 4 d以上

p  ， s  ， Cu  P  (0，030%以下) 5  (0. 025%以下) Cu  (0. 10%以下)

化学成分

曲げ加工 135'7 17の最長 6 d以上 8 d以上

現場での曲げ加工 容易 可

その他元素 各社により異なる

炭 紫 当 量 0，80%以下

溶 接 性

工 場 溶 接 可 可

現 場 溶 接 可 不可

42 建築 と社会/ 1蜘 年 8 月号



3  . 設計式

表- 3 に、普通鉄筋 (現行のR C規準による ) と KS S80の設計式を

比較対照して示した。

袋一 3 せん断補強筋の設計式の比較

デーフープ

普通鉄筋 5030 ストロングフープ K5580 

スミフープ

梁

QAL = bj { af，+ 0. 5吋 (ρω- 0∞斗

長

柱

期
QAL = bj α1.  

wl ， = 20∞kgf! cm'  

t w =0. 2 %- 1. 2 % 

梁 梁

ｾａ ｳ］ ｢ ｪ ｻ 山 Ｐ Ｎ Ｕｷｬ ，Ｈ ρ ωＭ Ｐ ∞ Ｒ Ｉｽ QAs =bj {ψ +0.5吋 (ρw - O∞l) }

短

柱 柱

期
QAS =めい+0.5吋 (ρω- 0.002) QAs =bj {μ 0. 5wl ，(ρω 。∞

wl， =3000kgf/cm'  山 1，= 6000kgf !cm'  

ρ 叩 =0.2%ー1. 2 % ρw  = 0.2% - 0.6%  

t f o Mo m H 80)  

梁、柱共通

SU=¥ M/ Q. d+ 0.12  
Qs u=bj ，ρωσwy  

+ 27 ; P; ; ; 石) め

+ K ，(1- K ，) b DνFc  

QBU= j l 7:.r ゆ+J( ，(l - K 3) b DνFc

柱
QsuとQBUのうち小さい方を採る。

終
c QsU=B Qs u+O.l σobj  

局
σω' y=30∞kgf !cm'  σ叩 y = 8000 kg  f! cm ， ただし

25Fc をこえるときは 25Fc とする。

ρ w= 0 . 2 %- 1. 2 % ρwσ仰 が νFと/2をこえるときは、

ρωσ山 y= νFc/2とする。

σ。= O- O.4 Fc

ν =07(0.7一歳 )

3.  1  長期許容せん断力 長期については普通鉄筋と同じ設計

式である 。許容応力度ωift も同じである 。長期荷重下においては、低

応力度の領域で使用されるので、せん断補強筋の強度を高くしても

普通鉄筋の補強効果と同じであると考えられるからである 。

3.  2  短期許容せん断力 KS S80の短期は普通鉄筋の短期許容

せん断力式の第 2 項の (ρ ω-0. 002) を (ρ w- 0. 001) としたもので

ある 。許容応力度ωift は普通鉄筋の3000kgf/ cげに対して 2 倍の6000

kgf/αげとな っている 。せん断補強筋比pω の上限は普通鉄筋のl. 2 %

に対して0. 6% となっている 。これらの式により、設計上、次のよう

なことカず言える 。

① KSS80は、普通鉄筋の半分で同じ補強効果を発揮する 。

② 降伏強度8000kgf /cm' の材料を、短期ωift =  6000kgf /  cm' として使

うということは、その強度をある程度有効に生かしながら、降伏強

度や引張強度にかなり余裕を残しているため、コ ンファイ ン ド効果

や級性に対する余力も期待できる。

③ ρ ωの上限を 0. 6% とすることにより、せん断補強筋の寄与する

項の上限値を普通鉄筋の場合の上限値に合わせており、 従来のR C

構造設計体系でのコ ンクリ ー トと鉄筋の分担割合のバランスをくず

すことのないよう配慮されている 。

KS S80の場合 ・0. 5 X  6000kgf/cm
t  

X  (0. 006- 0. 001)  =  15kgf/cm' 

普通鉄筋の場合 0. 5  X  3000kgf/  cm'  X  (  0. 012 - 0. 002) =  15kgf /  cm'  

3.  3  終局せん断耐力 終局せん断耐力は、いわゆるせん断破

壊に対する耐力 Qsu と、付着釦l裂破壊に対する耐カ QBUのうち、 小

なる方を採って終局せん断耐力 とすることにしている 。

Qsu は、 1988年、日本建築学会から発刊された 「鉄筋コンク リー

ト造建物の終局強度型耐震設計指針 (案) ・同解説」に示されている

せん断耐力式からと ったもので、原式は次のようにな っている 。

v" 二 bj /ρ ωσ山! ycotφ + t an8 (l 一β ) b Dνσ 8/2  

第 l 項がトラ ス機

構による負担せん

断力 を表し、第 2

項はアーチ機械に

よる負担せん断力

を表している 。向

指針 ( 案) では、

降伏ヒ ンジ を計画

する場合にトラス

角 度 φ とコ ンク

リート圧縮強度有

効係数 ν を変化さ

せるようにな って

おり、この手法を

A 、師

、，

g  

s車

40 

D'K 20 

み O  町 3川∞脚Dト0- 5叩∞似阿gf

，うグ/ 。σ晶，吋' 戸=10.0∞00ト- 1日3.0∞脚∞0臥kg副f 朋肘

， 

ｾ Ｎ＠ ・8.000kgf(<肘級高強度せん断補強筋 {梁 )

・8.  OOOkg f/mi 級高強度せん断補強筋 [住 )

20 40 

計算値 Q“ ( t )  

Q，，= bj ' p. σ町 + K，(l - K，)bDνFc  

図一 1 せん断破犠する場合

利用 して KS S80では、部材の保証変形に対応する降伏ヒ ンジ領域の

回転角 R戸= 0. 02とした場合に得られる c ot.p=  l. 0、ν = 0. 7ν。を原式

に代入したものを Qsu 式としている 。せん断破壊した梁および柱の

実験値と Qsu計算値との対応、は 図一1 に示すとおりで、全範囲にわ

たって均等かつ大きな安全率を有していることが分かる 。

QBUは、 Qsu式の基であるトラス 、アーチ理論において、 トラス

機構が成立するための第三番目の力のチ ェック( 第一番目はせん 断

補強筋の降伏強度、第二番目はコ ンク リートの斜め圧縮束で、いず

れも Qsu式でh チェ ックしている) として、主筋方向カが、コンク リー

トの付着割裂強度

にな ったとしたと

。

きのせん断耐力を

意味している 。主
40 

(  

筋のか ｊｾ りコ ンク )  “  

リートの付着割裂

"  
によ って破壊した

梁の笑験イ直と QBU

tE6事42 20 

計算値の対応は 図

- 2 に示すとおり

で、これも良い相

関関係と十分な安

4  40 

Q. ， ( t )  

全率を有している
ω8..=j ，n 'i. φ+ K，(l - K，)bI J l l Fc 

ことが分かる 。 図ー 2 付着釦l裂破獲する 場合

以上、 Qsu およびQBU両式の小なる方によ って算定される終局せ

ん断耐力は、

① すべてのせん断破壊モードや級性確保に対して考慮されており、

② コンクリートとせん断補強筋の強度が変わ っても、延長して適

用可能な理論評価式であり、

③ さまざまな条件下で均一な安全率を有する耐力である 。

4  . おわりに

ここに紹介した高強度せん断補強筋KSS80の詳細は、設計施工指

針にまとめられており、実験報告についても 1988年および1989年の

日本建築学会大会学術講演梗概集等に発表されている 。

近〈、建設大臣認定を申請予定しており、中高層 R C建築物、さら

には建設省総フ。ロて胡研究開発 中のNe w RC等の超高層 R C建築物の

せん断補強筋として、高強度コ ンク リートと併せ使用することで一

層効果が発揮されるものと期待している 。今後、これらの分野へ広

〈普及していくことを願うものである 。

( しみず ひでお 住友金属工業株式会社建設技術部担当課長)
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鉄骨

建築構造用 T MC P

厚 鋼 板

岡 松 真 之

1  . 開発の経緯

都心におけ るオフィスビルの需要地とビルのインテ リジェント 化

などにより、フレキシブルな 室 内空間が要求されるようになり、建

築物は高層化 、大 スパン化の傾向にある 。建築計画面での このよう

な動きは、構造音[ ) 材である鋼材のサイ ズについて 、従来にない厚い

板厚、高い強度、そして優れた耐震性と溶接性を要求している 。

しかし、従来の高張力鋼は 、板厚が厚くなると、強度を確保する

ため炭素当量がある程度高くならざるを得ず、この結果、溶接性が

損なわれるという問題があるため強度を高くできず 、建築基準法で

は厚さが40mmを超える厚鋼板の設計基準強度を 40mm以下のそれに比

較して低減させており、厚鋼板を使用する場合のデメリ y トとな っ

ていた 。

このような 問題に対し て開発された鋼板が『建築構造用 T M C P

鋼 板』 である 。建 築構造用 T MC P鋼板は、 従来の鋼材 の問題点 で

あ った 『極厚高張力鋼= 高い炭素当量 = 溶接性が惑い』 とい った問

題を解決した画期的な鋼板である 。

2 目 建 築 構 造 用 T M C P鋼 板

本鋼板は、製鋼段階で目標仕様に適合した厳密な成分調整を行う

とともに、圧延段階では加熱 ・圧 延 ・冷却の各工程に おける温度、

圧下 、冷却速度等をコンピューターで厳密に制御し、結晶粒の粒径

・組織・析出物の最適化を図る水冷型熱加工制御法 ( 水冷型T MC P

;  T h e r mo  Me c ha ni ca l  Cont r ol  Pr oc es s ) を駆使する こと により製造

が可能となった 。

図- 1 に、 T M C P で製造された鋼板の炭素当量と引張強さの関

係を示した 。 T M C P

鋼の最大の特徴は、低

い炭素当量でも従来鋼

に対して高い強度を持

つことである 。 この結

果、 T M C P で製造さ

アズ 0 - ) レ( 圧延の日空冷) | れた厚鋼板は、極厚板

。20 0.30 0.40 0.50 においても高い 強度と

炭素当量( %) 優れた溶接性を保有す

70 

'i 60 

、、

恥

6 5 0  

伏J

霊40

"" 

図- 1 炭素当量と引張強さの関係

本鋼材は 、以下 め ような特徴 を有する 。

① 板厚40mm超え 100mm以下の極厚板においても、建築基準法で定

める設計基準強度の低減が不要で・あ る。

すでに鉄鋼メーカー 5 社で建築構造用 T MC P 鋼板が商品化され、

る。

建設大臣による材料の一般認定を取得している。
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② 従来の厚鋼板に対して、溶接性が格段に優れている 。 つまり、

炭素当量および溶接割れ感受性組成が低いため 、予熱 ・線状加熱等

の規制緩和が可能である 。

③ 建築物の耐震設計上重視されている降伏比( 降伏点/ 引張強さ )

は、 8 0 %以下を保証している 。

3  . 建 築 権 造 用 T M C P鋼 板 の 規 格 と 認 定 内 容

建築構造用 T M C P鋼板の規格の特徴は、 J 1  S  G  3 106の規定

に加え、炭素当量または溶接感受性組成 を規定した こと、降伏点 は

板厚による降伏点の低減をせずに 一本化しており、耐長設計上重視

されている降伏比 を8 0 %以下と規定したことである 。表 - 1 に化学

成分、 表- 2 に機械的性質規格値を示す。

本鋼板は、母材および浴接音[ ) の設計基準強度 ( F値 ) に関する建

設大臣の認定をうけており、ネ反厚が4 0mmを超え 100mm以下にお いて

も、強度の低減が不安である 。表 - 3 に従来鋼および本鋼板の設計

基準強度の 比較を示した 。建物の構造形式や規模、柱に使用する場

合には附性の問題があり 一概には言えないが 、従来鋼に対して、 6

- 10 %の鋼材量の 削減メリ ッ トが期待できる 。

表- 1 建築構造用 T M C P鋼板の化学成分規格値

化 学 成 分 %
炭素当量

i喜接割lれ

種類の記号 厚 さ

%  

感受性組成

C  I  S i  I  Mn  I  P  I  S  
%  

厚さ 50mm以下 0. 18以下
0 .55 1. 60 0 .035 0. 035 

0 .38以下 0.24以下

BT - H T33 -ーーーー・・・・ーーーー

l写さ 50mm超 0. 20以下
以下 以下 以下 以下

0 .40以下 0 .26以下

l写さ 50mm以下
0. 55 1. 60 0 .035 0. 035 

0 . 40以下 0. 26以下

B T- HT 36  0 .20以 F

厚き 50mm超
以下 以下 以下 以下

0. 42以下 0 .27以下

備考 j長紫当量( %) = c +  Mn/6+Si /24 +  Ni /40+Cr / 5+ Mo/4+  V  / 14 

1喜按期lれ感受性組成( %) =C+Si /30+Mn/20+Cu/20+ Ni/60+Cr/20+ Mo/ 15 +  

V / IO+ 5B 

・経類の記号で B T  - H  T 33、36は新日織の認定名林の例。認定名称は製造各社により異

なる 。表 - 2 - 表 - 4 も同じ 。

表- 2 建築構造用 T M C P鋼板の機械的性質規格値

種類の記号

降tk点または届す力 引策強さ 降伏比 イ申 び

( kgf / mm') ( kgf/ mm') %  試 験 片 %  

B T- H T33 33以上 50- 62 孟 80

厚さ 50mm以下 1  A 号 21以上

厚き 40mm超 4 号 23以上

B T- HT 36 36以上 53- 65 Z五80

厚さ 50mm以下 1  A 号 19以 上

厚さ 40mm超 4 号 21以上

司
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表- 3 建築精進用 T M C P鋼板の設計基準強度

鋼 干量

中反 厚

50キ ロ 鋼 53キ ロ 鋼

従 来 錫 T M C P鋼 従 来 鋼 T M C P鋼 |

( S  M5 0)  B T- HT 33 ( S  M5 3)  BT - H T36 

設 計 基 準 強 度
40mm以下 33 

-------

36 

-------
Ff 直

40mm越、 100mm以下 30 33 34  36 

従来鋼 . 建築基単法の規定値 ( 昭和55年建設省告示第 1794号)

T MC P鋼 ' 建築構造用 T MC P鋼材 ( B T - HT 33、36) の認定値 {撞股省東住指尭郷 133サ)

表- 4 建築構造用 T M C P鋼板の母材試験結果( 例) (新日銀のBT'H丁目、36の例)

方 降伏点または ヲ|張強さ 降伏比 イ申ぴ 絞り
衝 撃 試 験 結 栄

鋼 般 吸 収 エ ネ ル ギー

向 極付J ( kgf / mm' )  ( kgf / mm冨)
%  %  %  (  O. C 、kgf . m )  

L  37 .9  52. 6 72 35 29. 4 

BT - H T33 

C  37. 9 52. 8 72 36 29. 4 

( t =80)  

Z  36. 2 52. 1  69 29 74 

L  40. 8 55. 1  74 35 28 .9  

BT - HT 36 

C  41. 8  56. 8 74 33 29 .4  

( t =70)  

Z  41. 8  55. 4 73 24 73 

方向 L  圧延方向 C ・圧延 と也角万向 Z  厳厚方向



試験片

試験片寸法 ゲージ 荷 量 応 力

.' 政断伸び

板 厚 板 幅 長 ド降伏点引張強さ . ' 降伏点引張強さ 破断位置E
一機伸び

符 号

(mm)  1  ( mm)  (mm)  ( t onf) 1  ( t onf) ( t onf) 1  ( t onf) 
( %)  

( %)  

T  1  39. 6 100 . 1  270 132 216 33 .3  54. 5 母材 ( S M5 0 A )  10. 6 18 .6  

T 2  40 .1  100. 1 270 131  215 32. 6 53. 6 母材 ( S M5 0 A ) 16. 8 26. 5 

中央 ( D母ep材0， 

T 3  50 .2  100. 3 200 178 270 35. 4 53. 6 H  A  Z，W Hl  14. 2 29 . 1  

( B T- HT 3 6)  

溶接継手引張試験結果 (新日織のBT- HT36の例)表- 5

δo  
/ ' 従来型 H  T50 

Ceq =0. 36- 0. 42% 

ｾ一一一一

200 

割

才1

防

止

予

熱 l∞
;且

度

(" C)  

ダイアフラム栓ー梁方向平i骨引張試験片T 2

/  SM50A 

斜 線 部 削 除

日T - HT36  

一 一 一 「 →

ー
- - 4  

SM50A 

各ゲージにおける 0. 2%耐力

荷重一{ 申ぴ曲線より求めた一機伸び

ホ l

取 2
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ボックス柱柱・梁接合部の設計例

〈鉄骨工事概要〉

鋼材量一一 2 万15∞t ( このうち T M C P鋼は

700t 、新日織の T M C P鋼)

使用鋼材- S M53B (板厚50聞を超えるものは

T MC P鋼)、S M5 0 A 、S M4 1 A 

図 - 3

建築用 T M C P鋼板使用例( 新川崎三井ビル) 3 )  図- 4

継手強度は実用上何ら問題ないことが確認された 。

最 近の高層建築には、本鋼材が柱材として積極的に使用されてき

ており、すでに多数の実績がある 。 図 - 4 に 本 鋼 材 が 採 用 さ れ た 代

表的な例として、新川崎三井ビルの概要と T M C P 鋼の使用部位を

示 し た 。 この例では 、構造上最も重要な箇所である低層 コア部分の

ボ ッ クス柱材として本鋼材が使用されている 。

建 築 構 造 用 T M C P鋼板は、建築構造用専用に規格化( 認定) さ

れたものであり、初めて建築締造用として必要な性能を規定した鋼

材という意味で画期的な鋼材である 。今 後 、 高 層 建 築 用 鋼 材 の 主 流

となっていくことが期待され、また今後の建築構造専用の鋼材の開

発、規格化に ｾｾｩ みをつけるものと思われる 。

5  ，建 築 構 造 用 T M C P鋼 板 の 使 用 例

参 考 文 献

1  ) 真喜志 卓ほか γ 超高層用極厚材として脚光を浴ぴる T MC P鋼町全貌¥鉄栴技術、

1988，12  

2  ) 中道高之、侮回幹夫、真喜志 信ほか γ 極厚 T MC P鏑 ( S M50 目、 T = 80mm) の

鉄骨柱への適用に| 刻する研究 ( その 1 ーその 2 ，. '，日本建築学会学術講簡便概集、 1988，

10 

3  ) 計良光一日11: ' . TMC P鋼¥建築技術、 1989，4

( おかまつ まさゆき 新日本製織株式会社挫材開発技術部専門部長)
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母 材 特 性 お よ び 溶 接 性 表- 4 に、本鋼材の母材の機械試

験結果を示す。 ど の方 向 に つ い て も 所 定 の 強 度 を 有 し 、 ま た 、 優 れ

た降伏比 、伸び性能を持つ。 J 1  S で規定されている斜め Y 形 溶 接

割れ試験による板厚と割れ防止予熱温度の関係を 図- 2 に示す。実

用上は、この試験による温度より 5 0' C - 7 0 ' C低い温度で予熱管理を

行えば良いと言われており、本鋼材の場合は予熱混度の規制緩和も

可能と思われる 。

4 . 2  溶 接 継 手 特 性 本鋼材が使用されている代表的部位は 、図

- 3 に示したような 、高層建築のボックス柱のスキンプレートであ

る。これら溶接昔1¥の継手の強度、靭性、熱影響音1¥の最高硬さ、およ

び T M C P 鋼の問題点とされる大入熱溶接部の軟化等については、

数多くの試験によりその性能が確認されている 。試験結果の一例と

して 、ボ ックス柱のダイヤフラ ム の 溶 接 に 、 大 入 熱 溶 接のエレク ト

ロスラグ溶接を使用して製作した柱梁接合苦1¥( 図- 3 ) から 切 り 出

した、溶接継手についての試験結果を 表 - 5 に示した 。 T M C P に

より製造された鋼材は、溶接H寺の加熱により熱影響音1¥( H  A  Z ) の

結晶粒が粗大化し、軟化がある程度生じるが、引張試験の結果では、

4  ， 母 材 お よ び 溶 接 継 手 の 強 度 特 性

4 .  1  
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図- 2 外チューブ構造架構概要および試験体モデル化部位

4 6  建 築 と社会/ ゆ90判 月 号

1  . はじめに

建築物の高層化、大スパン化が構造材料、とりわけ、建築鉄骨の

高強度化を促進することは、ごく自然の成りゆきであろう 。すでに

プラント、土木構造、海洋構造などの分野においては、構造物の規

模、要求性能に応じて多くの使用実績がある。しかしながら、建築

分野では周知のごとく溶接構造用鋼材としては、 S M5 3を超える鋼

材の一般的な使用は建築法規上認められていない。

昭和56年の建築基準法施行令改正において、このよ うな高張力鋼

材の使用が認められなかった理由の一つに、高強度鋼材の降伏点と

引張り強さの比すなわち降伏比が高かったことにあると 言われてい

る。 わが国の耐震設計の規範として、非弾性域の変形性能を確保す

ることが第一義に重要視され、これにおよぽす降伏比の影響が大き

いことによるからである 。 しかし、その後の鉄鋼メーカーにおける

圧延技術の改良などによって、従来より降伏比の低い高張力鋼が商

品化されつつある 。 このような、降伏比の低減を主とした鋼材の改

良を踏まえて、当面60キロ鋼までの一般使用を図るべく大規模な研

究が行われており 1) 、近い将来この成果を取り入れて、建築構造用鋼

材の J 1  S が制定される見込みである 。一方で、は、建設大臣特認を

取ることによって、高層鉄骨建築に 60キロ鋼を使用する試みも増加

しており、今後もこの傾向はますます増大するものと思われる 。

以上のような背景のもとで、このほど鉄骨鉄筋 コンクリー卜 (以

下S R Cと呼ぶ) 構造としてはわが国で初めて、 60キロ鋼を適用した

高層建築に、日本建築センターの構造評定を取得することができた

ので、構造設計上の問題点や、これを解決するための構造実験、お

よび得られた成果などを紹介する 。

2. 建 築 物 の 概 要

2 .  1  計画

プロジェクト名 rK US AT S U WE S T ときめきの街」の建設地は、

滋賀県草津市、東海道線草津駅の西口にあり、この地域の整備事業

の中心的役割l を果たすものである 。川崎製鉄と 川鉄商事の共同企業

体が施主となり、高層棟の設計は清水建設が行い、清水建設 ・|湖組

共同企業体が施工している 。敷地内の計画は写真一 1 に示す完成予

351模型にみられるように、複合用途の高層棟と、低層のホテル棟か

ら構成され、両棟は 2 階の渡り廊下でつながれて、中央に共通のプ

ラザが配置されている 。地下 1 階、地上25階の高層棟の用途は、 l  

階から 5 階までは銀行、庖舗、スポーツクラブなどであり、 6 階か

ら23階は共同住宅、 24、25階はレストランに供用される 。

今 回、構造評定の対象とな った高層棟は、軒高86. 3m、最高音11高

さ94. 15mである 。 その平面形は各階同一 で、 図一 1 に示すように

1 辺の長さ 28mの正方形で、隅角部が欠けた形状とな っている 。|渚

高は住戸階で2.9- 3. 1 m、レ ストラン階4. 35m、庖舗階で4.2- 4. 5

m である 。

2 . 2 構造

本建物は、基準スパン3.0 mの鉄筋コ ンク リー ト造 (以下R C造)、

一部S R C造ラ ーメンの外周架構と内周架構で構成 される ダブルチ

ューブ構造であり、コア部は自重のみを支える鉄骨造としている 。

外周架椛は 1辺が 8 スパン、各コーナーの隅切り部が 1 スパン 、内

周架構は 1 辺が 4 スパンであ る。平面形状はほぼ完全な 2 ｾｱｨ 対称形

で偏心のない架橋とな っている 。建築計画上、 1階 - 5 階は階高が

高〈、また地上 1 階か ら2 階までは、 外周架構の柱が 1 本おきに抜

けている 。 このため、地下 l 階から 6 階床までを SR C造 とし、柱を

抜いた 1 、 2 階の外周架構のSR C造柱に、 60キロ鋼 (S M5 8 Q相 当)



を用いた。

用いた低降伏比60キロ鋼( 降伏比孟0.8) の使用総重量は約100 ト

ンで、 700x  250 x  19  x  32mmの溶接組み立て H 形鋼である 。 なお、

SRC梁にはSM50A鍋を用い 、柱 ・梁接合音11では柱貫通形式を採用

している 。図- 2 に外チュープ架構の構造概要を示した 。

3.  60キロ鍋適用上の問題点と精造設計法

3 .  1  問題点

高張力鋼のSRC構造への適用に関する組織立 った研究は、昭和59

年から約 3 年間、( 財) 鋼材倶楽部の研究委員会で実施された九巾

l時、降伏比を下げた高張力鋼はまだ開発されていなかったので、 60

キロ以上の鋼材の降伏比は0.90以上あり、鉄骨造の主要構造材に用

いることは困難とされた。 しかし、SRC構造に適用することを前提

とすれば、高降伏比であることの欠点を克服できるものとの見通し

のもとに研究が行われた。すなわち 、降伏比が高いことに起因して

鉄骨の塑性変形能力が低下する原因、たとえば、圧縮材の局部座屈、

および切 り欠き部( 断面が急変する部分) を持つ引張り部材の低級

性破壊を、それぞれコンク リー トの拘束と鉄筋の補強効果で補 って

いこうという考え方である [ 問題点 1 ] 。

加えて 、 もう一つの大きな疑問点は、従来から設計に用いられて

きた累加強度式の有効性である 。 これは、高張力鋼の降伏時のひず

みが大きくなるため、鉄骨部分が十分耐力を発揮しないうちに鉄筋

コンク リー卜部分の耐力が低下して、両者の協力が不十分になるこ

とが推察されるためである [ 問題点 2 ] 。

上記委員会にお いて、多くの笑験および解析が実施 された結果、

問題点 l については、 非常に広範囲な要因を含む課題であるため、

具体的な設計指針にまで至っていないが、問題点 2 に関しては、 60

キロ鋼に限って結論が導かれており、設計に現行SRC規準を修正し

て用いる場合の基本的な考え方が示されている 。

3 . 2  構造設計法

上記の研究成果報告岱に基つ' き、以下のような設計の基本指針を

設定し、建築学会のSRC構造設計規準に沿って短期許容耐力、なら

びに保有耐力の算定を笑施した。

a )  60キロ鋼のF 値を 4. lt f/ cm' とする 。

b ) 曲げ耐力については、 一般化累加強度式を適用する 。

c ) せん断耐カは、鉄筋コ ンク リート部に1平定される耐力の90%を

鉄骨のせん断耐力の算定値に加算して求める 。

しかしながら、 60キロ鋼による SRC構造に対する上記設計指針

は、法規上認められたものではなく、また、研究に用いられた鋼材

は今回使用するものに 比べて降伏比の高いものである。さらに、前

記問題点 1 については、本設計では低降伏比鋼を用いるということ

から、耐震設計上必要な塑性変形能力は確保されるものとしている。

このような設計上の前提に対して、実際に設計された部材のモデル

を用いた構造実験を行うことにより、耐力算定法と塑性変形能力に

関してその妥当性を検証した。

4. 構 造 実 験

以下に 60キロ鋼に関連した、柱および柱 ・梁接合部の実験につい

て、その方法と得られた結果の概要を述べる。

4 .  1  試験体および実験方法

図 - 2にモテワレイじ した部材の位置を点線で示したが、柱試験体 に

ついては、変動制lカ を受ける 外柱のうち、世lげ降伏が考えられる 1

階、およびせ ん断降伏の可能性が予想される 2 階の柱各 1 体、さら

に、 一定軸カを受ける内柱で同様の降伏状態が予想、される l 、 2 階

試験体名 C 3  (  ) 内寸法、 C 4

梁

Cl  (  ) 内寸法、 C 2

想定箇所

外

C 1  (1階)

柱

C4  (2階)

柱

C 2  (2階)

内

C 3  (1階)

Fc  (kg/cm') 360 360 

1000 

l  1  ｾｕ＠ 235 ?30 235 1501 

1  I  l ---r-n 

1000 

1150 235 230.  235 1501 

1  I  I  l-----n 

1000 

l  ｉｾｕ＠ 235 230 235 1501 

ｉ ｉｉｾ＠

形 状

PC鋼樺問貫通孔

断 面

1 335 .1 330 1  335 1  

1  IU日o I  

庄

除

庄

BH  -230 x  80 x  6  x  12  (5M58Q)  

主筋 0 4- 013・8- 010 (5040)  

横補強筋0 6- 75ctc (50 35)  

( A? " 1鉄骨BH-4ωX80X6X12(SM50A)) 

B H- 230x 80X 6X  12 (5 M5 8 Q)  

主筋 0 4- 013・8- 0 10 (50 40)  

徽補強筋0 6- 75ctc (50 35)  

(λ タプ鉄骨BH-4ω X8QX6X 12(S M叩A))

図 - 3

J l  

内 柱 梁 接合部

Gl  

大

2階6mス パ ン 4階

360 360  

ロ

ロ

ロ

戸

鳴ｾ
r  盟七主

ー，ー は、加カ芯位置を示す.

( 柱断面は、 C3. C4 に同じ}

つ 『 習
空|l 国主|

ｾ断 面 Ｈ ｇＲ Ｉ

BH  -300 x  70 x  6  x  9  (5 M5 0 A)  

主筋( 上 下端筋とも ) 4- 010  (5 040)  

横補強筋0 6-50ctc (50 35)  

按 合 部 内 自 Dかおctc (50 35)  

試験体概要

BH  -238 x  70 x  6  x  9  (5 M5 0 A)  

主筋( 上 ・下端筋とも )4- 0 10 (5040)

繍補強筋0 6-50ctc (50 35)  

( A? "1'鉄骨BH-4ω X80X6X 12( SMωA)) 
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表ー 1 材料試験結果

サイ X{副 Y.P.{kg! 回，) r.5. {kg! 凶 日 開

材 料 位 試 験体 (H T-60)

鉄骨

ウェプ 6  48. 2 63. 0 31  

7 ランジ 12  50.6 64 .7  32 

主 筋 0 - 10 42. 8 60. 3  28 

鉄筋 0 - 13  43. 4 60.2 25 

奇1 筋 0 - 6  41.3 51. 6  35 

キオ 料 圧 縮 強 度 {kg/c耐)

コンクリ ー ト 441. 0  

キオ 料 は り試験体 (S M50)

鉄骨

ウェプ 6  35. 1  52. 3 24 

7 ランジ 9  37.8  54. 9 23 

主 筋 0 - 10  42. 8 60. 3 28 

鉄筋

{ TI : 筋 0- 6  41. 3  51. 6  35 

キオ 料 圧 縮 強 度 (kg/耐)

コンクリート 438. 0 

注) Y.P  降伏 δ T. S  引張。強さ EI 仰び
写真 一2 実験状況

の柱それぞれ l 体の計 4体である 。 また、梁は 4 階の短スパン部の

もの、柱 ・梁接合部は、 60キロ鋼の柱と 50キロ鋼の梁が接合される

2 階部分の接合部をそれぞれモデル化 した。

図 - 3 に試験体の形状諸元を示すが、実際の設計の約1 / 3 にモデ

ル化したものである 。 また、 表ー 1 に材料試験から得られた各材料

の機械的性質を示す。

写真一 2 に実験状況を示したが、柱部材に与えた軸力は、内柱試

験体では長期軸力相当の0.2Nuc (Nuc  :  SR C柱の全圧縮耐力) であ

り、外柱試験体では水平カに 比例した O.6Nuc - 0. 7  Nut  (Nut  :  SRC  

柱の全引張り耐力) の範囲の変動荷重である 。柱実験では、上記軸

カ下で繰返し水平せん断力を作用させ、 また、柱・梁接合部につい

ては柱に一定軸力、梁端部には地震力に相当する繰返しせん断力を

載荷し、いずれも崩壊に至らしめた。

4 .2  実験結果

実験結果の一例 として、図- 4 に内柱試験体 (C 3) の水平力 ( Q)

対相対変形角 (R ) の関係を示した。同図中、 Qfuは、一般化累加強

度式による終局 曲げ耐力を示し、 Qsuは建築学会SR C規準による終

局せん断耐力の計算値である 。 さらに参考のために、単純累加強度

式で得られた短期許容曲げ耐力を示す。 同図の内柱試験体では、原

点に対称な紡錘状の安定したループを示し 、破壊は変位振幅の増大

にしたがい、柱頭と柱脚において、斜めひび割れと 曲げひび割れが

進展し、 これらの部分でコンク リートの圧壊が顕著となって、最終

的には、 曲げ引張 り破壊に至った。鉄骨フランジのひずみ測定結果

7510，川

50 

- 50 

- 75 

図- 4 履歴幽線( 試験体C3)
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から 、部材角 R =

O. Ol rad に達する

と降伏し 、試験体

が理論曲げ強度に

達していることが

確認された。 もう

一体の内柱試験体

についてもほぼ同

様な履歴性状が得

られ、各計算耐力

に対する関係も同

様である 。一方、

外柱試験体 2体の

履歴ループは、引

張り取h力下では、コ ンク リー トの貢献が少ないため剛性が低くなっ

て、圧縮軸カ下の挙動と異なり原点に |期して非対称の形状を示すが、

曲げ破壊をし、かつ、各計算耐力に対して安全仮uであ った。

以上のように 、いずれの柱実験においても、破壊モードが曲げ破

壊系であることから、終局耐力の評価 は一般化累加強度理論による

終局雌lげ耐力式、すなわち今回用いた設計式で可能であることが明

らかになった。さらに、各試験休はおよそ R = O.Ol radまでに理論的

な曲げ耐力を発揮し、しかも、このとき鉄骨の歪は降伏歪に達して

いることを確認した。

次に 、柱 ・梁接合部については、接合昔日の終局耐力が梁の 曲げ引

張り破壊により決定され、梁崩壊型のメカニズム形成を確認すると

ともに、内部鉄骨苦I1に局部的な破峻の発生などはなく、十分な変形

能力を発揮することが判明した。

4. 3  結果の要約

60キロ鋼を用いたSRC部材の実験結果をまとめると、次のように

なる 。

・柱部材の最大耐力はいずれも理論曲げ耐力に達し、終局状態は曲

げ破壊モードを示した。加えて、 一般化累加強度理論による終局曲

げ耐力が実験値に対して安全側とな っていることにより、設計にお

ける最大耐カ評価法の妥当性が示された。

・柱 ・梁接合部試験体では、梁降伏先行型の崩壊機構が形成され、

かつ、局部的な破壊などを伴わずに靭性に富んだ性状を示すことを

確認した。

以上その概要を示したように、構造実験を行うことによ って、 60

キロ鋼鉄骨を用いたSRC構造設計法の妥当性を検証し、これが建築

センターに認められたわけである 。

5. おわりに

ＶＰｾ ロ鋼の鉄骨造への使用は、これまでにい くつかの実績はあ る 。

し か し SRC構造への適用はわが国で初めてており、設計上の問題

点とその解決法を中心に紹介した。

近年の鉄骨材料の進歩は急速であり、 60キロ鋼はもとより、 80キ

ロ鋼に至るまで、降伏比や降伏点のばらつき幅などの機械的性質お

よび浴接性に関する改良が進んで・いる 。 したがって今回の設計の拠

り所とした前述の研究成果は 2) 、降伏比の高い60キロ鋼を使用した

実験結果をもとに設計指針が示されているので、鋼材の改良点から

の見直しが必要で与あると思われる 。

また、60キロよりも高強度な鋼材を使用するには、さらに実験的

研究を推し進めなければならない。本来、鉄筋コ ンク リートとの合

成構造である S R C構造においては、高張力鋼部材が普通鋼音11材に 比

較して少ないと 言われる塑性変形能力が、鉄筋コンク リー ト部分に

よって補 われるはずである 。つま り、SR C構造は高張力鋼を構造材

に取り入れる上で、比較的有利な構造形式であるとも 言える 。

また、最大耐力域で、コンクリートが鉄骨の降伏以前に圧壊する

可能性も、横補強筋の効果を有効に利用すれば改善されるものと恩

われる 。 このように、 SRC構造の本質的な有利性を構造設計に生か

し さらに高強度の鋼材を利用して建築設計にフレキ シビ リティ ー

を与えていくために、ますますこの分野での研究が活発に行われる

ことを期待したい。
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鉄骨

-

高強度太径ボルト

M200 

脇 山 広 一

1  . はじめに

高力ボルトを高強度化したり、太径化することは、一般構造部材

用の鋼材の高強度化 ・構造の大規模化に伴 って要求されることであ

るが、高力ボルトを F l l T 以上にすることは、遅れ破壊の発生の危

険性から従えているのが現状である 。 しかし、高力ボルトのねじゃ

頭下首部の応力集中の緩和と防鈴処理を施せば、比較的マイルドな

環境で使用される建築用の高カボルトは、これ以上の高強度化の可

能性のあることが最近の遅れ破壊試験から得られている 。

きて 、太径化することは、 20年前の万国博のときに、お祭り広場

の大屋根の立体トラスのボルトに高強度でかなりの太径ものが使用

されたが、昭和62年にギネスブ ックにも載りそうな 図一 1 に示す大

連 T V鉄塔用の M 200の高強度ボルトを試作するときの試験に立ち

会い、その結果は、昭和63年の日本建築学会大会学術講演梗概集に

「高強度太径ボルト M2 0 0の製造に閲する検討」 として詳細は報告さ

れている 。そこで、このときに何が問題とされ、その調査結果はど

うであ ったかを述べてみたい。

2  . 問題点

図 - 1

M2 0 0ボルト

の形状

高強度で太径のボルトは、熱処理に問題があることは誰もが気付

くが、それはどのようなことであろうか?

まず、ボルト全体にうまく焼き入れ焼き戻しが可能かどうか、す

なわちボルト断面全体に高強度化されているかどうか、もしこれが

可能で、あ ったとしても加熱時聞の増加に伴 って表面の脱炭が生じな

いかどうか、ことにネジ音11に対して重要で、もし脱炭していると硬

くならぬためネジの強度が不足する可能性がある 。 また、焼き戻し

温度によ っては脆化の恐れがある 。

この M2 0 0のボルトはかなり特殊なものであるが、首下長さが500

mmとなると重量が200kg近くなるため、入手ではとても持てるもの

ではないので取り扱い方法にも工夫が必要である 。

3  . 鋼材 と 強 度 レ ベ ル

使用材料は、 一般に高カボルトの製造に使われている高カボルト

用鋼材では中までは焼きが入らないので、高級な J 1  S  G  4103の

ニ ッケルクロムモリブデン鋼 S N  C  M6 3 0 を用いている 。強度レベ

ルは、焼き 戻 し脆性を配慮して、F 10 T より少し下の F 9 T あたり

を狙って いる 。この ときの M2 0 0のボルトの試作仕様は、 表 - 1 に

示す通りである 。

表 - 1  M200ボルトの試作仕様

11乎ぴ径 : 0 200mm 

ねじ級別等級 メート/ レ細目ねじ、ピ ッチ 6mm 6 g ( 2 級)

ポノレト成形 頭部 : 熱問鍛造

ねじ成形 機械切向IJ

機械的性質 F 9 T 相当

( 規格値) 引張強さ 90 - 1I 0kg.  f/ 聞が ( J / 4 D部)

降伏点 75kg . f/ mm' 以上 ( J / 4 D部)

イ申 ぴ 15% 以上 ( J / 4 D部 )

絞 り 43% 以上 ( ! / 4 D昔11)

衝撃値 8  kg . f . m/ cm' (室温) ( ! / 4 D部)

硬 さ H  R  C  23- 35 

材質 J  1  S  G  4103 S  N  C  M630 ( 旧記号 S N C M5 )

4  調 査 結 果

中までうまく熱処理できるかどうか、これについては、ネ ジ部の

断面について硬さ分布を調査した結果を 図- 2 に示す。 この結果を

見れば、ボルト断面の中心のほんの直径 1 cm程度に柔らかい部分が

あるが、ボルト断面に対し面積比0. 25% 程度なので問題はないと判

断できた 。

f f f 百位置 主党一

ｾｾ＠ ｾＭ｟ ＿ ｾ Ｍ ＭＭＭＭＭ 一一一一一 一一十 一一 一 一一 一

26 

24 ト SI

22t ' "  . ・0 ・・ ・a ・白白.. . . . . 1"

100 80 60 40 20 0  20 40 60 80 100 

( 中心) 中心。らの距離 ( mm)

図 - 2

内部硬さ

試験の

結果

このボルトは、 1 本あたり約3000t onの破断耐力があるので、実

物引張試験はしなか ったが、断面各部からボルト軸に平行に 6 本の

4 号引張試験片を削りだして、その機械的性質を調査した結果、降

伏点 ( 8 4 - 9 3 k gf/ mm
2

) ・引張強さ ( 92 - 95kgf/ mm
2

) で、ほぽねらい

通りであ った。伸び ・絞りについては、 一般の高カボルトをかなり

上回る性質を示した 。

この結果、高強度太径ボルト M2 0 0の製造は可能であるとの結論

を得た 。

5  . コメント

このような高強度太径ボルトを製造できることは確かであるが、

このようなサイズのボルトの加工ができる所はそうぎらにあるわけ

ではない。また、熱処理についても然りである 。

現場での取り扱いもかなりの工夫がいるだろう 。締め付けカの導

入を考えるならば、専用の機械の開発が必要で、あろう 。ボルト屋の

夢としては愉快なものであるが、うかつに設計に取り入れることは

できない。

( わきやま こうぞう 大阪大学教授 )
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木 材

-

構造部材としての

集 成 材

宮 林 正 幸

1  . 集 成 材 市 場 の 変 遷

t R 成材とは、ひき板や小角材など ( ラミナと呼ぶ) をその繊維方

向に互いにほぼ平行にして、厚さ、 l隔および長さ方向に集成し、接

着した製品である 。木材を集成接着して大きな音1¥材にする技法は、

古くからあ ったが、近代的建築部材としての集成材の 出現は、 20世

紀初頭、欧州|で発明された fHETZER-BINDERJ が初めてと 言 わ

れている 。欧州では、 1968年のミュンへンオリンピ ックで多くの地

設がよｾ成材で建設され、それを契機として、 ＧＷＰ 年代に入り集成材精

進は急速な発展を遂げた。わが国では、 1951年に東京四谷に建築さ

れた森林記念館に初めて集成材の円弧アーチが使用されている 。昭

和30年代に入り、 2 社から構造用集成材が発売された 。 当時の用途

は、小 ・中学校の屋内体育館などの教育施設で、昭和36年には年間

100棟以上の集成材建築物が建設されている 。

しかしながら、その後は防火法規上の規制や軽量鉄骨造とのコス

ト競争などの理由により、構造材としての集成材市場は急速に縮小

を余儀なくされたが、昭和50年代の後半に入ると、木と木造建築の

見直し気遂の高まりなどにより構造用集成材が再び注目され始め、

特に木造校舎などの文教施設の市場拡大や、昭和62年の建築基準法

改正による大規模木造建築物の規制緩和などにより、再びその市場

は拡大している 。今後も 、 日米構造協議に関連した大規模木造の規

制緩和! なども予定! され、引き続き市場は拡大していくと考えられる 。

2  集 成 材 の 製 品 規 格 と 強 度 性 能 の 保 証

J I e 成材の製品規格は 、 日本農林規格として農林水産省より告示 さ

れている 。従来は、大規模木造の構造部材としてほとんど使用され

ていない時期に制定された造作用や比較的小断面の構造材を対象と

する 『集成材の日本農林規格』 にすべての集成材が含まれていたが、

強度的な性能が強〈求められる大規模木造の構造材として使用する

場合、従来の規格では十分に対応できないため 、昭和61年 、『構造

用大断面集成材の日本農林規格』が告示された 。 したかーって現在構

造材として使用できる集成材は、 『集成材の日本農林規格』 の構造

用集成材と化粧ばり構造用集成材、および 『構造用大断面集成材の

日本j良林規格』の 3 稜類で、前者は大部分が在来軸組工法に使用さ

れる化粧集成柱て¥大規模木造の構造材には、 『構 造 用 大 断 面 集 成

材の 日本農林規格』 に規定されている集成材が用いられている 。

m造用大断 l踊集成材は断面の寸法形状により、甲種、乙種の 2 極

ｾｩ に分矧され、甲極は主として大規模木造の構造材として、乙ＮｦｩＮ ｔｉ は

枠組経工法住宅の梁材やまぐさに使用されている 。以上の各集成材

の許容応力 j支は、間種別、品質等級別に建設省告示第1799号により

定められ、 J A  S 製品に対して許容応力度が与えられている 。平成

2 年 7 月末現在 、構造用大断面集成材の認定工場は海外の 4 工場を

含め49工場にのぼる 。
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『構造用大断面集成材の日本農林規格』では、製品の強度性能を

保証するために 、次の製造基準が規定されている 。

① 原材料として使用できるラミナは、その強度性能に影響する節

の大きさや繊維走向傾斜角などの欠点の程度により、 1 - 4 等級に

区分される 。次に、集成材の強度区分 ( 特級 - 2 級 ) により、外層、

中層、および内層に使用できるラミナの品質等級とその構成比が定

められている 。 また、ラミナは集成材断面の中立剥lに対して原則と

して対称、に配置されている 。

② ラミナの縦継ぎ部分も強度上の欠点であり、外層ラミナについ

ては、基準値以上の縦継ぎ強度を有したフィンガージョイ ン トを用

いなければならない。 また、隣接するラミナの縦継ぎ位置は、 一定

の距離を離して製造しなければならない。

その他、主な製造基準としては、耐久性に関連する接着剤や製品

の材商品質に関する規定がある 。

3  . 構 造 用 集 成 材 の 特 色

構造用集成材の特色としては、次の項目が挙げられる 。

① 製造工程で、木材固有の欠点が取り除いてあるが、木材の特色

である比重が軽〈、比強度が強いことや熱伝導が小さいこと、化学

的安定性に優れていることや加工の容易性などは、そのまま集成材

の特色とも言える 。

② 原材料の調製工程て¥節や割れ等の強度を低下させる欠点は取

り除かれ、さらに、薄いラミナを多層に接着するため欠点も分散し、

均一 な材質の製品が得られる 。建築基準法でも大断面木造に使用で

きる構造材としては、構造用大断面集成材のみ認められている 。

③ 原材料のラミナは、フィンガージョイント等により縦継ぎ加工

されるため、天然材では得にくい長尺材の製造も可能である 。

④ 乾燥した原材料を使用しているので、収縮、狂い、割れ等が少

ない。 したがって、乾燥の進行に伴う部材の収縮や割れ、接合金物

やボルト等のゆるみ 、さらに架構全体の変形も少なくなる 。

以上のような利点のある構造用集成材を用いた建築物は、

① 架構が軽〈、大スパンが可能。躯体への負担荷重も軽くできる 。

② 大断面の部材を使用するため、耐火性能に優れた建物ができる 。

③ 耐久性に優れた建築物ができる 。 また、仕上げや薬剤!処理も容

易で、腐朽の恐れのある屋外使用も防腐処理により可能となる 。

⑤ 断熱性に優れ、熱僑が生じない。冬期に結露の発生もなく、夏

期には蓄熱による部材温度の上昇もない。 また熱膨脹率も小さく、

熱応力を考慮する必要がない。

⑥ 施工の簡単なボルトや釘による接合が可能である 。現場加工も

容易で架織が軽量のため、施工期間の短縮も可能である 。

4  . 集 成 材 の 構 造 部 材 と し て の 可 能 性

椛造用集成材は、強度性能など品質の安定した工業化製品と 言 え

る。本格的に普及を始めてからまだ 5 年程度で、現在は特殊な材料

の域をでていないが、海外 J A  S 工場の認可など国際化による輸入

品噌1JUなどもあり、今後は急速に 一般化していくも の と考えられる 。

技術的な面でも、現状では J A  S 規格以外のラミナの配世は許さ

れていないが、強度の予測lできるラミナを使用して製造するため、

将来は個々の部材別に強度設計し、ラミナの配置を変えた集成材を

製造することも可能となろっ 。 また、接合方法についても、ボルト

などを使用する従来の方法だけでなく、将来は現場按滑なと。接合列J

ｉ ｴｾ の高い合理的な接合部の設計法と施工方法も開発されれば、より

復維な架構形式に対しても応用可能となろう 。

( みやばやし まさゆき 三井木材工業株式会社 シス テム ill 築室室長)
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パラ系アラミド繊維

金 子 英 一 郎

1  . アラミド 繊 維 と は

アラミド繊維には、パラ系とメタ系の 2 種類がある 。他の有機繊

維と比較して高強度 ・高弾性率 ・耐熱性を有するのはパラ系であり、

耐熱・難燃性を有するのは、メタ系である 。土木 ・建築分野で開発

研究の対象にな っているのは、パラ系である 。

ノマラ系には 1972年に市販を開始したホモポリマー型のポリ パ ラフ

エニレンテレフタラミド ( P P T A ) の化学構造を有するケブラー@

( デュポン ) および 1986年に市販を開始したトワロンQl)( エンカ ) があ

り、 1987年に独自の技術で生産を開始した P P T Aに第三成分とし

てエーテル結合を含むジアミンを導入した共重合型のテクノーラ@

( 帝人 ) がある 。

共重合型のテクノーラ@は高強度 ・高弾性率 ・耐熱性の特性をも

つのはもちろんのこと、耐化学薬品性、耐湿熱性等にも優れている 。

その化学構造を 図一 1 に示す。 また、 表 1 に現在土木 ・建築の分

野で研究、開発の主たる対象とな っているアラミド繊維、ガラス繊

維、炭素繊維等の物性を示す。

P P l  

r E 仁

村

J  の化学構造

表ー 1 各種織維の物性 1 )

アラミド繊維 ガラス
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2  . パ ラ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 の 特 性 を建 築、 土 木 に 生 か し て

最近、 パ ラ系アラミド繊維の高強度、高弾性の特徴を生かして、

セメ ン ト系マトリ ックス用補強繊維 ( A F R C ) として使用する研

究がかなり積極的に笑施されるよつにな ってきた 。 これは、 パ ラ系

アラミド繊維をコ ンクリート補強することにより、

(1)  繊維の強度特性を生かした高強度のコ ン クリート部材をつくる

ことができ、従来の F R C に比べて 5 - 1 0倍 の強度が得られる 。

(2)  錆や腐食の心配がなく、かつ、耐久性に優れている 。

(3)  鉄筋コ ンクリート等に比べ、軽量で薄い部材をつくることがで

きるので、作業性に優れ、工期の短縮が図 られる 。

などが期待されるからである 。

A F R C として使用される繊維形態には短繊維、長繊維、メ ッシ

ュあるいは 3 次元織物等が考えられる 。短繊維は、鋼繊維補強コン

クリート ( S F R C ) 、ガラス繊維補強セメ ン ト ( G R  C ) と同様

に、モルタルマトリ ックスに混練分散補強される 。長繊維は、その

ままコン ク リートに補強されたり、あるいは樹脆と複合しロ ッ ド状

形態で、またメ ッシュおよび 3 次元織物も樹脂を含浸 ( F R  P 筋)

させたものが鉄筋代替のコンクリート補強材として使用する検討が

行われている 。一部建築、土木の物件施工に適用例が見られる 。

3  .  A F R Cの非磁性体

A F R C が鉄筋代替として使用される場合には、上記の特徴のほ

かに、 鉄筋とは異なる新しい機能が発現することがわか ってきた 。

すなわち、アラミド繊維は非磁性体であるため、リニアモーターカ

ーの軌道の ように周囲に磁性体があることを嫌う構造物に適してい

ると考えられる 。すでに、鉄道技術総合研究所ではアラミド繊維 F

R P補強材、 F R P 緊張材をリニアモーターカーの軌道に使う材料

としての評価を進めているといわれている 2 )。

また、高層ビルによる電波障害を解決する手段のーっとして、電

波透過性の高いアラミド繊維を鉄筋に代えて使うことも考えられて

いる 2 )。 ビルデイ ングの OA化がますます進み、建築物に求められ

るニーズも電磁波に絡んだものが増加する 。 したが って、非磁性と

いう機能をも ったアラミド繊維 F R P補強材の真価が発揮されるの

はこの分野であろうと考えられる 。

これらの機能が、コンク リー 卜構造物の新しい用途を切り開く可

能性はきわめて高いと，思われる 。

4  .  A F R Cの 建 築 、 土 木 への適 用

A F R C の物件例としては、鹿島建設が東京 ・水道橋に建設した

東京歯科大学ビルのパ ラぺ y トに、テク ノーラ 3 次元織物を補強材

( 3 D - F R C ) として使 っている 3 )。 これは、上述したように高

層ビルで問題にな っている電波障害を減らすためである 。

一方、三井建設もケブラ - F R P 筋 ( F i b r aQl) ) をフ リーアクセ

スフロア一 、軟弱地盤補強用に、および最- 近ではプレストレストコ

ンクリート用緊張材として橋梁等の開発を進めているという新開発

表があ ったり。

今後ますます A F R C が高強度 ・軽量 ・高耐久性素材として超高

層建築、海洋・地下構造物などへ適用されることが期待される 。

文献

1  ) 建 築 雑Z在、 Vol. l 04 Nu1289 (1989.9. )  P. 60 

2 )  NI KKEI  NE W MAT ERI AL S  1990. 2. 12号 P. 59

3  ) 中川裕章， 工 業材料. 第38巻 第 6 号 ( 1990) P  .64  

4  ) 日経産業新聞、日刊工業新聞、 1990. 6. 12

( かねこ えいいち ろう 帝人株式会社テ クノ ーラ事業部長 )

建築 と社会/ 1990年 8 月号 51  
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3 D- F RC( 3次 元 織 物

補強コンクリート〉

中 )  11 裕 章

1  . 高 強 度 ・ 高 耐

3 D - F R C の

コンクリート補強

材として使用する

3 次元織物は、炭

素繊維などのロー

ピング( 繊維束 )

を 3 次元絡子状に

織り、その後エポ

図ー 1 3次元織物で補強した 3 D- F R C

キシ樹脂を含浸し硬化させたものである ( 図ー 1 )。

3 0 - F R Cの主な特徴を以下に 示す。

a )  3 次元織物に炭素繊維やアラミド繊維などの高性能繊維を使用

することにより、耐久性に優れた軽量 ・高強度建築材料が得られる 。

b ) 繊維を 3 次元格子状に配列し、繊維ピ ッチを最小20mm程度にま

で創11 くできるので、コンクリートとの付着力が大きく、変形I侍のひ

びわれの分散性が良い。

c )  3 次元織物の製作から樹脂含浸 ・硬化までを織機により自動生

産するため、鉄筋の組立作業などの手間が省ける 。

3 D- F R Cの開発研究に本格的に着手してから、約 5 年が経過

した 。 この聞に、各極部材の曲げ試験、耐久性試験、耐火試験など

を実地し、最近ではカーテンウオール、間仕切壁、永久型枠などの

構造二次官11材への適用を開始している 。

図- 2 は、炭素繊維およびアラミド繊維を使用した 3 0 - F R C

梁の 1111げ試験結果 ( 荷重~たわみ l曲線) である 。同図より、 3 0 -

F R Cの曲げ性状は繊維の性質にほぼ依存し、高強度 ・高 ']lji 性の炭

素繊維を用いた場合は曲げ耐力および剛性の高い音[1材となり、大仰

j主のアラミド繊維を用いた場合は、たわみiii の大きい部材とな って

いる 。 また、同形状の鉄筋コ ンクリート ( R C ) 梁と比較すると、

1 / 3 の補強筋量で 3 - 4 倍の l出げ耐力があることがわかる 。

図- 2
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2  . 構 造 素 材 と し て の 問 題 点

3 0 - F R C を構造二次部材に使用した例はすでに二、三あるが、

主要構造部材への適用にはまだ多くの課題を抱えている 。

3 次元織物のような連続繊維を使用した素材は、繊維方向に対し

て平行に引張力を受けた場合はその強力を発揮するが、繊維方向に

対して直角方向にせん断力を受けると脆い性質がある 。 したがって 、

カーテンウオールのような曲げ卓越型の部材に対しては十分な繊維

補強効果を示すが、柱や梁の端音[1のようにせん断力を受ける箇所に

は別途補強が必要となる 。 また、耐火性能に関しても、非耐力の外

壁について耐火 1 時聞の性能があることは確認しているが、構造部

材に使用する場合は、建物によってはさらに長い耐火時間が要求さ

れること、内部温度の制限あるいは載荷加熱実験の実施など、より

苛酷な規定があることなどから判断すると、現在の繊維あるいは樹

脆の耐熱性能では不十分である 。

次に設計面では 、 3 0 - F R C は独自の設計法が確立されていな

いため、 R Cの設計法に準じて設計しなければならないのが現状で

あるが、 3 0 - F R Cの特性は R C と基本的に異なるため、 R Cの

設計法に合致しないという問題が生ずる 。図- 2 に示した曲げ特性

を例にとると、一般に R Cの荷重~たわみ関係はTri -Li near てe ある

のに対し、 3 D - F R Cのそれは By-Li near て梢ある 。 これは、 3 次

元織物に使用する繊維の引張応カ~ひずみ関係が最終破断までほぼ

弾性的な挙動を示し、鋼材のような降伏後の塑性変形がみられない

ためである 。 また、 3 0 - F R Cの第二直線部分はたいへん長〈、

R Cの第三直線部分に相当するような靭性を有しながら、さらに耐

力も向上している 。 この第二直線部分の剛性は繊維量によって変化

するが、概して 3 D - F R C に使用する繊維は引張強度が鋼材より

も大きく 、4単性率が同等かあるいは小さいため、繊維の引張強度か

ら繊維量を決定すると第二直線部分の剛性が小さく変形量の大きな

音[1材とな ってしまう 。

3 0 - F R Cの設計法に関しては そのほかにも 3 次元織物の有

効な継手の開発、端部の定着方法の検討などの問題も残されている 。

これらは、相当数の試設計、試験施工および実建物への適用を図り、

データを蓄積してはじめて解決できる問題であるように思う 。

3  . 今 後 の 展 望

建築基準法第37条 ( 建築材料の品質) には、構造部材に使用する

建築材料の品質について、建設大臣の指定する日本工業規格に適合

するものとの規定があり、 3 次元織物は全く新しい材料であるため

この規定に抵触する 。 したがって、現在 3 0 - F R C を構造部材に

使用するためには、同38条( 特殊の材料又は構法 ) に従い、日本建

築センターにおいて偽造性能に関する評定を受けなければならない

が、 3 0 - F R Cに附する性能評価基準や適用実績がない現在、構

造評定で認可を得ることは難しい。

しかし、幸い、建設分野にも新材料に対する関心が高まり、 3 次

元織物のような連続繊維をコンクリートの補強材に使用しようとす

る開発研究が盛んにな ってきた 。 また、官・学 ・民一体の研究会や

委員会を結成し、これら新補強材の試験方法 ・評価方法の検討を行

っている 。 3 D - F R Cの笑建物への適用は、当面は構造二次部材

に、あるいは高耐久性や非磁性など鉄筋にはない特殊な性質を必要

とする筒所に限られるが、近い将来には上述 の問題をすべて解決し

て、必ず 3 D - F R C を主要構造部材に使用した建物が現れること

を確信している

( なかがわ ひろあき 鹿島建設株式会社技術研究所研究貝 )
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格 子 状F RP筋

中 辻 照 幸

1. 格 子 状F R P筋 の 成 形 と 特 徴

コンクリート補強用格子状F R P筋 (以下ネ フマ ックという ) は、

ガラス繊維 (G F) や炭素繊維 (C F) などの高性能連続繊維を、耐ア

ルカリ性、耐酸性、耐薬品性に優れた樹脂に含浸させながらピ ンワ

インデイング法によ って縦横交互に積層し、平面、曲面または立体

の格子状に成形したものである( 写真一 1 、 2 )。

写真ー 1 ネフマック成形例( 平面、曲面) 写真- 2 ネフマ ック

成形例( 立体)

このように格子状に一体成形することによ って交差部の強度が確

保され、結果として縦筋は横筋で、横筋は縦筋でそれぞれコ ンク

リートとの付着 ・定着がとれるようにな っている 。 また、このこと

によ って、 一格子半以上ネフマ ックを重ね合わせるだけで荷重が十

分伝達でき、施工現場での重ね継手が簡単に できるようにもな って

いる 。

ネフマ ックに使用する高性能連続繊維は、現在のところ、性能 ・

コストの関係からガラス繊維を中心に使用しており、剛性の要求さ

れる場合は炭素繊維をガラス繊維に混ぜて使用したり、あるいは炭

素繊維単独で使用するようにしている 。 また、ネフマ ックのマ ト

リックスには、耐アルカリ性、耐薬品性に優れた熱硬化性樹脂であ

るビニルエステル樹脂を用いている 。

このような原材料を用いて製造されるネフマ ックは、形状が格子

状であるということのほかに、さぴず、耐久性に優れ、高強度で、

しかも軽量であるという特徴を持 っている 。 このことから、この材

料は劣悪環境下で使用されるコ ンクリート構造の補強材に適してお

り、施工現場での配筋の生産性も向上させることが可能である 。 こ

のほか、非磁性であるということも見逃せない重要な特徴である 。

2 . ネフマックの適用事例

ネフマ ックのような新しい材料を実際の構造物に適用する場合に、

特に大きな問題は法的規制によるものである 。ネフマ ックの場合は、

まだこの問題の少ない土木分野から適用実績を積み、それから建築

の分野でも法的規制のない部位へ適用を広げ、最近では法的規制の

ある部位へも建設大臣の認定を取 って適用したという例ができてい

る。以下にその適用例を紹介する 。

2. 1  土木分野での適用 トンネル工事における吹付けコ ン ク

リートを補強するために溶接金網が使用されることがあるが、溶接

金網は剛性が高いために、凹凸の大 きい一次吹付けコ ンクリ ー ト商

とのなじみが悪 〈、すき聞が大き くでき るために、 二次吹付けコ ン

クリート量が多 〈必

要で、金網の取り付

け作業にも多くの手

聞を要していた。 こ

れに対し、ネフマ ッ

クは剛性が低〈、 一

次i次付けコ ンクリ ー

ト面になじませやす

いので二次吹付けコ

写真- 3 吹付けコンクリート補強用

ンクリート量が減ること( コストダウ ン) 、同時にエアーガ ンを用い

てステーブルでネフマ ックをとめる簡便な方法を開発したことに

よって取り付け時聞が大きく減少したこと (工期短縮) 、およびネフ

マ ックの高耐久性 (性能向上) など多くのメリ ッ トが認められ、石

油地下備蓄用ト ンネルの吹付ーけコ ンクリート補強用として大量に採

用 さ れ た ( 写真- 3  ) 。

2. 2 建築分野への適用 非磁性、非導電性が生かせる用途への適

用から始ま った。

一つ目の例はGRC (ガラス繊維強化コンクリー卜 ) 製のO Aフロ

アーをさらにネフマ ックで強化するという用途で、現在まで約11万

げのネフマ ックが使

わ れ て い る ( 写 真

一4 )。 これは、ネフ

マ ックが迷走電流を

流きないこと、およ

びGR C板 の 曲 げ 強

度を大幅に向上させ

ることができると認

められたからである 。

もう 一つの例は、

写真一4 G R C製 O Aフロアー補強用

まったく金属類を使うことのできない地磁気観測所建物の基礎およ

び床版のコンクリートの補強用としてネフマ ックを適用した例であ

る ( 写真一 5 )。 この場合は、ネフマ ックの結束にも非磁性のビニル

の紐を用いた。

このほか、塩害の防止を図り、高耐久性化 をねら ったカーテン

ウオールの補強用として、日本で初めて採用された例がある (写真

- 6  )。 この際、建設大臣の認定を受けているが、認定にあた っては、

ネフマ ックで補強したカーテンウオールが鉄筋で補強したもの以上

の曲げ耐カを有し ていること、また耐火性能を有していることを実

験で実証し 、日本建築セ ンターの防災性能評定を受けている 。

写真- 5  地磁気観測所の基礎・床版コンクリート補強周 写真-6 カーテンウオール補強周

格子状F R P筋ネフマ ックの使用実績は、 1990年 3 月末現在で約80

万附に達し、現在も順調に使用置が増えている。今後も、従来の材

料と共存しながら、新材料の適用範囲、使用量が着実に地加するも

のと考えている 。

( 的 つ じ て るゆき 1  

清水建設株式会社技術本部建 設新素材開発部謀長 ・工学博士/
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新素材

-

連続炭素繊維セメント

複 合 材 ( CF RC)

西 垣 太 郎

1 .  C  F  R C とは

炭素やカ、ラスの連続繊維にエポキシ樹脂やビニールエステル樹脆

を含浸して硬化した F R  P  ( Fi ber Rei nforced Pl asl i cs ) は、よく知

られている 。連続炭素繊維セメント複合材 ( C  F  R  C  =Car bon Fi ber 

Rei nf orced Cemen t) は、耐熱性と耐火性を考えて、 7 トリ y クス

として樹脂の代わりに特殊セメントとシリカフューム水和物を用い

た、新しい複合材である 。写真 1 に C F R C の断面を示す 。円周

が白〈内部が黒い点群が炭素繊維で、その間をセメントペーストが

1前たしている 。

板状の材料を製作する場合は 、厚さ 1 mm、I隔3 0 0mm前後の プ リプ

レグシート( 炭素繊維束にセメントペーストを含浸した中間基材)

を、セメントが未硬化の状態で並列し、合板のように幾層にも重ね

て硬化させる 。円管を製作す る場合は紙製ノ マイプを 中子にして 円周

方向にプリプレクシートを巻き付ければ良い 。用いた P A N 系炭素

繊維の性質を 表ー 1 に示した 。

この複合材 を鉄筋のような ロ γ ドに成形し、引張試験を行 った結

果を Avest onのモテソ山}を使った理論値と比較したものが図ー 1 で

ある 。試験値は、図ー l に見るように 、複合材理論値より 一般に低

くなる傾向がある 。 この理由は、すべての繊維が均等かつ有効に応

力を負担しないからと考えられる 。

写真一 1 連続炭素繊維セメント複合材の断面
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表- 1 P N A系炭素繊維の特徴

直 径 ( μ m) 7  

イ申 率 ( %) 1.5  

引 張 り 強 さ ( kgf / cnt) 37000 

引張り弾性率 ( kgf / cnt) 2 .4 X l 0'  

蕊' 度 (g/ c肘) 1. 77 

上じ 熱 ( cal/ g . ' C) 0 .17  

熱 伝 導 率 ( kcal/ m' I l r " C ) 15  

線 膨 張 係 数 U' C) O. l X l 0-'  

体 積 抵 抗 率 ( Q ・cm) 1. 5 X  10-'  
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図 - 1  Avest onのモデルと本実験の応力一歪み曲線の比較

C F R Cの強度は、

16. 000 

σct = α ・Vf ' σuf … … … … … … … … … … ー … … 一 一 … ………・(1)

σct  :  C  F  R  C の引張強度

α : 有効係数

Vf : 炭素繊維体積率

σuf : 炭素繊維の引張強度

と表現される 。

繊維セ メント複合材の製造技術が確立した段階では、設計理論値

に対して α = 0 .8程度の有効率になるものと，思われる。

2  . 構造材としての C F R C

C F R C は板状にして使うのがもっとも妥当であるが、構造材と

して考えた場合、曲げで壊れるより、むしろプリプレグシート の層

間剥離で破壊する 。 そこで、炭素繊維に常に引張力が働くような使

い方を構造的に考えてみた 。 また、これからの新しい材料は、構造

材、仕上げ材、型枠、耐火被額等の 多機能をひとつの材料で持つこ

とが望ましい。この考えを素朴に図面化 したものが図 2 と図- 3

である 。

鉄骨

図- 3 複合構造材の柱・梁接合部

図 2  C F R C円管コンクリート構造



図- 2 に示したものは、 C F R C 円管を鉄筋コ ンクリート構造物

の型枠、 仕上げ材そし てコ ンクリートを拘束する補強材、努断力に

対する補強材として用いた C F R C 円管コ ンクリートである 。図-

3 は鋼構造物、鋼管コンクリート構造物の柱に C F R C を巻いて 、

柱の鋼管の耐火被裂、提灯座屈の防止に用いた場合の概念図である 。

3 .  C F R C円管コンクリート

C F R C円管コンクリートの圧縮強度が、 C F R C円管の拘束効

果によりどの程度上昇するかについて試験を行 った結果が、 図- 4

である 。充填コ ンク リート には、スチールフ ァイパーコンクリー ト

を使用 している 。 C F R C と記号きれたものが C F R C 円管コンク

リー卜である。 P L A I N とC F R C- S H は直径260rnrn、高さ 600rnrn、

C F R C - L Oは高さが1600rnrnである 。C F  R  C - S H- 2、C F R C-

L O- 2 以外は C F R C円管の 内側に グリースを 塗布して、コンクリ

ートとの付着を切 っている 。円管の拘束効果により コンク リー ト強

度は 3 倍、歪みは 7 - 81音になる 。

C F R C円管コンクリートの圧縮強度は鋼管コ ンクリートと 同様、

F c ニ fc + K ・( 2 t/ d) ・σ8t …. . .. . .. ・H ・.. . … 一 … … ... .. … ・ (2)

F c ・C F R C 円管コ ンク リート強度

fc  : コンク リート強度

K : 拘束係数

t : C F R C 円管厚さ

d : C F R C円管内径

σ θt: C  F  R C 円管円周方向の引張強度

で表される 。 K の値は 1. 5が与えられ、鋼管の場合 ( K= 3 )の 1 / 2

である 。 C F R Cの場合、 K の値が低い のは 、炭素繊維は降伏域を

持たず C F R C は脆性を示すためと考えられる 。

500 T  一一一 PLAI N- l 日ザーーCF RC- S Hーl 一一 CF RC- L O- j ↓P  

P  (t onf )  I  ｾｌｾ ｉｾ Ｍ ｾ 一 一 ｃｆｒｃ Ｍ ｓｈ Ｍ Ｒ - - …ー CF RC- L O- 2

ー _ . _ . - PLAI N- 3  ←一一 CF RC- S H- 3 一一一一 CF RC- L O-3
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図- 4 C F R C円管コンクリートの圧縮荷重一変形幽線

4.  C F R Cの耐火性

ｃｆｒｃ の耐火性を見るため、 写 真一 Ｒ ｾ 5 に示すような載荷加

熱試験を行った。幅20rnrn、厚さ 2 rnrn、長さ 300rnrnの C F R C板 ( Vf 

= 15%) と同じ形状寸法の普通鋼板に 1.5kgw の分銅を載せて 、下

方よりガスバーナーにより 20分間加炎した 。両者の加炎温度は、加

熱直後から 1000.Cでほぼ一定とな り、供試体温度も 加熱 4 分後には

700. C でほぼ一定であ った。

普通鏑は、加熱中撲みが徐々に大きくなり、写真- 2 ， 3 に見ら

れる ように加炎を停止し 除荷しても大きな残留携みが残る 。一方、

C F R C板は、加炎によ ってもほ とんど変化せず 、写真一 4 、 5 に

見 られ るように加炎 を停止し、除荷するとほぼ原形に戻 り、優れた

耐火性を示した 。

写真一 5

5 . C F R Cの長所を生かして

C F R C は、 C F R P と比較して炭素繊維の含有体積率が少ない

ので、 引張強度は劣る 。 しかし、耐火性、 耐熱性、耐久性、 内外装

材としての意匠性、コストは逆に優れており、今後、多機能を持つ

建設材料として注目される 。

参考文献

1  )  Hannant ・Fi bre cement and fibre  concrete， J ohn Wi l ey &  5ons， Lt d.  p. 17  

( にしがき たろ う 大成怨設株式会社技術研究所主任研究貝 ・工学博士 )
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接 着 剤

-

建 築 用 接 着 剤

一構造用途への可能性一

小 林 敏 勝

1  . はじめに

建築分野で使用される接着剤は、内 ・外装用を含め非常に多種多

様である。日本接着剤工業会が公表した 、わが国接着剤の需要動向

を表 ー1 ，こ示すが、建築用途は現場用、工場用を併せると約 12% の

構成比となり、最大の割合を占めている 。このうち、構造用として

用いられる量は、かなり限られた量と恩われる 。

構造用接着剤の用途で良〈知られているものに、航空機を含めた

宇宙産業や自動車産業があるが、建築分野では一部大型の集成材や

鋼材/ コンク リート、コンクリー ト/ コンクリー卜の接合に使われ

ている程度で、世間での知名度ははなはだ低いのが現状て、ある 。

本稿では建築分野で、現在使用きれている構造用または準構造用

と息われる代表的な実施例を紹介し、構造用接着剤の今後の動向に

ついて考察してみ る。
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表一 1 接着剤の需要動向- 6 3年需要推定+ 平成元年見通しー (単位トン)

需 要 部 門 62年 63年

前年比

元年

前年比

(% )  (% )  

メE 弘Z、
tlii 456，500 473，240 103.7 455，200 96.2 

二 次 合 板 26，760 29，100 108.7 30，000 103. 1  

木 工 102，930 108，380 105.3 112，000 103.3 

建 築 ( 現 場 用 ) 95，880 103，740 108.2 108，600 104.7 

建 築 ( 工場 用 ) 19，200 20，790 108.3 21 ，800 104.9 

土 木 13，670 15，400 112.7 16，170  105.0 

製 本 12，220 12，580 103.0 12，950 102.9 

ラ ミ ネ ー ト 5，050 5，480 108.5 5，780 105.5 

包 装 75，980 87，680 115.4 93，100  106.2 

紙
タ田町

21，800 23，390 107.3 24 ，580 105.1 

繊 維 28，800 30，530 106.0 31 ，560 103.4 

プ ロ y ク加 工 3，960 4，120 104.0 4，240 102.9 

自 !liIJ  事 25，230 27，430 108.7 28，600 104.3 

その他の輸送機器 950 1，000 106，0  1，030 103.0 

軒t ' 履 物 13，300 14 ，040 105.6 14 ，420 102.7 

ゴ ム 製 品 2，960 3，080 104.0 3，170 102.9 

電 機 14 ，540 16，180 1l l .3  17，150 106.0 

家 庭 用 3，560  3，770  105.9 3，850 102.1  

そ CT) イ也 103，290 110，900 107.4 115，800 104 .4  

l口h  
計 1，026，580 1，090，830 106.3 1.100，000 100.8  

2 . 構造用接着材とは

非構造用と区別して、構造用接着剤に必要な性能には、

(1)  勇断、剥離、 曲げ接着強度に優れる 。

(2) 耐疲労性、耐クリープ性、耐久性に優れる 。

(3) 耐熱、耐水、耐湿、耐薬、耐侯性に優れる 。

などがあり、構造用接着剤が使われる理由には、

(1)  異種材料の接合が可能

(2) 応力分散による耐疲労性の増大

(3) 重量の軽減と被着材表面の平滑化

(4) 電気絶縁性、密封性付与

などが挙げられる 。

3  . 構造用途における使用例

構 成 比

(% )  

41. 3  

2.7  

10.2 

9.9 

2.0 

1. 5  

1. 2  

0.5 

8.5 

2.2 

2.9 

0.4 

2.6 

0.1 

1. 3  

0.3  

1. 6  

0.3 

10.5 

100.0 

3  • 1  原爆ドーム保存工事 におけるアンカーパイプ併用ひび割れ

補 修

原爆ドームは昭和42年に第 1 回の保存工事が行われ、壁厚600mm

レンガ壁の ひび割れ補修に、穴あきパイプ併用によるエポキシ樹脂

の注入工事が施工された( 図一 1 )  0  20年後の昭和62年に構成部材の

劣化の有無が調査された結果、注入樹脂の経年劣化や接着力低下は

認められず耐久性が保証されたことから、第 2 回 ( 平成 2 年) の保

存工事にもエポキシ樹脂が注入施工された。硬化樹脂の圧縮強度と

曲げ強度について前回 (20年前) と今回( 昭和62年) の調査結果の

関係を 図- 2 ， 3 に示す 1) 。本工事の目 的はひび割れか らの浸入水を

防ぎ、レ ンカー壁の強度復元を図ることにあり、構造用としての効果

が期待されるものである 。

3  • 2  コンクリート床版の鋼材による接着補強

建築における床スラブや、土木における高架橋や道路橋の床版が

何らかの原因で耐荷カの増加が必要なとき、コンクリートの欠落部

分を補修しただけでは強度が不足することがあるので、図- 4 や図

- 5 のように、鋼製縦桁を増設したり、鋼板( 約 6 mm) を取り付け、

コンクリートと鋼材の間隙に樹脂を注入し 、所期の目的を達する方

法がとられている 。 ここで使用する注入用樹脂やパテ材にはエポキ

シ樹脂が使われ、建設省による規格 (表- 2  ) がある。 補強効果につ



PCブロ ック工法周エポキシ樹脂系接着剤( 橋げた用) の品質規格の標 準

品質項目 単位 品質規格 試験条件 養生条件

有害と認められ

る』略物の浪人が

外 鋭 なく、材料分離

未

が生じていない

硬化

こと

σ〉

楼完1F5l  

比 重 1. 2 - 1. 6  常 1且

度

l X I0
4  

使用時基準温度キ占 cps 

- 5 X IO'  

可 使 時 間 h  2以上 使用時基準温度

だれ最小厚さ mm 0. 3以上 使用時基単温度

硬化 接精

引 張 り 強 さ kg/耐 125以上 材齢 7 目、- m.ij且 Ｔ 刊ｾ・ ザt.a日止

し ｾ ｉ
圧 縮 強 さ kg/ cm'  700以上 材齢 7 目、常温 市山 i.皿円

た 接 着 強 き kg/ cm'  60以上 材齢 7 日、常滋 常 温

表 - 3; 壷着剤lを圧入する

J  

穴 あ き パ イ プ に よ る 圧 入 工 法
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前 回 と 今 回 の 圧 縮 強 度 の 関 係
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の迅速化や応力伝達の 目的で、エポキシ樹脂系接着斉IJ が使われ、土木

学会が制定した品質規格4) がある( 表- 3  )。 応力伝達のためには適正

な接合が条件となるため接着剤層をできるだけ均一にする必要があ

り、塗布時の膜厚を 1 mmに、かつだれが生じないよう適度の粘性が

重要な因子となる 。 この用途は準構造用と見るのが妥当であ ろう。

3.  4  アンカーボルトの固定

一般にあと施工アンカーと 言われているもので、既設あるいは硬

化し たコンク リー トにドリル等で穴をあ け、鉄筋やボルト 等を接着

剤により固着する 。 この工法の特長は、取 り付け位置の選択自由度

が高いこと、施工が簡便なこと、埋め込み長さの自由度により固着

強度が選択できること等である。使用する接着剤にはポリエステル

樹脂やエポキ シ樹脂が使われるが、エポキシ樹脂の方が汎用性があ

り、ここではこれら実施例を紹介する 。

わが国では、明治時代に多くのレ ンガ建築が建造され、現在では

重要文化財に指定されているものも多い。 これらの建造物の修復と

保存の目 的で、レ ンガ壁を 外壁に、 内側に R C建造物を新たに増設

して、これに実際の機能を受け持たせる工法が採られ、レ ンガ壁 と

R C の接合にア ンカ ー工法が用いられている 。

同志社大学彰栄館、理科学館の保存と再生に採用 された施工図を

図- 6に示す5)。
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試験

シーJ レおよ

注入用

試験項目 試験方法

条件

単位 ぴノマテ周

規制[ 直

規格値

比 霊 JI S  K  6911 20'C  1. 7::t: O.2  1. 2::t: O.2  

7 日間

可 使 時 nu I且度上昇法 20'C  分 60以上 30以上

キ占 度 J IS K  6838 20'C  
cps 

5，000以下

圧 縮 降 伏 強 度 J IS K  6911 20'C kg/α n' 600以上 600以上

7 日間

幽 げ 強 度 1I S  K  6911 20'C  kg/ 耐 350以上 400以上

7 日間

引 張 強 度 JI S  K  6911 20'(; kg/ 耐 200以上 200以上

7 日Illl

圧 縮 蝉 性 係 数 A S T M 0 695 20・c kg/ cm'  (1. 0- 6. 0)  (1 .0- 6.0)  

7 日間 x  10・ X 10・

引張せん断強度 J IS K  6850 20'C  kg/耐 100以上 100以上

7 日111]

術 毒 症 強 度 JI S  K  6911 20'C  kg' cm/cm'  1. 5以上 3. 0以上

7 日間

硬 度 A S T M 02240  20'C ショアー D 80以上 80以上

7 日間

注入口

鋼 板 圧 着 工 法

鋼 板 補 強 用 エ ポキ シ 系 樹 脂 の 規 格 ( 建段省)

図 - 5

鋼仮

増 桁 工 法図 - 4

表 - 2

型

枠

押

え

用

ナ

ッ

ト

溶

後

5 7  

J 〆
コンクリー卜壁

同志社大学理科学館

アンカー施工図

レンガ壁

図- 6

いては多くの報告2) 3) で確認されており、施工実績も各高速道路公

団、日本道路公団、建設省等に豊富で、あり、建築分野ても適宜使用

されている工法である 。常に荷重を受ける点からは構造接用着剤と

して代表的なものであろう 。

耐周年数の上からも 20年以上の笑紋がある。

3.  3  P Cブロックの接着

あらかじめ製作しておいたプレキャスト部材を架設現場でつなぎ

合わせて、プレス トレスにより 一体化する方法はプロ ック工法と呼

ばれ、プレストレス卜コンクリート橋架設等に良〈使われる 。工事
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エポキシ樹脂高1)

全ねじ

ステンレス俸6<1>
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エポキシ樹脂塗布

図- 8 ステンレス棒の掃入図

「
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「
」

ルズホール 50X50

図- 9 ファスナー詳細

表 - 3 使用材料

名 称 規格 ・寸法 使用目的 数 i註 備 考

ポンドE360 中粘度エポキ シ鮒脂 充喫接着用 2. 250kg コニシ( 仰製

トーホーダイト

11 H  750kg 

東邦天然ガ

P- l  ス側製

補強 ピン

S US- 304 

補強周ポ/ レト 約 9. 500本

.t 6X  550 全ねじ

S US- 304 

約 15. 500本
M 

.t 6X 4I0 全ねじ

11 

ンンナー ラッカ- ; / ンナー 脱脂洗浄剤 90 e  

表 - 4  J I S A  6024( 建築補修用注入エポキシ樹脂)

一言; - - 一一竺類
春秋用 夏 用 冬 用 試験方法

5 :t l .C  24以下

硬化時! 日1 試験時

10 :t 2. C  15以下 ]15  A  6024 

(時l:lj) 温 度

20 :t 2.C 15以下

様 準 条 件

60以上 60以上 60以上

(588. 40)  (588. 40)  (588. 40)  

楼完守強さ

30以上

特
イ民

ぜ畑日

l時

(294. 20)  
]15  R  5201 

kgf/耐

殊

30以上 30以上 30以上

i.証F k'  ｾ司 l時
に準ずる

(N/cm' )  
条

(294. 20)  (294. 20)  (294. 20)  

例市 乾 ￬ Ｚｃｾ 繰り返し時
30以上 30以上 30以上

(294. 20)  (294 .20)  (294.20) 

硬化収縮 硬 化 収 縮 率 % 3以下 3以下 3以下 ]15  A  6024 

1J U熱変化

1'( 泣 変 化 率 % 5以下 5以下 5以下

体 術 変 化 率 % 5以下 5以下 5以下

JI 5  A  6024 

uuげ強さ kgf/cm' (N/cm') 

100以上 100以上 100以上

] 15  K  6911 
(980. 66)  (980 .66)  (980. 66)  

58 

姫路市立美術館は、もと明治末期に陸軍の兵器庫として建造され

たレンガ造を外壁として保存使用しているもので、内部に S R C新躯

体を造り、レンカψ 造外壁をカーテンウオールと考えた新築工事であ

る。

本工事では、レンガ壁自体をステンレス棒とエポキシ樹脂で縫合

補強し、ファスナーの取り付けをエポキシ樹脂アンカーでい行 った。

それぞれの施工図を、 図- 7 ， 8 ， 9に示す。また、使用材料を 表- 3  

に示す6) 。 これらに使用されるエポキシ樹脂は 表一 4 に示す ]I S A  

6024の品質規格に合格したものである 。

本工法がこれらレンガ造の補強 ・保存に使用され始めて、すでに

15年ほど経過し、現在も十分に機能している 。要求性能の面からも

構造部材の一部と考えられる 。

4. 構 造 用 接 着 剤 の 今 後

主と して構造用途にイ変われている接着剤の笑施例を述べたが、コ

ンク リー トを対象にしたため、接着剤がエポキシ樹脂に偏 った。エ

ポキシ樹脂以外にも、レゾルシノール樹脂による大型構造用集成材

もすでに広〈イ変われているし、今後の展開が楽しみな構造材である 。

一方、多様な金属やプラスチ ック、繊維素材等の出現は建築材料

の複合化を今後急速に進めることが予測され、これら異種材料の接

合には接着剤が不可欠な要素となる 。エポキシ樹勝以外にウレタン

樹脂、アクリル樹脂等の接着剤も開発・検討きれている 。 エポキシ

変成シリコン系では従来の接着剤にはなかった広温度域 ( - 50.C

- 80.C) で、安定した弾力性を有するため、熱膨張係数の違う被着

材の接合や、剥離カ、下地のムープメントへの追従性能が必要な場

合の接合などにその適用が期待き れている 。高度な耐久性が求めら

れる外装タイル張り用接着剤としても開発が進んで、いる 7) 、8)。

このような開発が進む一方、接着剤素材が有機物であることから、

耐久性能には' f f i ' に疑問が持たれることも事実である 。前述の通り、

徐々にではあるが実績や確認資料も増えており、信頼性が高まりつ

つある現状にあるが、接着剤の物理的強度の温度依存性が高いこと

や、弾性率が被着材となるコンクリートや鋼材に比べ低いことも問

題となるところである 。 また実際の施工にあたっては、現場作業が

多〈 、作業環境や施工者の技術、接着剤の作業性等も重要な因子と

なる 。これらの問題点を十分に認識しながら、あるいは改良しなが

ら、今後の展開を図るべきであろう。

5  . お わ り に

建築分野で主として構造用途に使用されている接着剤のごく 一端

を紹介した。 しかしながら、ここ 10年ほどの聞に構造用途に近い使

われ方は磯実に増加している 。上記したように今後の課題も多くあ

り、これらの解決には建築業界の方々との協力抜きには進められな

い。 より以上に、この分野に興味を持っていただき、将来の構造部

材の高強度化を側面から援助する意味でも、カを合わせて努力して

いきたい。
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接 着 剤

-

接 着 剤 一 構 造 材 へ の

使 用 例 と 可 能 性 一

浅 川 文 男

1. はじめに

建築現場で多くの接着剤が使用されているが、機造材への使用例

は少なく、ほとんどが内外装材の接菊工事に使用されている 。下記

に、現状多〈使用されている用途を参考に示す。

① 床仕上材の接着工事

(P タイル、ビニルシート、木質フロリ ング等と、 コンク リートと

の接着)

② 壁 ・天井仕上材の接着工事

( 紙、クロス、ボード等と、コ ンクリートまたは木材 との接着)

③ 木れんがの接着工事

( 内装下地用に木片とコンクリートとの接着)

④ ノンス リップ材の接着工事

(階段の金属 ノンス リップ材とコ ンク リー トとの接着)

⑤ コンクリート ・石材類の接着工事

( コンクリート製品または石材類とコ ンク リートの接着)

@  断熱材の接着工事

(発泡スチロールまたはガラスウールとコンクリートの接着)

⑦ アンカーボルトの接着工事

( コンク リートに穴をあけて、アンカーボルトを入れて接着)

⑧ ひび筈IJ れ、浮きの注入接着工事

( コンク リートのひび割れ、モルタル ・タイルの浮きを注入接着)

@  硬質塩ビ管の接着工事

(硬質塩ビ管と硬質塩ビ管の接着)

以上のように、⑦のア ンカ ーボルトの接着工事以外は、構造材の

接合用途へはあまり使用されていないが、それ以外の構造材への使

用例を次に示し、さらに構造材への可能性について述べる 。

2 . 使用例

2. 1  コンクリート製の床・梁・柱に鋼板を接着して補強する工事

コンクリートは、圧縮には強いが、曲げには弱いため、鉄筋等で

補強されているが、既存の建物でさらに高強度が要求されたり、劣

化時の補強方法として、鋼板または H 形鋼等を床下、梁および柱ま

わりに取り付けて注入接着している 。補強するコンクリートと鋼板

または H 形鋼の聞に空間があると、荷重によるひずみが大きく、補

強の効果がない。そこでエポキシ樹脂系の注入接着剤で充填接着し、

床 ・梁 ・柱等に受けた荷重が、注入充填された接着層を媒介して、

取り付けた鋼板または H 形鋼に移動することによって補強している。

したがって、このエポキシ系の注入接着剤は、鋼板等とコンクリー

トへの接着性が良〈、補強効果を良くするために圧縮強度および圧

縮弾性係数の高いものを使用している 。 これによって高強度化が容

易にできる 。図- 1 に略図を示す。

2.  2  木材製柱をボルトで固定するときに、木材とボルトの隙聞を

注入接着して補強する工事

木材製柱の継手方法としてボルトで固定する方法があるが、柱に

あけた穴の径と挿入するボルトの径に 2 - 4  mmの差があるため、精

霊を受けたときに荷量が直に伝わらず、 2 - 4  mmひずみが発生して

から伝わる問題がある 。 そこでボルトと柱の穴の隙間にエポキシ樹

脂を注入して充填する 。 これにより上記 2. 1 と同様に、ボルトと木

材の接着と、そして荷重を受けたときに荷重が直に伝わり、ひずみ

宅が少なくなる 。 これにより特殊な形状の建築が容易となる 。図 -

2 に略図を示す。

」切Y XELl

; ト ニキシ系注入間IJ '刈AE:; 卜

図ー 1 図 - 2

2. 3  FRP製ロープの継手部の接着

FRP製ロープは錆が発生しない特長があり、塩害のおそれのある

場合に使用きれている。

しかし、銅製のロープのように機械的

に固定できないため、継手部は接着に

よって作製されている 。接着は主に工場

内で行われており、継手用ソケ ッ トに

FRP製ロープの端部を入れ、エポキ シ系

接着剤を注入して充填接着している 。 こ

の継手により FRP製ロープの取り付け

FRP製ロ ー プ

エポキシ系

充場後着剤l

ソケット

が容易にできる 。図- 3 に略図を示す。 図- 3

2. 4  木製柱用集成材の接着

木材と木材をフェ ノール系接着剤で接着して、柱等の構造用集成

材を工場で製造している 。 これによ って大型または特殊な形状の柱

等の構造用集成材が、容易に多量に供給できる 。

3  . 構 造 材 へ の 可 能 性

接着による構造材の接合は、構造材と構造材または構造材と意匠

材等との複合物で、溶接または機械的な方法では不可または困難な

場合に検討される 。その目的は、軽量化と高度強化とそして工期の

短縮である。上記使用例のように特殊な用途では用いられているが、

全体としての使用量は少ない。 これは現場施工での信頼性が低いこ

と、耐久性が明確でないこと、そして耐火性が問題点としてあげら

れる 。以上の問題点に対して 工場生産による信頼性の向上、用途

別に必要とされる耐久性を明確にして、規準の作成か望まれる 。 ま

た、耐火性については、不燃物との組み合わせ等によ って、火災時

の強度低下の小さいものを検討することが必要である。

以上のよ うに、コスト 的なことがあるが、軽量化、高強度化、工

期の短縮化等の要求により、接着による複合イじされた構造材が今後

増加することが考えられる。たとえば、車柄関係、スポーツ関係に

用いられている複合材を、建築用に応用することも可能と思う 。

*  

以上、とりとめのない ことを述べたが、接着剤は被着体と要求 l品

質によって、組成と接着条件を変更して対応しており、今後新しく

開発される新素材に対しても適応できる接着剤の開発、または接着

方法の確立を行いたい。

( あさかわ ふ み お アイカ 工業株式会社研究開発本部研究部主任研究只)

建 築 と社会/ 1蜘 判 月号 59  



周 辺 部 材

ガラスー構造材への

可 能 性 一

松 本 猛

最近は、ひびの入 ったガラスをテープで貼 って使用しているのは

ほとんど見かけなし、。 これは、ガラス製造法の改良により、ガラス

中の異物、泡および表面の筋など、害IJ れるときの起点になるものが

非常に少なくなり、ガラスの笑用上の強度が高くな ったためである 。

1 .  ガ ラ ス の 強 度

建築に用いられるソーダライム系のガラスの強度は、 illiJ 定法によ

っても異なるが、平均的には 10
3

kg/cm' 程度である 。 しかし、ソーダ

ライム系カラスの中心成分である S i - O という給合は非常に強いも

ので、このガラスの理論強度は約 10 5  kg/ cm' と言 われている 。 この

実験強度と理論強度に 100倍の差がある理由は、 Gr iffi th 1) によれば、

カ、ラス 中に存在する Gr iffi th fl o wによ って応力集中が起こり、理論

より低い応力で破壊するためと説明されている 。Gr i ff i th flo wによ

る強度低下は、ガラス表面をフ y 酸処理して表面の傷を取り除くこ

とにより理論強度に近い強度を示すことなどから確認されている 。

また、カラスの ｦｾＩｪ はガラス椛造に本質的に存在するものではなく、

製造中および後の取り扱い中に他の固い物に接触して生じたもので

ある 。そしてこの{努 ( 目に見えないょっな小さいもの) の分布状態

によりカ、ラス強度が決定されるので、大きいガラスになればなるほ

どH]j の数が士唱え、深い{ 努のある硲率が増えるので強度が低くなると

言われている 。 このことから、ガラス表面の傷をなくすこ とができ

れば、高強度のガラスを実現できることになるが、傷のつきにくい

取り扱い方法や、保護のための表面コートなどは現実的方法として

は開発されていなし、 。 しかし、将来的には ｩｾ ｝ｪ の つ きにくいカ ‘ ラス、

傷ができてもそれカ、成長しにくいガラスが生まれる可能性はある 。

2. 構 造 材 と し て の ガ ラ ス

現在のところ、 j ; ラスを精進材として用いた例はほとんどない。

構造的に使 った例としては、サスペン ション構法 ( 商品名グラサー

ド) と呼ばれる、大板ガラスを用いて透視性の高い大型開口部を作

る構法におけるリブガラスがある 。 グラサード ( 写真一 1 ) では一般

写真一 1 グラサードの例 図一 1 グラサード S F タイプ

60 建築と社会/ 四90年 8 月号

的に最大高さ 10 mの開口部が可能であり、数は少ないが特注では約

12 mの高さまでの実績がある 。 グラサードのリブヵーラス ( 図ー 1 ) は、

カラス製のマリオンであり、広い意味での構造部材と言える 。

最近ヨーロ ッパで生まれた構法に、孔明き強化ガラスを特殊ボル

トで支持構造体に取りつける、サ ッシレスのガラスファサードを作

る構法がある 。 この織法は、ガラスを構造体として使 っているわけ

ではないが、孔部を利用して強化ガラスの強度を上手に生かした構

法で、ガラスの新しい未来を開いたものである 。

また建築の分野ではないが、自動車においては、車体の構造設計

時にカラスの寄与を計算に入れているとのことで、特にねじりに対

する剛性には 20% 程度方ラスが負担することもあるようである 。

自動車と同じように、建築物においてもガラスの剛性を期待して

設計を行 っている例として、フランスの建築家パトリ y ク ・ベルジ

ュ氏が設計を進めている日仏友好のモ ニュメントがある ( 写真一 2 )。

淡路島に建設される高さ 8 0 m、幅305m、奥行き 30 mの門のような形

をした構造物で、 4 本の柱 ( 高さ 80 m、幅18 m、奥行き 12 m ) はカ

ラスキューブ ( 2 m X 2 m X 2 m ) とカーボンファイノ〈ーロ ッ ドに

よる 3 次元メ ッシュ ( 2 m 間隔) で構成される 。柱の上にのる青銅

と集成材による碑盤の荷重と碑盤が受ける風圧による引張りなどは

カーボンロ ッ ドが受け

るが、カヲスも柱が受

けるせん断力などを受

けることになり、構造

材としてのガラスが貫長

められている 。

同様なプロジェクト

として、構造材として

のガラスと炭素繊維複

品ｾ 岨岨

P11 |  

写真一2 日仏友好のモニュメント完成予想図

合材料とを組み合わせ ( 写真縫供 日仏友好のそニ ユメン 卜日 本委貝会)

た工法を開発するために、大阪工業技術試験所を中心 として素材メ

ーカー 10社、兵庫県立工業技術センターの共同で、官民連帯共同研

究が平成 2 年度から 3 年計画で始まる予定である 。

3  新 し い 強 化 ガ ラ ス の 可 能 性

最ー近、新しい強化カラスが開発された 。 フロート板ガラスに比べ

て約 2 倍の耐風圧強度を持ちながら、割れたときの破損ノ マターンは

フロート板カ恭ラスとほぼ同様の形状になる ( 写真一 3 ) ので、高層ビ

ルなどに使われたときの安全性が増す。 H S カ、ラス ( 商品名 H S ライ

ト) と言い、現在までは建設省告示109号に規定されてはいないが、

建設省の特認で使われた例もあり 、今後増えることが予想きれる 。

写真一 3 ガラスの破損パターン(左よ' ) . H  S ライト 、フロ ト板ガラス 強化ガラス)

最後になるが、ファインなガラス分野では、カ‘ ラスに生じた傷が

成長しにくい工夫をしたガラスなどが生まれてきている 。 しかし現

在までのところ、透明なものを作るのはなかなか難しいようであり、

建築用のような大型ガラスを大量生産するシステムが開発されるの

には、もう少いl寺間を必要としている 。

文献 1)  A .  A .  G  ri ffi lh， Phi 1  Trans.  Roy.  Soc.， S eri es A， 221， 163(  1920)  

( まつ もと たけ L Jtf.l.硝子株式会社中央研究所 )



周辺部材
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ポリカーボネート板

黒 崎 昌 利

1. は じ め に

ポリカーボネート板は、建築用 途から土木 ・脱水産用資材ま で幅

広い分野に使用されており、透明な金属と呼ばれる強度と、すぐれ

た加工性、施工性が建築空間の安全化、デザイ ンの多様化に大き く

支献している 。

無機ガラスに比べ、ポリカーポネ ー ト板は 、耐衝撃性は非常にす

ぐれているが、反面、岡IJ 性が低い性 J買を有している 。大きな荷重を

受けた場合、ガラスのように破壊することはないが、大きく 、たわ

むH 性質があり、たとえば、極端に大きな風圧力を受けた場合、ポ

リカーポネート板は大きくたわみ、最悪の場合、部分的にサ ッシ か

らj悦務することがある 。 したが って、ポリカーポネート板の適正な

板厚およびシート寸法の決定は、 シートの破壊強度から計算するの

ではなく、たわみ誌の許容限度を設定して行う 。

2. 設 計 手 順 と 条 件

ポリカーボネート板は、建設省束住指発第127号の構造基準に基

づ き許容たわみを設定し、その範閤内で板厚を決定する 。

風圧または桜雪荷重のような等分布石I 重。

(非対称荷重が想定される場合、5 J 1j 途検討)

2mm豆半反厚 壬15mm。

( 防火;規制上の制約を受ける場合、8mm以下)

一 区画当たりの最大サイ ズは10m' 以下。

( 円筒板てすま、弦を含む平面への投影サ

イズが10所以下)

正方形、長方形以外の多角形板にも適用。

(外接する方形として設計)

開口昔日は不可。

「式一 1 J による 。たわみ量の計算

許容たわみ量 = 短辺/ 15以下の範囲内に

|  板厚の決定 |  お さ ま る よ う に 決 め る 。 ( 超 え る 場 合

l  は、板厚 サイズを変更する )

サ ッシ は め 込 み 、 も し く は ボ ル ト 固 定

|  固定法の検討 ト 「 で 全 周 固 定 す る こ と 。

目 」 → サ ッシ 深さの計算。

園田 α およ びβ の値

λ マ1

完全|劃定 さしi/，;" 悶定

α β  α β  

1.0 0. 23 0. 25 

l. 3  0. 27 0. 34 

長辺b/短辺a l. 5  0. 29 0. 356 0. 40 0. 415 

l. 8  0. 32 0. 47 

2. 0 0. 33 0. 52 

=t 一α( 奇;-) β

。たわ み註 (cm)

t  板厚 (cm)

ρ ー荷 量 (kgf/cm' )

a 板の短辺 (cm)

E  ポリカ ー ポネ ー ト板の ｾｊｾ 性率

(kgf/cm' )  

α  板の長短辺比によ って定まる

係数 ・完全国定 ー枠部材にポJ レトでl羽定した場合

β  板の支持条件に よって定まる ・さし込み閤定 吋 γ シなどに抑入した場合

係数

3. 機 械的 性質

3  .  1  引張 り強さ (A S T M D  638)  

一 般的に、引張り強 さとは、降伏応力 (図一 1 の の ) のことを

いう 。 この降伏応力 河川 を 境 と し て 、 材 料 は 塑 性 流 動 に よ る 変

形を起こす。 ポリカ ー ポネ ー ト板と引張り強さと i1i!L度の関係を 図 -

2 に示す。 ポリカーポネ ー ト板は耐熱性にすぐれ、 120.C において

も、引 d長り強さは 350kgf/crn'と 高い値を保持する 。

1000 

試験片

F ンベル製
800 

引張り速度 、 ｾ 、5  600 

O.5onfmin 

三)  回

歪1 I  

議400

「

ｾ Ｒ ∞＠
nr、

εy ε b  

降怯応力の=ω0→7∞kgf / 曲降伏垂( 11申ぴ)Ey=4- 8%

革断応 ｪ ｊ σ Ｇ ｢ ］ Ｖ 却 ｾ ＷＰＰｫｧ ｦＯ佃舷断歪 Ｈ 伸び Ｉ ｅ ｢］ＷＰ Ｍ Ｑ ＰＰＥ

'-.... 

トト¥

-、、 、、、

ト¥

¥ 

卜¥

- 40 0  40 80 120 160 

温 度 ( "C)

図ー 1 ポリカー ポネー ト板の 図ー2 ポリカーボヰ ート 板の

応 力 一 歪 曲 線 引 張 り 強 さ 温 度 特 性

3  .  2  幽げ強さと幽げ弾性率 ( AS T M D  790)  

ポリカーボネ ー ト板は、常温 (20.C ) では、曲げ強さは 900- 950

kgf /耐、 11t 1げ弾性率は 24. OOOkgf/ c耐て・ある 。 また、曲げ角度が8 0 -

90・に達 しても、破断しない。

3 ， 3 衝 撃強さ

ポリカーポネート板の衝撃強さ

は、アイ ゾッ ト法 (A ST M D  

256) て1ま80kg . f/ cm以上、シ ャル

ビー法( J I S K 7111) では 80- 90

kgf .  cm/ cm'てーある 。

ポリカーボネート板と他の プラ

スチ ックとの衝撃強さの比較を 図-

3 に、より使用笑態に且Il した実用

衝撃試験結果を 表ー 1 に示す。

表一 1 実用衝撃試験結果

振子式衝撃紋験

試験材料 ポリカ ーポネート 2.5mm

l X 2 m 

試験方法 材料固定方法

Ｑｭ 角 でポルト ｲｾＱ 定

m

m

m

5
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図 - 3 ポリカー ボネ ート 板 と

他材との比較

e  ( ロープ長さ)

… ート1

0

ｾｴ＠ n  

/ 20oor ，l ' "ース

1. 500 川 V

1- 4000....1 

コンクリート重量34.5kg

実用上の 検 討

衝撃エネルギーの 目安

として、高速のト ラッ

クより 10cmj! 1の石が落

下した とき のエネルギー

は5- 10kg. f . mで あ

る。ポリカ ーポネー ト

l立、こ れよりも数倫耐 。

える強度 を持っている。

e  (m)  。(・) kg .f.m 

総

'* 
ロープ長さ ロープ角度 商事エ4ル平一

3.63 30 16. 9 兵';;:;なし

3. 63 45 36. 9 災常な し

5. 00 45 50. 4 災 Ｑ［ｾＮ な し

5.00 70 86. 3 錘りのfI lが当たり破れた

3 ， 4  クリープ

プラ スチ ックに 一定の荷重をかけ、政置しておくと、変形が時間

とともに増大する 。 この現象を 「クリ ープ」 とよ ぶ。

ポリカ ー ボネート板のクリープ特性は、熱可塑性プラスチ ックの中

では最もすぐれた音11類に属し、高温下てもクリープの値は小 さい。

4. おわりに

ポリカーポネート板はさまざまな特長を持ち、とりわけ、同厚ガラ

スの数百倍といわれる耐衝撃強度により、透明材料の使用部位、使用

用途を 大 きく広げた。 さらに自由な成形性が、より多様化するデザイ

ンに対応でき、今後ますます注目される材料であると考える 。

( くろさき まさと し 円本板硝子株式会社硝子建材営業部1)

建築 と社会/ 1990年 8 月号 61  



L T E N - H T 3 3 3 6  

高層建築用鋼材の主役となった新日銀の建築構造用T MC P鋼板

ビルテン 略称 B T - H T 3 3，3 6

建築省東住指発第 133号 建設大臣材料一般認定取得

. 新日織のB U I LT E N - H T 3 3， 3 6の特徴

1. 笠宮な製造実績、使用実績に裏付けられた優

れた信頼性を誇ります。

2 . 新日銭独自のCL Cプ ロセ ス CCont i nuous On  

Li ne  Cont rol  Process ; 水冷型T MC P) によ

る高品質で安定した性能を確保しています。

3 . 盟五3な試験データに裏付けられた、優れた母

材強度特性、浴接部性古色が確保されます。

CL C段 備

- 規格記号および主な機械的性質

般類の記号 B T- H T33 B T- H T36 

板 j平(mm) 40超100以下 40紐 100以下

降伏点

また は耐力 33以上 36以上

(kgf l 耐)

引ｾ 長 強 き
50- 62 53- 65 

(kgf! 回)

降伏比 ( %) 三五 80 孟80

厚き i  厚さ 厚さ j  厚き

イ11' 試験 片 50mm以下 40mm趨 50mm以下 40mm超

び

l A号 : 4号

1l9A以号上 j:  214以号上 I  --- ----"_ ---- - -- ----，-- -- -- ----・

%  21以上: 23以上

，
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- 優れた溶接継手性能

(尖大試験によ る性能試験例)

すでに数多くの溶接部の性能試験が実施され、

8 T- HT33 ( t =100) 十字継手の実大政験

62 建築と社会/ 19卯 何 月 号

従来鏑に比べ、はるかに優れた溶接継手性能を保

持することが確認されています。例えば、板厚100

mmのB T- H T33を柱のスキ ンプ レー トにした十字

継手の笑大引張り試験では、スキ ンプレ ー トおよ

び溶接部では破断せず、優れた継手性能を有する

ことが確認されました。

- 新日織のB U I LT E N - H T 3 3， 3 6の

使用メリット

1. 板厚が40mmを超えても、母材および溶接部の

設計基単強度の低減が不安ですので、板厚40

mm以下のS M5 0 Bあるいは S M5 3 B と同 じ設計

基滋強度て' 設計で守、鋼材重量の削減による

建設コ ス トの低減が可能となります。

2 . 建築構造用として不可欠な性能である降伏比

は、 8 0 %以下を保証してい ます。

また、強度特性、 シャルビー術豊富特性につい

ては、従来鋼 CS M5 0 B，あるいは S M5 3 B) と

同等以上の優れた性能を有し ています。

3. 従来鋼よりはるかに低い炭素 当証となる化学

成分系で製造しますので、優れた溶接性を有

しています。 このため、加工された製品の信

頼性の向上が期待できます。

8 T- HT33  ( t =70) ボックス柱加工状況

- 新日識の B U I LT E N - H T 3 3， 3 6の実績

新川崎三井ピル

地主 三井不動鹿

股計 日本股剤、 目立雄 政設計

施 工 鹿島主II 段、 三 井主主設. 三 井不動産建設j V
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東京都庁新庁舎

地主 東京都

政計 It 下健三 郎rfj 挫築設計研究所

施工 大成 雄語、清水姐段、竹中工務宿、施砧辿設、大林 組などのj V

K D N街区ピル (仮称)

地 主 日本生命. 第一生命、工学院大学

設 計 日 本 設 計

地 工 清水越段、大林組. 鹿島建段、竹中工務宿、大皮姐設. 戸UI 趨設、 j V

新日鍬の建築精進用 T MC P鋼板は、位界で初め

て実用化に成功してから、すでに約20件 の高層ビ

ルに採用され、 14 ，000 トン以上の納入実絞を有し、

rT MC P鋼は新日鍬」という高いこ' 評価をいただ

いています。

⑤ 新 日 窓 製 錨 鰍 訳 書 融

干土 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2-6-3

ft 03 (242)  4111 

大 阪 支 盾 大 阪 市 北 区 中 之 島 3-2-4

ft 06 (223)  6286 ( 担当渡辺)

名古屋支庖 名古屋市中村区名駅前ト24-30

ft 052  (581)  2111 

九 州 支 庖 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3-2- 1

宮 092 (471)  2111 

中 国 支 庖 広 島 市 中 区 八 丁 堀 15- 10

合 082 (225)  5212 

札 幌 支 庖 札 幌 市 中 央 区 北 ニ 条 西 4- 1

ft O  II (222)  8260 

東 北 支 后 仙 台 市 青 葉 区 中 央 会2- lQ

ft 022 (227)  2661 

新 潟 支 后 新 潟 市 東 大 通 り 1-4-2

合 025 (246)  3111 
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鉄筋コンクリート造の『高強度化』に応える

. 高 強 度 異 形 棒 鋼 5 0 5 0 /デーコン1ネジコン⑮

・極太径異形棒鋼 064，057 ( 日本建築センタ一時B ω 1 1刊 ( 追 1 )  

・8阿

〔お問い合わせ 先〕

鉄鋼事業本部販売本部フ。ロジェク 卜部 東京( 03)218- 7205 大阪( 06)206-6308

鉄鋼事業本部生産本部スラ グ ・建材部 東京 (03) 218-6336 神戸 (078)26ト5515 ｾ警護神戸製鋼冊

特 徴

特 長

・ ｾｬＡ ｦ j邑鉄筋 S D3 0 に比 べ、 はるかに高い降伏

Ｎｉ Ｎｉｾￎ ｊ 虫 Ａ交を利用したせん断補強筋 で す

・コンク リー 卜強度に迎令レた鉄筋強 度で イI

交)J な せ んl析補強がで き ます

・せ んl析補強筋の過街化を解消し ます

・せ ん 断 補 強 筋 の ifi :. :止を軽減し、作業性が向

住 友 金 属 工 業 株 式 会 祉

大 援 軍大 阪 市 中 央 区 北 汲 f - S  - 3 3  ( 住 友 ピ ル } 〒 Sf l t t  (2四 ) S I 1 1  

，. . - 東 京 絹 千代図区大手町， ー 1 - 3( x 手セ "' > ーピル ) 〒 t 凹 o (212) 6  1  I  1  

[ 東 京 n 03(282) 6278

・お問合せ先 一 一 麗笠技術部 i 大 阪 宮 06(山 ) 5649

明 日 を ひ ら く 住 友 電 工

溶 接 閉 鎖 形 高 強 度 せ ん 断 補 強 筋

スミフープ

1  .  8000kgf/ cm'以 上の 高 い 降 伏 強 度 で か つ 溶 接可 能

2 .  ? 容機閉鎖形及びフ ッ ク 付 せ ん 断 補 強 筋

3 . せ ん 断 補 強 筋 の 峰 量化 と 過密 配 筋 の 解 消 及 び 作業 性 の 向 上

4 . 鉄 筋 コ ン ク リート 梁 柱 の せ ん 断 耐 力 及 び 拘 束 効 果 の 向 上

。 竜丸業保王 ｴｾ住友情 t 工 件 A

特 殊 線 事 業 部 営 業 部 兵 庫 県 伊 丹 市 昆 陽 北 1 ー 1 ー 1 干 664 f i  ( 0727)  72 - 2271 ( ダイヤルイン )

特 殊 線 東 京 営 業 部 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 3  - 1 2 干 107 f i  (03) 423 - 513H ダイヤルイン )

中 部支 社 特 殊 線 営 業 部 名 古 屋 市 東 区 東 桜 1 - 1  - 6  干461 f t  (052)  963 - 282H ダイヤルイン )

九 州 支 庖 福 岡 市 博 多 区 博 多 釈 前 4 - 2 - 1 〒812 f t  (092)  441- 1791 (  代 )  
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鉄骨とコンクリートの

新しい合成構造

井 上 一 朗

合成柱の概要

設計の考え方

鋼 ・コンクリ ー ト合成音11材や合成構造の剛性・

耐力を 的確に把握し、合理的な設計を行うために

必要な基本的情報は、鋼とコ ンクリートの界面に

作用する応力Ｈ支圧、 ｻｾｊ 隊、せん断 Ｉ である 。

合成柱の耐荷機構は合成梁に類似しており、合

成梁の設計概念を 一部適用することができる 。合

成梁との相違点は、 rl.l lげと同時に取11カを受けるこ

と、 2 軸 曲げ を受ける可能性があること、 4 面に

P C a板が結合されていて、音11材全長にわたって断

而性能がほぼ一定と考えられること、などである。

合成柱の所要性能として、一般化累加耐力とし

ての終局 曲げ耐力を保持し、さらに S R C柱と同等

以上の靭性を有するこ とを目標にすれば、合成柱

ここで紹介するのは、 図ー 1 に示すように鉄骨 に賦与すべき力学上の諸性能として 、次の 3 点が

柱の周辺に 4 枚のプレキャストコンクリート板 挙げられる 。

N= I QOt on 
M (t ' m)  

20 

SFRC- PCa仮合成柱

:1  f立ア

鉄骨住

- 15 

20 

図- 3 M- 8関係

( 以下P Ca板と略記) をシャコネクタで結合した (1)  Pc a板の圧縮強度が発揮されるのに十分な数 400 

合成柱と称するものである。 PC a板のジベルホー のスタ y ドが配註されていること 。

ル、お よびP C a板と柱 ・梁接合部の継ぎ目には無 (2)  Pc a板のせん断破壊や剥再! t 破峻が圧縮破壊に

収縮 ・高強度モルタルが充填される。この合成柱 先行しないこと 。
300 

についてはすで' に若干の実験的検討を行っている (3) 鉄骨柱が十分塑性化するまで' PCa板に圧壊が

ので、詳細については関連文献( 1  - 5) を参照 生じて耐力が劣化しないこと 。

されたい。 P Ca板と鉄骨柱の幽げ剛性の追いに起因する剥

工場生産される P C a板は 、特殊な材料を用いな 能力に関しては、 P Ca板とスタ ッ ド聞の剥離耐力

よl umn λ 。ロ

くても 500kg/ c m' 以上の圧縮強度が安定して保証さ に比べて小さく、設計上の支配的因子にはならな
ＱＰＰ 卜三 、 ｰｾ ＮＮＮＮ 一一一Ｚ一一 ・ Ｍ ｈ￘ ロ ー

れ、 1000kg/ c m' 級の強度も可能である。このような いことを、笑験的 . 解析的に確認している{ 山2町)

高『強虫度の P Ca板と一休化し た合成柱の剛f性生、およ P C a板の必必、要せん断強j皮J交Eおよひぴ，シヤコネクタの
M (t ' m)  

ぴ圧締耐力や曲げ耐力は、鉄骨柱に 比べて1若苦し〈 必必、要量については、合成梁の殻計手法が適用てで，き 10 15 20 

増大する 。一例として、 50∞Omm幅の角形鋼管と板厚 る。 これまてで許の実験てで、シヤコネクタには頭付き ーー一一一Uni axi al bendi ng _ . .. .  - 8i axi al  bendi ng  

10∞0伽m剛mのP C a板てe構成きれる合成柱の剥l力一世lげ スタ y ドを用いているが、こ こで問題となるのは 図- 4 銀大曲げ耐力と M- N相関降伏幽線

モーメント相l刻降伏曲線( 一般化泉加強度曲線に 在来のスタ y ドは S S 41級だけしかないことであ

*  
る。たとえば、図 ー 2 で'P Ca板の強度が750kg/ cm'相当) を 図- 2 に示す。縦軸と横紬は、鉄骨柱の

降伏軸力および全塑性モーメントで、それぞれ無

次元化されている 。 図中の点線は鉄骨柱の耐カ曲

線を表す。

の場合、 35- 70本の 194> スタ ッ ドが鉄骨柱の一面 以上述べてきた合成柱については、従来の S R C

Steel  Squar e Tube，、

2.0 

1. 5  

1. 0  

0. 5 

N/，Ny  

図 - 1

合成柱概念図

鉄骨柱 、、

0.5 

合成柱 ( Fc=750kg/an' )

合成柱 ( Fc=500kg/an' )

1. 0  1. 5  

鉄骨柱 口一500X500X32

PCa-l &]!J. :  100mm 

M/ ，M，ρ  

2. 0 

図- 2 合成柱と鉄骨柱のM - N相関降伏幽線
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に必要となる。あまりに多くて P C a板は孔だらけ 機造に比べて型枠 ・配筋作業が不安であるとか、

にな ってしまう。現在のところ、高強度コンクリ また鉄骨構造と の比較においては、耐火被磁 を兼

一トと鉄骨を結合するための適切なシャコネクタ ね、かつ下地作業が省略できるなどの利点を有し

が見当たらない。そのため、録者らは高強度 ・高 ていると考えている 。その他、鉄骨柱より出lげや

剛性スタ ッ ドの開発にも取り組んでいる (5) 。 軸カに対する耐力が大幅に増大するため、より絢l

P Ca板に要求される最も重要な力学的性能は、 長い柱で架椛を構成することも可能となろう 。 し

圧縮靭性である 。当初、鉄筋で補強した P C a 板 かし、 P Ca板の装着やモルタルの充喫方法など、

(R C - P C a板) を用いて合成柱に逆対称曲げと軸 施工方法に |刻しては未だ検討していない。 この点

力を作用させる実験を行ったが、 P C a板に早期の に関しては忌恨のないご意見を期待する次第であ

圧壌が生じて所定の曲げ耐力に到達しなかった叱 る。

続いて、鉄筋の代わりに鋼繊維 ( SF ) で補強し

たP C a板 (S F R C- PC a板) を用いて同様の実験を

行った ( 3 ぺ部材端曲げモーメント一回転角関係

の一例を 図ー 3 に示す。 この図では S F R C- P C a

合成柱、R C- P C a合成位、鉄骨柱の 3 種類の実験

結果が比較されている 。 また、すべての試験体の

最大剛げ耐力と剥I力の関係を、期h力一曲げモーメ

ント相関降伏曲線の計算他と比較して 図- 4 に示

す。

図 - 4 に明らかなように、 S FR C- PCa t涙を用

いた合成柱の最大の曲げ耐カは、すべて一般化累

加耐力を超えている 。 しかし、図 - 3に示されて

いるように、変形能力に関してはやや不満が残る 。

P C a板に要求される圧縮級性については、鋼繊維

の必要性能も含めて今後さらに笑験的 ・理論的検

討を進め、定量的評価を与える予定である 。

参考文献

( 1 ) 五十嵐定義、他鉄骨' 柱と プ レキャスト板を iffi 付 きス タ y
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図ー 1 電流の測定

図- 2 イオンの定常的集 積ー その場所 A および

B とその移行ー

十分成長している結品核を中心

にしたスケ ール ・スラッジ

スケー Jレ

止吋行大ア mJ - ¥γ

ふ以斗ふ 〆。ペヘ、

未成長の結晶綴 O 印は スケ- ) レと なる溶質成分

図- 3 管壁にスケールを作る場合他国) と結晶

核がスケ ール・スラ ッジを作 る場合 (右図)

有効マグネ y 卜

盤石本体

外筒( 銅製)

図- 4

P W Cの構造断面図

最近、ピ ル空調、給水 ・給湯、コージェネレー 炭酸ガスと金属との電気化学反応に基づく酸化作

ション等の水処理技術において、彼石を利用した 用が、その主なものとして取りあげられている 。

装世が 多数利用 されるようにな ってきた 。 異種金属' i 1 l 位差、 pH 、熱変化、塩素等々の原因

これらの設備はその長期利用 において、水によ もあるが、ここでは筆者の笑施経験と現場よりの

る腐食やスケール発生とい った、装置の効率や奔 結果から述べることとする 。

命を低下させるトラブルに見舞われる宿命にある 1  循環系冷却水の場合 炭酸カルシュームの

ため 、従来より薬品注入や洗浄によ って対策が取 スラ ッジ粉体が非常に薄い防食被膜を形成し、 |坊

られてきた 。薬品注入は消耗品であり、 排水上は 食している 。 これは管内表面上にその表面の粗さ

公害の恐れもあり、その利用 においては専門的知 の凹凸面にひ っかか って乗 っているだけであり、

識を必要とし、洗浄もほとんどは専門業者によ っ 軟質で、水流で流れるため、厚〈スケールとな っ

て定期的に行われる必要がある 。 て成長しない形状( 被膜状) となっている 。

こうした専門知識を不要とし、かつまた 衛生上 2  循環系密閉温水回路の場合 水の濃縮が少

安全で公害の心配もない磁気処理器を取り 付ける なく、赤錆色の循環水の中の鉄分が還元され、黒

ことにより 、防食 ・スケール対策を行うという技 色のマグネタイト (Fe，O.) の| 功食被膜 の 形 成 が

術が受け入れられ、普及してきている 。 ノマイプ内に起こる 。 これは、磁気処理において 、

水中の溶存駿素の低下 ( 脱ガス) 作用が起き、水

の酸化還元電位 ( 0 R  P ) が変化するからである

磁気処理の基本的な原浬

「水の磁気処理」というソ 速の学術論文が 日本 と考える 。

語訳で出版 され 、特に注 目を集め るところとなり 、 3  . 飲料水の場合 水は一過性であるため、循

多くの学者や専門家がこの分野に参入し、事笑関 環時のように何回も磁気処理内を通過しない。 そ

係のテストや硲認が行われた 。それと平行して多 のため前記 l 、 2 の効果の出るのが遅〈、赤水対

くの業者が商品の発売を 行い、ともに多くの特許 策効果としては 6 ヵ月 以上数年にわたる場合が多

申請が行われ 、その一部はすでに特許となってい い。 したがって赤水が出てから取り付けるより、

る。 出る前か新設の設計時にこうした対策器を設置し

しかしながら基本的な原理は、現在も追求分野 て、 腐食 スピー ドを落として装置の寿命を延ばす

として世界 で残されている 。 それは、水は 非常に という基本的な考え方をすべきであると考える 。

複雑な物質であり、さらに各種装置の複雑性や材 ノぐクテリヤや穣類の発生がスライムの発生の原

質等がすべてからまり合って変化 し、彬響を与え 因となり、腐食が進行する場合もある 。 こうした

るからである 。 原因に対しては、発生電流による細菌類の感電死

最ー近になり、アメリカのプ ッシュ 博士により磁 といった考え方や、水中でのイオン凝集沈澱作用

気装置が電流 . ｾ ｉｬ 圧を発生させていることが測定 の促進による水中栄養素の低下、および脱ガス作

されるに至り、彼気処理器は電磁 処理 器 とまで言 周による呼吸困難とい った考えがとられている 。

われるようにな った。「 すなわち強力な磁場に対 最後に、世界で最も強力な磁場を有するポーラ

して垂直に導電性のある水 ( 不純物を含む水 ) が ーウォーター ・コンディショナー ( P W C ) を紹

流れるときその磁場の強さと流速に比例して、フ 介する 。 この処理器は、 6000ガウスという強力な

ァラデーの電磁誘動の法 QIJ に従い 旦こ と ぷ 法が 酬 を 水 処 辺 部 分 の ギ ャ ッI t こ有する 。その構造

働 い て 悪 霊 立 思 態 以 法 ム ヰ 忍 よ 主 主 忍 ま 患 を図- 4 に示す。 この装置に標準流速 2 m/ s で

奴思吸法以 肥込ム ｾ乙乏症怨 通水するだけで良 〈、循環系の場合 li ; 1イン パ イ

えとA Z 3翌 史 込 成 虫 双 差 担 は 鰻 プの上にコの字劃こノぐイパスして 2 0 %程度通すだ

し、結晶界面'1 1 I 位の低下により水に流れるスラ y

ジを 作り、管内に スケールとして付指する のを 防

止する」という理論である 。

図一 1 に磁気処理器により測定された電流値、

図- 2 に磁気処理器内通過における正負イオンの

分流と衝突、 図- 3 に処理し ないときのスケール

付着状況と処理した場合の流れるスラ ッジの様子

を示す。

磁気処理 した水は、古いスケールやサビを溶解

流出させる作用がある 。 これは上記のイオンの衝

けで良い 。処理部の磁場面積はパイプ口径に等し

く設計 されているので圧 力低下もな く、安心して

装着できる 。使用寿命は 15- 25年ぐらいの使用に

耐える 。

おわりに

本稿を舎くにあたり、ソ速の 「水の磁気処理」、

「磁気の効果と応用資料集 j ( ベル教育システム発

行) 、米国の K . W.  Bus h論文 ( 東京ガス訳) 、ポー

ラー技術資料等を参考とした 。

突→水中 での結晶化、その後のイオン分流の流れ 昨年は、このような処理署まの業者が集まり、学

のと ころでは「イオンの希薄化が起こり、付着ス 者を交えての勉強会と正しい普及をめざして、

ケールの水への j容解性増加現象が起こることによ

る」と考えられている 。 これらを称して、 ホスケ

ール防除作用。 と呼ばれている 。

禽食の原因と磁気処理の効果

腐食対策として の効果については、飲料水の赤

水対策として利用されたことにより、急にクロー

ズア ップされてきたことによる 。

腐食の原因に、水中での j容存ガスとして酸素や

「新 水処理技術協会」が発足した 。 この よ うに 水

に関する多くのセミナーや研究者の集まりが生ま

れつつあり、今まで理解し難いと 言われてきてい

る磁気式水処理装置に関する社会的認知を得られ

ることを期待するものである 。

( 村にし と し 叫 新水処理技術協会代表理事 ¥ 
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1 7 7  

湧水処理パネル

“ せせらぎ"

鹿川 義和

1 “ せせらぎ" 工法とは

建 物 の 基 礎 椛 造 に お い て 、 面.t圧 雄、基 礎 、 地中

栄 、 上 部 ス ラ プ て寸梓成 され る従来のし、わゆる 二 重

ス ラ プ機 造に代 え て 、 基 礎梢 造 として必要なコン

ク リー トの j亨 み と 鉄 筋 量 を 持 つ 7 ，，/ トスラプを構

築 し 、 こ の 上 に プ ラ ス チ y ク製の i珂; j ( 処理パネノレ

“せ せ ら ぎ" を 敷 き 並 べ 、 床 コ ン クリ ー トを打設

して、 7 γ ト ス ラ プ と の 問 に こ れ ま で の i! l i 水ピ ン

トに代わる湧水処理府を形成する」ー法である 。

従来の基礎桃造て' ある 二 重 ス ラ プ榊 造 は 、地 <1"

梁 に 代 表 さ れ る 鉄 筋 の 組 立 が 複 雑 で 多 く のH寺IHj を

要 し 、 ま た 型 枠 工 事 最 も 多 く 組 立 解体 に 手fiJ] が か

か り工 j 伺が の び が ち と な る 。 また大型ユ;τ ]'. てe は J也

'1' 梁 の成 も 大 き く な り、床I 1f . 1 l 1  ｊｾｾ か らの 二 重ピ ッ

トへの転様、 解体約十日l侍の酸欠 'F 放 な ど 、 安 全 1m

からも 好 まし い と は 言 え な い。

これに 比べ て 7 ン トス ラ プ榊 巡の 基 礎 は 、 鉄 筋

の 組 立 が 単 純 で 、 製 枠 工 事 最 も 大 rll に削 減 され、

」二程 上 か ら も 安 全 上 か ら も 好 ま し い。従 がって構

造 検 討 の 結 来 可 能 で あ れ ば 、 基 礎 梢j立を 7 ッ トス

ラ プ構 造 と し 、 そ の 7 ッ トス ラ プ 上 のi勇水の処 理II

) i 法としてこの初水処理ノ マネ ル "せ せ ら ぎ " を 使

う せ せ ら ぎ 工 法 の 採 用 か 望 ま れ る 。

せ せ ら ぎ 工 法

従 来 の 二 重 ス ラ ブ 工 法

m
ω
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2 “ せせらき刊 の 仕 機

1男水処理ノマネノレ“ せせらぎ" は 、 ポ リスチレン

樹 脂 を 下 直iに 円 筒 形の 多 数 のi止を 持 た せ る 形 に プ

レス成形したもので、部材の! 写みは 2 mm、 平 而 寸

法は500mmX 500m札 口 さは 40mmを様t悼とするが、

大 量 湧 水 が 予 想 さ れ る 場 合 の た め に 向 き が70mmの

タイプもある 。 パネノレの上而周辺部はすべてパネ

ノレがかみ令 って 連 続 す る 様 に 二 辺 がLIJ 状 、他 の 二

辺が鴻状の折り返しがついており、パネノレのー 附

に つ い た 矢 印 の 方 向 を 合 わ せ て 敷 き 必 べ る と お 互

い の 上 而 周 囲 が う ま く か み 合 う よ う に な っている 。

500 

ロ

ロ

凶

3 “ せせらぎ" の施工( 敷き並べ)

建 物 の 地 下 室 内 部 に は 、 外 唱 の 打 ち 継 ぎ 、 コ ン

クリートのひび ｾ ｉｾｭ れ部などから地下水の漏水が考

え ら れ、 マ ッ トス ラ プ機 i笠の地礎の場令にはこの

漏水( 湧水) が- < " '/ トスラプヒにたまることにな

る。 この 1男 水 を 集 中 桝 ( ピ ッ ト) に持くために、

7 "/ トスラプと後打コ ン ク リ ー ト の 聞 に せ せ ら ぎ

を 配 置 さ せ る わ け で あ る が 、 こ の せ せ ら ぎ を 胞 工

す る 上 で の ポ イ ン トは次の通りである 。

① 7 ' ' / トスラブのコ ン クリ ー 卜には、スラプ上聞

に 1/ 200程度の勾配をつけ、せせらぎの下を流れる

湖 水 が 排 水 ピ ン トにスムー ズ に 持 か れ る よ う に す

る。

②-: ; ?' /' トス ラ ブ 上 に せ せ ら ぎ を 敷 き 民 べ る 施 工l時

期 は、 地 下の躯体工事が終わり、" ? " '/ トスラプ上

が清掃されたあとが良し、。 地 下 の外 壁や 打 継 ぎか

ら 漏 水 が あ れ ば 、 そ の 止 水 処 理l を し て 、 地 下 に は

漏水のないことを確認した上て' 敷き，11 < べることが

虫 ま し い。

③ 敷 き 並 べ 終 端 、 壁 や 位 な ど の 、 基 本 サ イ ズ で は

納 ま ら な い 寸 法 ( 役 物 ) の )J II.J 二は ハ ン ドカ ッター

で切 断 加工 す る 。

⑥ せ せ ら ぎ 上 に は あ と 打 ち コ ン クリ ー トのひび出j

れ防止のため、鉄筋あるいはウエノレドメ ッシュ を

自己筋し、あと打ちコ ン クリ ー トを打殺する 。

外 壁 際の 納まり

ブロ ック

メゴ 地下外壁

. ， ，  ，← 「 寸 「 寸 r l

U

..-1 

一一一ーー-Ｎ￟ＺＧｾ 山ＧＡＮＮ .... ..，.A  ..，. _  :. - . ; : ; . サ小ーで山由_ . ー

_:-- -...，. -"".;;--:ζ 匂 ーユーー デ‘ " ' : ' " _-

せ せ ら ぎ ＮＢｲＺｾ＠ ｾ＠

マッ トスラブ 匂三

②壁まわりの寸法鯛整

4 “ せせらぎ" 工法採用の効果

せせらぎで湖水を処理することにより、 7 γ ト

ス ラ プ構 造の 基 礎 が可 能 と な る た め 、 従 来 の二 重

ス ラ プ構 造に 比べ て 次 の 様 な 効 栄 がJUJ 待 される 。

① 線切 底が 上 が り、娘削祉、残ーl二処分輩、 山安!壁

間 積 、 水 替 'lf な ど がi成る 。

② 基 礎 型 枠 工 事 量 が 大 巾に i成る 。

③ 複 雑 な 地中梁形状の西己筋がなくなり、酉己筋作業

が 単 純化 される 。

④ 従 来 の二 重 ピ y ト が な く な り 、 床 の 開 LJ 部 がな

くなるので安全性が向上する 。

⑤ 基 礎 工 事 工JUJ の 短 絡 が は か れ る 。

⑥ 地 下 の 床 ・外壁 打 継 ぎ昔11か ら の 漏Aくがあれば、

その止水処泣をした上でるせせらぎを敷き込むので

地 下室 内 へ の 湖 水 を 防 ぐ こ と が で き る 。

以 上 の よ う に 多 く の メ リ ッ トが生まれるが、。I

に も 増 し て 昨 今 の 労 務 不 足 の な か 、 鉄 筋 ・型 枠 労

務 iii: を 大巾に 削 減し、基礎工司王の -U Eを短縮する

列j 来が大きし、。 今 後 大 い に JUJ 待 して H い工法と 言

えよう 。

( ひろかわ よしかず/ 阿部株式会社)



建 築 家 ・ 谷 山 隆 を 悼 むー その人柄と業績

富 樫 穎

放 谷 山 隆 氏

去る 4 月15 日、我が友 ・谷山陵がジョギ ング中

突然倒れ、帰らぬ人とな った。私は広島出張中に

彼の言卜報を聞き、我が耳を疑 った。 ホノルルマラ

ソンを完走までした男が何故なのか、と思、 った。

享年48オ、私と同い年の彼の死は、格別に胸が

痛んだ。

彼は昭和42年にコ ンコード建築設計事務所を開

設し、建築家としての道を歩き 始め た。私が大阪

市立大学に赴任したのはその 2 年後の昭和44年の

ことである 。当時関西には新建築家集団 (NA C)

という建築運動団体があり、私の講座の上林教授

がその委貝長をしていた関係で私も N ACの活動

に参加した。そこで谷山隆と出会い、以来喜怒哀

楽を共にするつきあいが始ま った。

苦労を共にした彼との最初の仕事は、 NA Cなど

各地の建築運動団体を全国的に統合して新建築家

技術者集団 (新建) をつくることであ った。新建

は昭和45年に発足し、その年に大阪支部も設立さ

れた。以来、彼は大阪支部の中心的な活動家とし

て地域に 根ざした各種の建築運動に取り組み、会

員の圧倒的な支持を得て支部代表幹事の任に着いた。

彼が取り組んだ多くの建築運動の中で、とりわ

け中之島を守る運動は、歴史に残る特筆すべきこ

とであると思う 。いまでこそ中之島を守る運動は

世論の支持を得ているが、始めの頃はま ったくそ

うではなか った。当時の彼の闘いの場は二つあ っ

た。一つは建築士会青年部の場であり、青年部と

して中之島保全の決議を決定させた。彼に言わせ

れば、この決議には士会の上層部からの圧力がか

かり 、孤立無援の闘いであったという 。 もう一つ

の彼の活動の場は、新建大阪支部であ った。支部

の若い会員は市庁舎の汚れた石壁を洗いに行くと

いったユニークなデモンストレーショ ンを行うな

ど、支部を挙げて 中之島を守る運動に取り組んで

いた。だが、それも当時は孤軍奮闘の闘いであ っ

た。 このよ うな運動の中から中之島祭りが生まれ、 のは 「住まいと街なみ設計研究所」の一連の仕事

中之鳥の保全を当然のこととする今日の世論が生 である 。私はかつてある不動産情報誌に、建売住

まれてい ったのである 。 宅も個々の住宅だけでなく街としての グ レード

だが、結果的には市庁舎は建て替えられること ア y プをはからなければ売れなくなる、という主

にな った。 旧市庁舎の裏に新市庁舎の第一期工事 旨のことを響いた。 それを読んだあるディベロ ッ

分が完成し、旧市庁舎は取り壊されることが目前 パーが私の研究室を訪ね、 1000戸の住宅地の街な

に迫 っていた頃のことである 。 それに対しても、 み設計を頼みにきたのである 。私は早速彼と相談

彼は建築家として粘り強い闘いを行っている 。 旧 して 「住まいと街なみ設計研究所」 を設立し、彼

市庁舎のコア部分をメモリアルホ ールとして修景 にチーフにな ってもら って一連の仕事に取り組ん

保全し、その前に旧市庁舎の柱を列柱として残し だ。雛壇造成されたばかりの更地にどの様な街を

た広場をつくる、という提案 (r建築とまちづ くり 」

1982年 8 月号) がそれである 。 この提案は良識あ

る人々の納得と共感を呼び、マスコ ミも大きく取

り上げた。だが、 H寺が遅すぎたためか、市民運動

が形成される問もないままに旧市庁舎の取り壊し

は強行きれることにな った。

このような彼の行動を振り返ると、最後の最後

まで正義の旗を 降ろす ことを諦めない、粘り強い

正義の人であ ったといえる 。 しかも、猪突猛進の

エネルギーを持 った正義の人であ った。だからこ

そ、多くの人に愛され、多くの若者の支持を得て

し、 fこ。

そのことは彼の仕事ぶりにも現われている 。私

は彼とチームを組んでいくつかのプロ ジェ クトに

取り組んできたが、彼の前向きのエネルギーには

いつも啓発されていた。

これらのプロジェクトの中でも特に思い出深い

つくるべきかが問題であ ったが、私の提案で「白」

のイメージで作業を進めることになり、街の名 前

も 「ホワイトヒル」とすることが決ま った。 その

結果、彼の手によ って真っ白な建売住宅街が出現

した。 こまでにない 「白」にディベロ γ パーは難

色を示したが、住宅不況のさなかにもかかわらず、

結果は即日完売の好成績であ った。 これも彼の

テ' ィベロ γ パーに対する強力な説得力があ ったな

ればこそのことであ った。

こうして振 り返れば彼 との思い 出は尽きない。

しかし、振り返 ってばかりいては彼に 叱 られる 。

好景気の波に乗 って建築界が大きく変わろうとし

ている今日、彼の残してくれた 「正義の建築」の

旗を高〈掲げなおすことこそ残された私達の責務

であろうと思う 。 そのことを誓 って、我が友 ・谷

山隆の冥福を祈る 。

( とがし さとし/ 大阪市立大学生活科学部教授)

谷山氏を偲んで行われた追悼会
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第 2 回児童彫刻アイデア国際コンクール 兵庫県立こどもの

館 で 実 施

「病院建築に関する研修会」

開 催

兵庫県立こともの館 ( 設計監理安藤忠雄建築 の 子 供 ( 個人 またはク、ループ) (社 ) 1: 1本病院建築協会の今年の研修会は“ ア

研 究所+ 兵庫県都市住宅部) は 昨年 H Iに完成。 応募方法 B4 サ イズ (25.4cm x  36. 4cm) の画用紙 メニティー " をテーマに、第 l 日は外来診療、第 2

兵庫県の「世界のこども彫刻の杜」整イ11[ :凶昨恕に基 を使用。 1 人 3点まで。未発表のもの 日は入院診察を中心に、下記のとおり開催される 。

づく 「第 l 園児童彫刻アイデア国|努コ ンクール」 に限る 。応募作品は I 点ごとに 、作品

*  

に寄せられ入選したフランスのア ン トニ ン ・グヨ の題名、意図説明、住所 ・氏名 ・年齢 ・ ぷ三ス泳
却J 1990年 9 月7 日幽 . 8 日出

ンちゃん (応募時 5 歳) の 「恐竜 J (写真参! 則 、 生年月日 ・性別 ・電話番号 ・学校名 ・ dZス'" 場 明 治 大 学 会 館 8F

飯島 j問ちゃん (同10歳 ) の 「ピラミ ッ ド」、美馬一 学年を記入する 。 (東京都千代田区神田駿河台 1- 1  )  

王ちゃん (同 6歳) の 「かえるのおじさん」のア 応募締切 1991年 1 月31日附必着。郵送に限る 。 AιE 貝 150名 (定員になり次第締切り )

イデア 3 点が彫刻として設置され、子供たちの人 審 査 只 元氷定正 (画家) dzzh三h  Yt 日本病院建築協会会員24，000円

気の的にな っている 。 新宮 普 (彫刻家) 一般32，000円 (資未村叱 ・懇親会費)

2 年を l サイクル ( 1年目は彫刻のアイデア原 安藤忠雄 (建築家) 申 込 先 日本病院建築協会

画募集と審査、 2年目は彫刻制作と除幕式 ・表彰 審 査 発 表 審 査1991年 2 丹、発表1991年 2 月 T EL  03-453-9904 

式) とし、 2 回目のアイデア募集となる今年は、 表 彰 入 選10点 (1't状 ・楯を贈呈) 干108 東京都港区芝 5-26-20  

下記要領で第 2 回児童彫刻アイデア国際コ ンクー このうち 3 点を選んで、兵庫県立こど ・9 月 7 日 「外来診療とアメニティー」

ルが行われる 。 もの館から専 門家に彫刻の市Ij 作を依頼。 ・シンポジウム 「外来におけるアメニティー」

*  応募宛先兵庫県立こどもの館 一一大場Hl J夫 (司会・共同建築設計事務所) /今井

募集作品 屋外 に設置する彫刻のアイデアを絵で 干671-22 兵庫県姫路市桜山湖畔 澄 (諏訪中央病院名誉院長) / 西川潔 (筑波大学) /

表現し たもの。 電話 0792-67- 1153 究和夫( 東北学院大学) / 今井正次 ( 三重大学)

募集資格 1990年 4 月 l 日時点 て.18歳未満の世界 主 催 兵 庫 県 ・最新l突療講義「米国における医療制度改革とアン

アン トニ ン グヨン ちゃんの原画 「恐竜」

第5回国際デザイン・コンペテ第1回「ニュービルデ: ィング&

イション作品募集 ビジネススペース ' 91J 開 催

ビュラト リー・サージャリー」 山内裕雄 ( 順天

堂大学医学部付属順天堂医院院長)

・9 月 8 日 「入院治療とアメニティー」

・シンポジウム 「入院におけるアメニティー」

一一栗原嘉一郎 (司会 ・筑波大学) / 岡堂哲雄 (文

教大学人間科学音11) /加藤尚美 (東京都立医療技術

短期大学) /松本啓俊 (東北大学) /上野淳 (来京都

立大学)

・ トピ ック解説 「ホスピスの実際」

一一世藤義雄 (数世箪清瀬病院院長)

・最新医療言品義 「外科治療における医療機恭の進

歩」 森岡恭彦 ( 元東京大学医学部付属病院長)

「国際パブリックデ、ザ、インフェ

アNAGOYA' 90J

。甘) 国際デザイン交流協会 (佐治敬三会長) は、 通称 「ニュービルデインクー関西 '91J は (社) 日 国際パプリ y クデザインフェア NAGOY A'90

「第 5 回同際デザイン ・コンペティシ ョン 」の応 本能率協会の主催て 1991年 2 月にマイドームお 開催委員会 (構成団体愛知県、名古屋市、名古

募要項を発表し、全世界のグラフィ ックから建築 ・ おさかでIjfHl i される 。 屋商工会議所ほか) は 、公共スペースのデザイン

環境まで広範囲にわたるデザイナーなど側人 また 本催しは展示会とシンポジウムからな り、展示 について社会的関心 を高め、 理解 を深めることを

はグループによる応募登録の受付 を開始 した。 会では従来のハー ド志向型の展示会から脱却し、 目的として、 '88年に引き続き、 2 回目 の国際パブ

1983年以来隔年にヰ子われて、第 5 巨lのテー 7 は オフィ スに働〈人の立場にた ったソフト提案型を リックデザイ ンフェアを 開催する 。

「土 TerraJ。応募登録締切は 10月31日。 め さf している 。 シンポジウムでは、近未来ビル、 *  

*  オフィスについても 言及する予定であり、企業経 会 JtJ l 1990年 11 月 7 日制- 11 日(日)

応 募 人間にと っての土の存在を問い直し、土 営者と建築関係者とのピル、オフィスに関する情 会 場 名 古 屋・吹上ホ ール (名古屋市判、企業銀興会館)

をめぐるさま ざまな問題やフ ロジェ クト 報交流、これらの新しいビル、オフ ィスへの提言 名古屋市千種区吹上 2- 6- 3

をとりあげた、新鮮で深い洞察をも った をめざして、運営委員会 (委員長 足立孝大阪大 ・国際パブリ ック デザイ ン展

未発表作品。 日本語または英語を使用。 学名誉教授) 、企画委員会 (委員長 山口重之京都 ・国際パ プリ ンクデザイ ンコンペティシ ョン

審 査 予備審査 ( スライドによる ) 1991年 2 月。 工芸繊維大学教授) で企画中である 。 ・世界の街か どコンテスト入賞 ・入選作品展示

本審査 (予備審査を通過した作品を パネ *  以上、入場料 大人600円 ( 当日 700阿)

ル、模型または実物で審査) 1991年 7 月。 会 期 1991年 2 月25日(月)- 2 月28日附 ・国際パブリ ックデザイ ンシンポジウム

賃 金 総 額80，000米ドル 会 場 7 イドームおおさか (大阪市 中央区) 11月 8 日 開 催 参 加 料6000円

登 録 1000円分の切手をそえて (受録料) 、登録 展 示 会 インテリジェ ン ト化、アメニティー化 ・デザイ ンウォ γ チ ング

申請書を国際デザイ ン交流協会 (大阪市 のための建築関連技術、ンステム ・機器 11月 7 日開催 参 加 料3000円

北区梅田 1- 3  - 1  -800) へ送付のこと 。 ンンポジウム 基調講演と 10セ ッション 詳細は開催委貝会事務局 (052-202- 1100) へ。

6 8  建築 と社会/ 1999' 日 J P;



I NF ORMAT I ON お知らせ E

資料・情報提供のお願い

兵庫県立自然系博物館( 仮称)

兵庫県では、平成 4 年10月のオープンをめざし

て、県立自然系博物館( 仮称) の設立準備をすすめ

ている 。同博物館は、新しい コンセプトとして、

地球規模の環境問題 をはじめとする今 目的諜題に

総合的に取り組む研究機関、そして普及教育のセ

ンターとして注目されている 。

特色のある機能としてはつぎのとおり 。

・関かれた1等物館

内外の大学など研究機関と連携して、研究者や

留学生の受け入れ、共同研究の笑施、学術研究シ

ンポジウムなどの学術交流を進める 。あわせて、

環境教育の拠点としての体制を図る 。

・情報発信基地としての博物情報館

情報発信機能を含めた情報セ ンターとしての要

求に応じ、「ストックアンドフロー」の考え方にも

とづき、 一般の方々に環境情報を提供することの

できるデータパンクを博物館の 中核機能として位

置づけている 。

. 環境計画を行うシンクタンク

提言、 助言など地域環境に対する計画を行うシ

ンクタンク機能の整備を図る 。その中には、絶滅

の危機に瀕する生物を保護し回復するための、

ジーンノ〈ンク( 逃伝子保存) をそなえた遺伝資源研

究機能を含んでいる 。

・居住環境研究

生態学や自然環境に対する研究成果を踏まえた

上で、将来の居住環境のあり方を追求する居住環

境研究機能を務備する 。

以上のような目的に実現をめざしているが、そ

の中ても者11市環境に関連する展示、 f; l境情報に関

するデータベース作成にあたっては、必要とされ

る基礎資料の収集に多くの方々の協力が不可欠と

なる 。

そこで、過去および現在の地域、都市、建築、

造園、京鋭、公園、緑地などに関する文献、絵画

などを所有されている方、また、その所在などに

ついての情報をおもちの方がおられたら、同博物

館では、連絡を待 っているとのこと。

. 連絡先

干650 神戸市中央区下 山手通 5 - 10- 1  

兵庫県教育委員会社会教育 ・文化財謀

兵庫県立自然系博物館設立準備容

TEL 078- 322- 0535 

F AX078- 362- 3927 

担 当 中 瀬 勲 (緑地計画)

田原直樹( 環境工学)

シンポ「わがまちの再生を語る」

一 一建築学会

. 日本建築学会住宅部会1990年度連続シンポジウ

る( 関西風のまちづくり ) J

. と き 1990年 9 月22 日( 土) 13: 30- 17: 00 

・ ところ 大阪府立労働センター 5 F 視総党室

(T EL 06- 942- 0001)  

地下鉄 「天満橋」駅下車北浜方向へ徒

歩 5 分

・第 l 音11コーテe ィネータからの報告

1. 占者11のまちのリニ ューア ル( 奈良市奈良町)

木原勝彬( 奈良まちづくりセンター)

2 .  コーポ住宅で盛り場の再生( 神戸市新開地)

高 凹 昇 (CO M計画研究所)

3. 共同建替えによる木貸住宅地区の更新( 門

真市朝日 町) 真野 1' . . ¥‘ ( 真野まちづく り研究

所)

・第 2 昔11パネルディスカ y ション「わがまちの再

生を語る」
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広原盛明( 京都府立大学)

近野正男( 大阪府)

参 加 賀 学会員、学生500円 (当 日会場にて)

一般 1，000円 ( "  )  

申込方法および問い合わせ

ハガキにて下記へ郵送( 先制l頂100名定員)

干550 大阪市西区靭本町 1- 8 - 4 大阪科学技術

センター内

( 社) 日本建築学会近畿支部住宅部会連続シンポジ

ウム係

デザイン・コンペ大阪 - 90

一一( 財)大阪デザインセンター

( 財) 大阪デザインセンターでは、創立30周年を記念

して、優秀商品のデザイン開発、優秀なデザイナー

の育成を目的としたデザインコンペを 開催する 。

今回は21世紀を担う子供達を対象としたもので、

作品募集の課題は 「自然としたしむ子供の遊具 ・

用具」。

・審査委員

大森重志( デザインディレクター)

喜多俊之( デザインク リエイター)

木村一男( デザインプロモーター)

森 山明子( エディター)

古川向教( デザインアドバイザー)

他

・11:

記念コンペ大賞賞状および削質

問優秀賞賞状および高II1t

同佳作 同

同奨励賞ー 同

150万円 1 点

60万円 2 点

15万円 3 点

2 万円若干

ム 1990年代ハウジングのニュートレンドを説 ※ 入1 1 : 作品に係わる諸権利は、出品者 (応募者) に

む一一第 3 回シンポジウム「わがまちの再生を語 帰属する 。但し 、実施するについての権利は、

主催者が優先保持し、企業等が商品化を希望す

る場合は出品者( 応募者) と話し合いを行う 。

・応募受付

1990年 9 月17 日明) - 19 日制10: 00- 17:  00 

. 発表 ・表彰 ・公開

発 表 1990年10月中旬予定

表 彰 1990年10月下旬予定

公|刻展示 。日) 大阪デザインセンター展示場

1990年10月下旬予定

デザインフェア OS A K A'91会場内

1991年 2 月中旬予定

- 主催

デザインコンペ大阪運営委員会

〈椛成〉大阪府、大阪市、大阪商工会議所

側大阪デザインセンター

. 後援

通商産業省( 予定) 他

・応募申込み・問い合わせ先

事務局側大阪デザインセンター業務部

大阪市中央区船場中央 2 - 1 ・4 ・208

干541 船場センタ ーピル 4 号館 2 F  

T EL 06-262- 5661 

F AX 06-262- 5665 

「坐国代13集」発刊

一 一 国代耐火工業所

このほど鮒国代耐火工業所より、建築文化誌「坐

国代13集」が発刊された。1974年に第 l 集を創刊

して以来好評を続け、今回の 13集発刊の運びと

なった。

内容は、同社の建築用レ ンガを使用した優れた

建築の写真を中心に構成され、建築文化にI刻する

記事、コラムも盛り込まれている 。頒価は 5，500円

で売り上げ金額は、すべて甑害による被害を受け

ている「モへンジョダロ i立跡」の保存基金として、

保存運動機関に寄付される。

. 問い合わせ先

〒110 東京都台東区上野 1 - 10- 10

側国代耐火工業所東京支庖

営業本音11企画書I l 担当 梁 、 飯 田

TEL 03- 839- 9246 

「坐国代13集」
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平 成 2 年 度 ・ 第 1 回 若 い 会 員 の 集 い

神戸女学院と

E均一リズめ住宅を訪ねる

一憧れのキャンノ ぐスを散策一

レ ポ ー ト

神戸女学院とウ♂オーリズの住宅を訪ねる ー憧れ

のキャンパスを散索ー と題した見学会は、 7 月14

日出盛会のうちに終7 した 。 当初予定の25名に対

し96名の応募があり、午前と午後の 2 回に分けた

が、午前中 27名、午後51名の参加があ った。午前

の部については神戸女学院のみの見学、午後の部

については神戸女学院見学の後、撃手日大学、関西

学院大学へと廃り沢山の見学会であ った。

阪急門戸厄神駅集合の後、徒歩 10分、神戸女学

院正門へ到着。諮問i の山形先生より門扉が戦時中

の没収の後、数年前にウォーリズの図面を誌に復

元されたとの説明を受けた 。

急、な坂道を登 って行くと、 中世の修道院患Lの増

築音11を持つ音楽館が見えて来た 。 旧館から増築音11

への通路のト ンプライト 、練習室 、円筒形の階段

室 、練習室から屋外へ降りる階段等、現在のー粒

社ウォーリズ建築事務所が粋を尽くしたという 。

音楽館 をかたわらに 、シダの生えそろ った坂道

を登っていくと、ディフォレスト記念館 ( 大学事

務局Ｉに突き当って丘の上に う ｾｦ < 。 この丘の上に

神 戸女学院の26の建物のほとんどが有る 。

さらに、 中央部に三位一体を型取 った池を持つ

シェークスピアガーデンと名付けられたお花畑の

横を通 って、本館の理事室へと向う 。

理事室は普段は入れないため、昔生徒だ った私

も一度も入ったことがなか った。本館には、朝の

礼拝やクリスマスミサなど大変利用頻度の高い講

堂、早朝礼拝をするソールチャペル等、生徒や学

生が多数訪れる施設があるが、理事室への階段は、

いつもはホ ル手前でクローズドにな っている為、

近寄れない部分とな っている 。ただ、講堂の舞台上

部に上がれるメンテナンス用階段を登ると、何か

部屋があると解かるため、以前から好奇心を持 っ

ていた 。 今日初めてそこに上が ってみると、中庭

が見おろせ 、音11屋の奥には 7 ントルピースがあ り、

開明器具など工夫されたものがあ り、伝統のある

学校になかなかふさわしい昔11屋である 。 そして、

そこへ登る階段は圧巻だ った。

型事室では神戸女学院建設当時のヴォーリズの

状 況、工夫など概略の説明を 山形先生よ りお聞 き

した 。

山形先生によると、ウ' ォーリズは、昭和 2 年から

昭和 4 年に関西学院大学、続いて聖和大学を設計

しており、 神戸女学院は昭和 4 年から 6 年の設計

となり、甲山から 地 形的にもま容がる - ，阜の学校建

築の最後をしめくく っているとのことである 。

建築様式は、関西学院とも共通するスパニ ッシ

ユ・ミッション ・スタイルを基調とし、中庭形式と

しているが、アラベスク文機の飾り: 容や飾り手摺

を用い部分的な華やかさと彩りを与えたり 、外観

70 控集と 社 全 ハ 蜘 年 8 H' . } 

には下層部に渋味のあるスクラ y チタイルを娠り、

格調高〈優雅なイメージを与えている 。 また、こ

うしたタイルや内装のトラノ、ーチンなどは、タイ

ルについては使用範囲の限定、トラパーチンにつ

いては、上部の手の届かない部分についてはペイ

ントワーク、擬石の使用等、ローコスト化を画 っ

ている 。

施設配置に注目すると 、先粧の中庭形式を構成

する大学施設と講堂等の 中心施設1伴、規模の大き

な中高等学部施設、運動場 、 ドメスティ y クな寄

宿舎 ・宣教師館等の居住施 設群、そして入口の音

限られたスペースに独立した機能を持つ多数の

部屋を取る方法にも、圧巻のものがある 。例えば

先程の講堂、ソールチャペル、総務館はそれぞれ

個別の出入口を持ち、大きさを感じさせず、落ち

着きを持たせて配置されている 。それだけではな

く、それぞれ光の採り入れ方などもかなり個別に

考えられている 。講堂には、サイドからの光を均

質に与えて、 800席余りの大人数にふさわしい空間i

を、ソールチャペルには、 1"IJ 廊と高窓からの神 々

しい光を与えて祈りの空間を 、総務館 ( 理事室、

事務室昔11) には 中庭に 向 つての眺望を、といった

楽館が、起伏に富んだ判1線上をクラスター状に展 具合である 。

院lする形で、それぞれが規模を感じさせず、街並 その他 としては、ヴィスタと装飾があげられる 。

的な統一! 惑を持っている 。 ヴォーリズは、 神戸女学院全体を通じてヴィスタ

今回、自分が一時期を過ごした学校を建築とし にかなり注意を払 っている 。坂道の途 中に見え隠

て見る機会を与えられてみて、現代にも通用する れする音楽館は気分を和ませるし、登っていくに

数々の工夫や苦労の跡が見られたような気がする 。 つれて見え方に変化が生まれる 。図書館では、関

外装タイルの張り分け方法、光の l明日昔によるペ

イントワークを感じさせない工夫等 、ローコスト

をデザインにしようという意欲がみられ 、普段経費

に泣かされる設計者にも力を与えてくれるようだ。

様式の解体もさりげなく行 っている 。講堂入口

のアーチと柱頭の組み合わせは 、乱暴なくらい省

略がなされていて 、サインとしてしか感じられな

い。 また、内部の壁もランダム積みとな っている 。

一方で、ディテ ルとして押さえるべき寸法は

かなり標準化がなされている 。学校に使う階段は

踏商ー尺、蹴上げ 5 寸 2 分がほとんどであり、最

初に見た音楽館の階段の手摺り子の| 首] 備などは、

集合住毛の手摺り子の間隔などと較べるとずいぶ

ん広い a

覧室の吹抜けに面する 2 F に登ると、閲覧室の上

音11を透かして中庭を見おろす こ とが出来る 。中庭

の短辺に向かいあう理学館と文学館では、理学館

の玄関に鏡を配することで、だまし絵的な奥行き

を出している 。一方で、部分的な装飾には執f y J J な

ものを感じるほどである 。普段、裏方であるのに

へたをすると目立 って仕方ない煙突。女学院には

合計 4 本あるのだが、すべてデザインが違う 。図

書館閲覧室天井の天平文様、これは赤、背と塗り

主主えられたばかりで、神社の朱塗りの塗り立てと

同様、落ち着かなか った。良し悪しは別として、

部分的な所にも力を注ぐという姿勢は見習いたい 。

午後からの見学では、関西学院大学にも廻 った。

関西学院大学では、宣教師住宅を見た 。平面数ノ マ

ターンと立函数パターンの組み合わせにより 、10

数戸の住宅が建てられており、プレハブ化の試み

がなされていた 。

その後、当初予定していなかった図書館等も見

学し、雌り沢山の見学会も無事終了した 。

思いかえせば、神戸女学院中高等部の生徒だ っ

た頃、 「私はこの薄ぺらな高等学部の校舎をすぐ

にでもつぶして建て替えたいり と言 っておられた

先生がおられ、高慢な先生の暇つぶしと被沢病と

しか映らなか ったが、今振り返 ってみると、他の

すべての建物は部分的にしてもタイルを使用して

いるのに、リシン l吹イすだけの建物はそぐわないと

言 えば言 えなくもない 。 メンテナンスフリー等を

考えれば、理にかな っている 。その頃の私達生徒

と建物管理者との関係は、現代の施主と設計者と

の関係に似かよ って来る 。

私の建築の原点のーっとも言える この学校建築

を再度訪れて得た感動を今後の一つの総としたい。

( 佐々木晴子/ 大阪市都市整備局)

日 時 平 成 2 年 7 月14 日出

( 午前) 集合 9: 00→ 解散12: 00 

(午後) 集合13 : 00→ 解散 17: 30 

III 師 山形政昭氏( 大阪芸術大学建築学科助教授)

参 加 者 (午前 ) 27名、( 午後 )51名

見学先 神戸女学院( 総務館、積堂、チャベル、文学

館、音楽部一号館、図書館、理学館、社交館、

グリ ーンウ y ド館、ケンウッド館、北寮)

関西学院旧宣教師住宅 (午後の部のみ)

関西学院図書館( 午後の部のみ)
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27 日 5 時 - 51時 半 於 本 会 会 議室

出席者 高僑議長ほか43名 ( 委任状共)

議事 (1)平成元年度事業報告並びに決算報告示認

の件

E里 事

-0、

:z. 

第 3 回定例理事会

27 日 4 時半 - 5 時 於 本 会 会 議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か30名

議事 (1 ) 入退会者承認のf牛

(2) 後援名義の件

(3) 報告事項その他

編 集 委 員 会

第 3 回会員企画小委員会

5 日 6 時半 - 8 時15分 於 本 会 会 議 室

出席者 高回副委員長ほか 9 名

議 事 「建築と社会 J ( シリーズもの ) の報告と拘

戦予定

第 3 回作品作風小委員会

7 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 宮下副委員長ほか 5 名

議事 ( 1 ) 最近の掲載状況 ・予定の報告

(2)  rCall erYJ 今後の検討

(3) rインテリア」の{ 乍品掲載について

7 月号設備特集原稿打合会

11 日 2 時 - 4 時 於 本 会 会 議室

出席者 藤岡茂 ・坂田進 ・城下普雄 ・山椴敏和

氏ほか 1 名

議 事 特 集 原 稿 の 調 整

第 1 回施工材料分科会

11 日 41時- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 有光幹事ほか 6 名

殺事 (1)平成 2 年度施工材料分科会の委員構成と

幹事の件

(2) 施工材料特集の企画

(3) r施工材料の頁」の企画

第 2 回計画系分科会一計画系一

13 日 61侍 - 911寺 於 本 会 会 議 室

出席者 問中幹事ほか 8 名

議 事 計 画 系 特 集 企 画 の 件

第 3 回編集委員会

事 業 委 員 会

第 2 固，; 自見学分科会

12 日 6 時 - 8  p寺10分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 幹 事 ほ か 2 名

議事 見学と地元会只との交流、怒親を目的とし

て、 和歌 山方而の見学会を企画 ・検討

第 4 固「海外建築視察旅行」企画分科会

14 日 4 時 - 61時 於 本 会 会 議 室 14 日 7 時 - 911寺 於 本 会 会 議室

出席者 精神委員長ほか 2 名 |  出 席 者 大 川 幹 事 ほ か 5 名

議事( 1) 6 月号 「国際花と緑の博覧会」特 集 経 過 | 議 事 ( 1)訪問都市 ・作品の検討

報告

(2) 7 月号 「中小規燦オフィスの建築家のた

めの建築と設備のチェ ックシートと接点」

(仮称) 特集経過報告

(3) 8 月号 「高強度化」特集経過報告

(4) 9 月号「府営住宅の管理における居住者

参加に関する研究 J (仮 称) 特集

(5)10月号以降の特集企画 ・シリーズ ・作品

・その他の検討

(6)収支状況報告

第 5 田和歌山支部創立40周年記念特集幹事会

15 日 2 1時- 41侍 於日本建築協会和歌山支部

会議室

出席者 黒田征四郎氏ほか尾 卜・大手山 雑 貨

各幹事

議事 「建築と社会」和歌山支部創立40周年記念

特集の検討

第 3 回広告企画小委員会

25 日 411寺- 611寺 於 本 会 会 議 室

出席者 精神委只長ほか 5 名

議 事 (1) 6 月号 「図|努花と総の博覧会」特集広告

収入報告

(2)  7 月号 「建築家のための設備知識 中規

t英オ フィスビルによるケーススタデイ 」

特集広告途中経過報告

Ｈ Ｓ Ｉ Ｘ 月号 「 高 ｾｔｉｬ 度化 ー 素材の最前線 ｊ (仮称)

特集広告途中経過報告

(4)  9 月号 「府営住宅の管理における居住者

参加に関する研究 J ( 仮称) 特集広告途

中経過報告

(5)10 月号 「兵庫県営繕作品」 ・ 「都市のナ

イス ・プレイス」特集広告途中経過報告

(6)1 1月号 「第37回青年技術者選衡」 ・ 「和

歌山県の展望と景観」特集報告

(7)平成 2 年度独自特集企画、その他

(8)収支状況報告

(9) 次回会議開催

第 3 回計画系分科会一計画系ー

27 日 6 時 - 9 時15分 於積水ハウス会議室

出席者 田中幹事ほか 6 名

議事( 1)報 告 委 員 辞 任 の 件 一

(2) 9 月号 「都市のナイス ・プレイス 」特集

の企画

第 1 回計画系ーインテリア・住宅系一分科会

29 日 6 1時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議室

出 席 者 北 iJ l i 幹事代行ほか 8 名

議 事 平 成 3 年 2 月号 「インテリア ・住宅」分科

会特集案検討

(2)今後の作業予定

第 4 回「関西の祭事」研究会

21 日 6 時 半 - 91侍 於本会会議室

出 席 者 大 森 主 査 は か 3 名

議事 「愛宕の火まつり 」 ヒアリ ング項目につい

て

第 1 回広報第 2 分科会

25 日 5 時半 - 6 時 半 於 本 会 ロ ビ ー

6 時半 - 8 時半 ビデオ映写会

出 席 者 川 村 酒 井 岡 幹 事 ほ か 2 名

議事 ビデオ映写会の検討

第 3 回広報第 1 分科会

26 日 6 時 半 - 811寺半於本会会議室

出席者 奥村 ・婦昔日両幹事ほか 4 名

議事 (1)天保山ハーパー ビレ y ジの講演会+ 見学会

(2)今後の企画について

出 版 委 員 会

第 3 回出版委員会

28 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議室

出席者 山田副委員長ほか 7 名

議事 (1)  <プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテー? と執筆者選定について

(3)プロの ノウハウ講座シリーズ本年度第 1

因企画について

ビ デ オ 映 写 会

現代建築家ビデオシリーズ第 4 回

1  ジェームズ・スターリング

2.  O . M. ウンガウス

25 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

参加者 8 名

見
山[子

.6. .  

:z. 

オオサカサンパレス見学会

28 日 1  11寺半- 411守

参加者 90名

・建築概要

所在地 吹田市千里万悼公園 l ー l

設計監理 日建 ・安井 J V  

施 工 竹 中 ・浅沼 ・銭高 ・不動 ・村本 J V  

建 築 ク ラ ブ

第218回朝食会

12 日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

演題 「少産時代の子供をめ ぐっ て」

講師 厳回百治 ( 大阪府母子保健総合医療セン

建築と社会/ 1990年 8 月号 71 



ター総長)

参加者 501同

日 本 建 築 協 会 賞

第 2 回日本建築協会賞表彰式

27 日 61侍 - 6  JI寺 半 於 本 会 会 議 室

• EI 本建築協会1' i ・ 4 件

大阪 rli の総令設計制度

大阪市長 内尾正也

徒会i 工 'I¥. 士技能競技大会の継絞実施

(ω 大阪f託業協会会長 若山繁

PC造越山層建物の建設ンステムの篠立

}克 1; 占主I ! 設( 側代表取締役社長 鹿 )J; n召一

大阪ビジネスパークの開発推進

大阪ビジネスパーク開発協議会

・日本建築協会食特別賞

神戸 市Jじ9'1' ， 111本地区の者11市景観保金

神戸市長 終山幸俊

6 月の入会者 団紘略)

(1司体会U 7 U)  

( 仰オーユ一アール都市開発機構 日! 王瓦j折工業( 附

サンセイ( 附 住鋼エンジニアリング( 附

タケチ工業ゴム附( 的中尾 陽光物産附

〔伽| 人会μ 2 51' ，)  

JTL本 。11' f.ll i 1見l 辰 治 両IU奇 宗 久

げま I，!;l];首 リ'/1"1中悦 ) ( 修成-i l l ，llt' .￥l"l'i" 校 ) ( 修 I&: l ] 設 1早川中悦 )

fJ川長 大村i f産品 I. :i{中 村正閏 I明

まJ I . l ! 事J l ' ll ドド情3叶) ( 'i( J m築設計'1¥暗所 ) Ｈ 安ｊｴＭｬＡ聾設 ｊｴＧｬｱｾ 所 Ｉ

小 林 111紀 liij 1:1: 1 幸治 三好 総 詰l

'i( JH1事J 1;t' li 暗所) (安JFl ! 聾設計事務所) Ｈ ＱｃｊｴＭｬＡ聾設 ｊｴＧｬｾ 購所 ｬ

l' j  Il J 外 、IZ s; l 聞 l建 イ7悶 節l 夫

( 11: 山県 I: A三位築部 ) ( 11; 品以 i二本挫築部) ( 広明IUJ ! $: )

尼 崎 俊 文 IJII ! i : 長信喜 小| 刻i E fl)

(i!i: 鎚 j也J j l ] 設川) μ 7デザイノー祖胴上事例 ( フジ 7 1: 量)

戸ir9'I' )j} (- 佐 野 弘 坂 江 弘 次

( アステリ7 ' ) 日本エヤープレーキ) ( 自'1陥 -ill J!i)

Ｗｾ ［包 ｬ 国Ａｾ勲 水 tll liIl視 松 問 善 弘

ア キスプラノニノダ I ，｜ｉ ａｾ プラ ｊ ニングす Ｗｻ え ( 昭知設，11- )

望n 利到 来 1; I) 1) 1  武 進輿

( ) . ，陽1: : 1: )

E  fを11

‘司 会uのd卜*1

Hjj 楽 的 (76歳) 7 月 1 日死亡

者雇 英 雄 ( 59歳) 7 月21 日死亡

彦谷 )'11ー (73歳) 7 月26 日死亡

立 凹 消 ( 83歳) 8 月 3 日死亡

長 尾 勇 ( 61歳) 8 月 死亡
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アメ

白の秩序 R・マイヤーの2作品

コネチカ y ト州にある R ' マイヤーによる二作品、

ハートフォード ・セミナリー ( *  1  ) とブリ γ ジ

ポート ・センター ( * 2  ) を 訪ねた 。

ハ トフォード ・セミナリーはプロテスタント系

の宗教施設であり、コネチカット州の州都ハート

フォードの幹線道路から 1，000フィートほど奥ま

まった所に位置する 。周辺はゴシ ック ・リヴァイ

ヴアルの建物や、チ ューダ一様式 、コロニアル様

式の住宅で囲まれた! 革l惨な住宅街である 。真東の

芝生張りの前庭から、建物の全容を鋭ながら直線

的にアプロ チすると、 一旦チャペルと領壁によ

って囲まれたエントランス ・パティオに導かれた

後、内部に入ると 言う伝統的なさを間情成が係られ

ている 。外観及び平面は、 7 イヤー独特のグリ ン

ド ・パターンから成ってお り、論理に操作性を力u

えたプログラムによ って周到に織成されている 。

内部は、光の演出が効果的に採用されており、随

所で自然光が白い壁を !!¥I らし、 「釘1と霊の啓蒙( *  

3 )  J の場として相応しい 。

一方、プ リ ンジポート ・センターは、ビープルズ ・

パンクの事務所である高層隙に銀行の応告iIi 及び! 駐

車場から成る低層部が張り付き、さらに南側1) にノ〈

ーナム ・ミュージアム ( * 4  ) の既存棟を取り込

んだ織成にな っており、ニューヨークより北に向

かうハイウェイ及び鉄道の軌道沿いに位置する 。

15層からなる高層練は、グレ ーと自のホーロー鋼

板による連窓の音 ＱＱ 分から西側は半円 ｊｦｾ が切り取ら

れ、その分東側に弧状の筒が突き出した上に、南

側 1 / 3 ほどが亦御影石張りの単: 容のデザインで

その頂音11に大きな格子が乗ると言う複雑な形状を

呈してお り、単純な材1も伝統的な三部機成も避け

た上で、その立I也特性を充分に芯議した 7 イヤー

の新しい試みと言えよう。現にハイウェイによっ

て南からアプローチすると赤い絡チ、北からは白

い弧状の筒が最初に目に留まり、比較的高層の建

物の少ないブリ ッジポー トにあ って は、ランド 7

ーク的存在とな っている 。

平面構成上の中心は 5 層吹抜けのアトリウムであ

り、スカイライトからの自然光がやはり白い壁を

昭らし、 ｩｾｬｩ 登で爽やかな空間とな っ ている 。

7 イヤーの作品群中で強いて位置付ければ、前者

がアセニウム ( * 5 ) からの延長線上にあるのに

対し、後者はデス ・モイネス・アートセンタ 一地

築 ( * 6 ) との共通性が認められるように感じら

れた 。文、旧館の博物館を取り込んだ後者の機成

は、フランクフルト工芸博物館 ( * 7  ) と同じ手

法であり極めて興味深いと 言える 。 しかしながら、

何れにしてもそこに展開されているのは紛れもな

い ? イ ヤ ー ら し さ であり、 一 目でそれとわか

るスタイル (個人機式 ) である 。

その国土の広大さや人材の多機さに比較し、政治

同様、意外にも同 H寺代に多燥な建築様式が存在し

にくい米国において、孤1 : l . を護り続ける{ 皮の信念

はともかく称、貨に値する 。特に故近のように歴史

ハートフォード・セミナリー、南東からの全景。

ブリ ッジポート・センヲー、アトリウム内部。

的な様式が主流を i片め、脱構築主義的な流行ーがそ

れらを取り巻 ｯ 筑波では、その例人傑式を ｬｾ いて

いく労苦の経度は推して慮るほどである 。

i改新の 作 品 集 ( * 8) の巻末には、ポール ・ゲテ

ィー ・センター ( * 9 ) の計画が泌総されている 。

L A 郊外の広大な丘陵地に展開される説党芸術の

ための一 大アートセンターであり、そ のl i I! . 棋や立

地粂件、社会性から 7 イヤーの設計活動のm大成

として従えることも可能なプロジェク卜である。

1995年容のオープ ンを 目街し米ぷにも，j " r _l 予定と

言 うそのプロジェクトの今後の推移を見守りたく

思う 。 ( i布団 学/ 株式会社竹中工務府設計部)

*  1  T HE  HAR T F OR D S E MI NARY. HAR T F OR D， 

CONNE CT I CUT  ( 1978- 81)  

ホ 2 B悶 DGE PORT CE NT ER. BRI DGEPORT， 

CONNE CT I CUT  ( 1984- 89)  

*  3  RI CHARD MEI ER A R CHI TE CT. 悶ZZOLI

*  4  T HE  B A R NUM MUS E UM 

*  5  T HE  A THE NE UM， N E W HA R MONY. I NDI ANA 

(  1975- 79)  

*  6  DE S  MOI NE S  A R T  CE NT E R A DD円、I ON. DE S  

MOI NE S . I OWA ( 1982- 85)  

*  7  MじS E UMF UR K UNS TH ANDWE RK.  F RANK F URT. 

WE S T  GE R MA NY  ( 1979- 85)  

*  8  RI CHARD MEI ER BUI LDIN G  F OR ART.  

BI RKHAUS E R 

*  9  T HE  J PAUL  GE T T Y  CE NT ER. L OS  ANGE L E S， 

C ALI FORNI A ( 1984- 95)  



' 90 中小企業優秀新技術新製昂賞受賞

打放しコンクリートの高耐久性仕上げから

ヌレムラを完全

素材の質感を活かした生地仕上げ

SEFシステムはアクリルシリコン樹脂系仕上げとフッ素樹脂系仕上げのEタイプからなりまれ

生トシステム ｬ 以透 Ｑｈｊｩ ノド剤、塗 ｩｪｾ 庁 長防ノ ド材しＺ百耐久性樹ＱｉｬＧ￭を ｭ み合わせるこ
とにより、各々の判長が相|来効果を発櫛。伐米 [i法ではィ、 "f能 t:_' ったヌレ ・ムラを防JI二し

ます。し力か‘ も打』欽女 しコンクリ一トのヨ索ミ材をi，市号カか.しfた... 111士"悩白-t 久↑F刊性ぜ4性1:仕土上JげrシステLム、て、す。

. ヌレ・ムラが全くありません. 高耐久性 工程の概要

弾性樹脂仕上げ・弾性塗膜のため下

I也クラックに追従. 完全な中性化防止機 )".0.1  F. "I. J 11 I _ _Aンーラ

能. 透明仕上げによる腕性の確保・ ｾ＿ｯｬ＠ I釘4 叫r 刊 Y-7090

クリアー 艶消しの選択可能・エフロ ・i:?:1 I苧J t vr Y 9 0 9 0 1は NY- 8090

さぴ ・汚れの完全除去 (P AT. P )  Ｑ ・ ｾｉｉ 羽 f  山μ 昂 ) Ｈ ｾｾ［ｶ， ｦ 出ず Ｉ

責任施工で年限保証付

高耐久性打放しコンクリート仕上げ

闘 が 口クをご請求くださし

］ｾｺＭ 吉田雄式会誼

切羽全国書庖で好評発売中/

建築技術者のだめの

建築構造問題快答集圃

建築構造設計に携わる技術者が実務の上で遭

遇した疑問に対して、その道の先達が明快に

回答する 他 に類書を見ない Q & A集 。

石黒徳衛監修 A 5判 328頁税込定価3.900円

実例地質と場所打ち杭の設計

東京および周辺385箇所の土質8施工テーヲマ、ソブiすき

場 所打 ち杭の設計を 地質という観点から捉え 、

設計例 を用いてわか りや す く 解 説。構 造 設 計

者 ・施工 者必携の立重な資料集。

佐竹次男北中将博共著 A5判 368頁税込定価乱8叩円

「建築技術」増刊号Vol . 2

実践 建築工事検査 E

鉄筋 ・型わ〈 ・コンク リート工事の検査 ・試

験方法を、それぞれの検査 ・試験ごとに項目

をおって解説。V ol. 1 も好評発売中 。

亀田泰弘監修 A 4判 280頁税込定価3.300円

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ピル

T E L.03-537卜3811 F AX. 03-537卜8282

本 社 干435 静岡11¥浜松市上西国f l 314帯地 雷〈邸34>制-2111 FAX<侃34>64-2117

営 業 所 車 京 宮〈ω>718-7695 大阪 宮<a>399-7958

好 評 発 売 中 サピ・ 切 干のあ〈用特殊洗ゆ押l ケミカルエース R.H

ミオフィス・エレクトロニクス最前線

人とオフィス環境、

そし て建築の接点

以オフ ィス ・エレ クト

口二クス" を考える

⑤新連載 1

これなら早い

新固定モーメント法

第2 回 剛節材より成る長方形

フレーム

⑤好評連載E

高齢化社会の住宅

第ア回 住まい手が自由に組合

せできる水まわり

一加齢に伴い変化する

7 . l < まわり設備の開発一

1 . オフィス・エレクト口ニクス概論

2. エレクトロニクス技術を利用した

省エネルギ一手法

3 . 0 A化対応空調システム

4. オフィスにおける 10カード利用

技術

5. 工レクト口ニクス技術を駆使した

セキュリティシステム

6. オフィスの新しい配線システム統

合配線システム

7. オフィスにおける床配線収納方法

8. オフィス内文書鍛送システムと文

書収納システム

9. 日本電気本社ピルに見る新しいオ

フィス空間の構築手法一計画設計

編・システム概要編

10. 0A化されたオフィスの施設管理

手法
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱ三
社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 '1 トクピル5階)

電話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北 灰西天満2 T Fl 6番8号( 堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

・2Zfij 二予知2J112訴訟LI12

カッパー防水帯

-・ ・・・. .  .  .  .  .・ e ・・ F ・
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一 一ー・ ・ .  .  

祭器

・ぉ申込次第カタログ進呈

ｾ化業株式含社
本 杜 東 京 都 中 央 区 組 座 8 - 4  - 9  電話03 (571) 2703 

大臣移暗所 大阪市草川区東三 国 6 ー 1- 41 電話 回 (391 )1081-2

3借玉肯療所 崎玉県楢川市東 1 - 3  - 30 電話0487(74)2845-6

厚木m弛 所 神奈川県厚木市壷田259 電話0462 (21) げ61

名古量出娘所 名古屋市南区若草町33 電話052 (81 1) 3660 

九州出娘所 佐賀県佐賀郡路富町大手諸富由450 電話0952 (47) 2945 

τ  

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ピ ル )

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( イミ)
東洋シャッター株式会社

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大意/ 京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

Standard 

⑩日本写植印刷株式会社

代表取 締 役 神 田 都 義

74 

本 社

日本写植セ ンター

津山写値センター

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

干892 鹿児島市名山田T4-7 三宝ビル

〒700 ;章山市大手町8番5号4剣 y. 5全信

宮前 倒 あ ) 1111代

含 旬 9 2 ( 26) 4371 

含 αぁ8 2 ( 4 ) 1771 

タイル工事施工

⑩ 誌 川 岸 窯 業 商 庖

本 社

天 理 営 喰 所

⑮ 5 50 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13 - 3 3  

電 話 大 阪 0 6( 532) 代 0461 ⑮ 550

天 理 市 丹 波 市 新 町 5 0

あ ±

勺 ・T 叩

ゆこ- ｾ＠
z _ 阪 フ

屋門事" て

根二一¥i う

工. &区 ス

ま株主主

if 式E 77
ｩｩｾκ ～ＭＭ :....; ...l.- j ー

は玉三. 画 面

社 三五
E  号 六 四



db25朝日3 : 業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 ( 434 )6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電話 ( 302)2271(代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 中 国 ・九 州、|

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 京 都 ・神 戸

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲ: J 株式会社

* 唐・大匝本社干650 大 阪 市 西区 江 戸端 1丁 目9書25号 電 話 (06)441・8231

東 京 本 社 干102 東 京 節 子 代 田 区 高士 見2丁 目15排 10号 電話 (03)261 8231  

支 社 名古 屋 福 岡

主 底 札 幌 仙 台 軒 両 大 宮 千難 欄棋 金 択 京都 神戸 天 理 岡 山

広 島 高 松 鵬本

官 官 癒 所 帯広 函 館 背 轟 ー 枇 凹 盛 岡 前 儲 民 軒 静 岡 盟 凹 ilt ・市山

偏 井 徳 山 松 山 ー 高 知l 北 九 州 鹿 児 品 部 開

出 張 所 旭 川 偏 品 川 崎 怯 江 健 砧 下 l瑚 民 崎 大 分 布 崎

海 外 主 唐 ンン ガポール ホンコン

捜 衛 研 究 所 〒354 埼玉 県 入 間 郡三 芳 町 太平 北 永 井390帯 地 電 話 (0492)58- 1511

空気調和設備 / X " ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 /冨¥1 水 処 理 胞 設

電 気 設 備 マー- - v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 白 谷 清 二

大 阪 支 庖 長 三 田 村 嘉 也

大阪支庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06( 202)3071 (代表)

本 l吉 東京都千代田区有楽町1-4-1 電話03( 502)6111( 大代)

支 l吉 名古屋・九州・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 悔 田T 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1  (何

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 蝋 殻 町 2 - 2 2 電 話 (667) 3431  (大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 帆 広 烏 ・ 福 岡 金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

掠式会社 三 発 空 調

本 社大阪市中央区織見 Ｒ 丁目 ｬ 番 ｾＱ 号 ツ イノ ＲＱｍｉｄＡＧ ワー 電話 06- 949- 1371

東 京 本 宿 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18 号 電 話 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 青 葉 区 大 町 2 丁目 2 番 10 号 電 話022- 261 - 3002

名古屋市中村区名駅南 2丁目 14番 目 号 電 話052- 581- 8571

広島市中区紙屋町 l 丁目 2 番 22 号 電 話082 - 247 - 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22 号 電 話092 - 761 - 3795

営業所札幌・横浜・京都 ・神戸・松江

出張所膏議・秋田・盛岡・大宮・千葉 ・川崎・富山 福井・和飲山

鳥取 岡山 ・高松・下関・熊本・鹿児島 ・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ さ 鵬 へ 繍 で 挑 む 一 一一

- 株 式 会 社 精 研

町闘 町一ー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセ ノターピル 1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

メンテナノス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1  代 表

東京支庖 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号( 九段ビル 2 - 4 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商白は宇気ですo ¥ '  r-
a・園田 需品と空気の工ンジ二戸内ーーーー

〉ー〈J 5 2 1
・世

空 気 調 和 4 ど三L 搬送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工擁撒式怠荘

大 阪 支l吉 〒530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

E 一 司 司 副UI ｾ＠

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除塵設備

取 得 練 工 観 織 豆 電 曾 艦 大 幅 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  .8 0  7  1  

本 社 東京都中央区京縞 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 i1!i 06- 313- 1846 

大阪営集所

枚方営襲所 枚 方 市 甲 斐 聞 東 町 9 - 3  1[ 0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営業所 福 岡 ・ 京 都 ・天理・川西・神戸

⑨日本管工業株式会社

本社及草S 主庖 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の l

電話( 681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691 ) 1045 

大 阪 支 唐 大阪市北区天満1- 5- 20 電話 (06)352- 3501間

三 軍 支 E草 津 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電話(0592)26- 361創的

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話(0593)53ー7431附

滋 賀 営 業 所 大津市中央 2 丁目 4- 28 電話(0775)22ー9738的
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隊長島EI 襲警護

、J 本社

〒53日大阪市北区角田町1番1号( 東阪急ピル) 含{ 日6)313-1101

東京本后

105 東京卸港区芝大門1-4-B( 浜松町清和ピル)

支 后

東関東・繍浜・名古贋・大阪商・神戸・広島・四国・九州・シンガポール

。
電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 含 員 三 興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

言I

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 精 子 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 6 6 6 ) 1 4 7 8 (代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 京 南 ・ 滋 賀

電気股備・計装 ltfJ 御盤備 ・空欄股備・クリーンルー ム設備・プラント 設備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視シ ステム 設計施工

ゐ 三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 心 長 嘉 納 秀 一

事 柱 干5却大飯剤随豆荻盟12-&-8ぽピjレ) TEL 国(364)1471. F  A  X 侃(3倒)5533

東京豆 柱 干11l i 東京甑草区新相12-16(ニュー新蝿ピJレ) TEL 国(5倒)0131. FAX 凶( 捌)0168

名古置豆后干461 名古置市i怪童1' i 3-11-14 TELO包( 矧)5131・FAX051(914)7日5

神戸支 庖 干6! V樽戸市置区岩佐羽田円-1-'.l (工ピスピ' M TELO用( 側)5! V1-FAXO苅(871l 61!i 1

堺田究所守吉田大飯府締官三宝町七T 3団 T  E  L0n1(17)8<<)8. FAXOn1(初1似

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

回一fJ1::??)( 株) 副川: J : J ! J O:

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗 布 防 水 ・シー ト防水 ・モノレタノレ防水

・ 樹 脂 注 入 接 着 工 法 各 般 樹 脂 注 入 媛 泊 朝1i 修 工 事

・亀 ｾ Ｎ 補修工事 各 位 樹 脂 注 入 ・先 場 ・コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 ン リコ ン ・チ オ コ ー ル ・ウ レ タ ン アクリノレ

・ 吹 付 工 事 ア ク リ ル リシン ・蝉性タイノレ ・その 他

。 建 段 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 53) 第 51225号

o日 本 シ ー リン グ 工 事 業協 会 4 員

大阪市北区末広町T 3  - 21  

JI ｾ手 ＱＱＱ 也戸斤ｊ［［ ｉ 困 ｉ ビ ｊ レ ＲＰＱ S  

TEL 06( 315) O  7 0 1  

。来) 特殊技研

⑧嵩誕副極意式会祉

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大 阪 市都 島 区 中野 町2丁目 10番 11号 T E L ( 06)351- 5428俄)

F A X( 06)351- 5299 

76 

＼＼ＫＢＧｍＮ Ｓ 舎四 震 房副ｾ

ー1=電・司....

③時掛主主脅さ持

圃圃圃ＱＱＺＮＮ司 ｾＮｾｕ ，，ｾＮ

誠 実 と 技 術でお応えする

。 住友 電 設株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

制凶 相 馬 一 男

羽ド! l 〒553 ' " 隆司巨福島E福島7了目 22' 8 ，， (00). 盟 1151( 会代1 . 京 平105 東京信虐区芝 2T02-17 c (03) 4S4・7311 (犬伏}
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電 気 設 備 ⑤ 設 刊 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2  - 4  朝日 ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営難所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営難所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771 ) 6 1 6 8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西

専務取締役支社長

支 社

横 田 幸 一

大 阪 市 中 央 区 高 周 僑 4 丁目 3番7号 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 国 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 北 海 道 ・東 北 ・丸 / 内・新宿 ・神 奈 川・ 東関東・中部 ・九 州

Const r uct i on chemi s t r y f.σr  t he f ut ure.  

Master  8 U1lders Technol ogl es 

ｊｉｃ モ ＩＢＱＮＮＩ コＮＮｾ勾圃 ｅ 傘司 ｾｾ｡ 扇企

日目マスターピJ I"ヲt弐 掠 式 会 最

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T  E  L03-582-8813 

大阪宣底 止阪市中央区北浜3・2・23( f J ' 霊ピル ) T  E  L06-202-3294 

。ＮＮＮｾＩ｜ＩｾＭ酬の断熱用シｾ入札
』拳二ν 司 令

8 Il I¥' ，イチ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て明暗した，二重構造の断然兼用二重防水シートです。

目豆電線株式曾批判悶干代田区肌Ｑｔ目 Ｑ ・ Ｒ 号 Ｈ 干佃ピ ｊｾ Ｉ



Tl I J I レヲ! 乱暴9J l

特 許 ・ 耐 酸 被 覆 鋼 板

耐 久 建 築 屋 根 ・ 外 壁 材 料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

宮

田
色 彩 豊尺 物長

J : I 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー

S 小 j皮・S 大 j皮・v;皮・ポ y ク ス J皮. wジャン ポ波 ・V デ y キ

s v ジ ャ ン ボ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L ・其 の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) O. G.K . ※ カ タ ロ ク を 御 請 求 下 さ い

j皮板規絡

途用

Tl I J I !J 9J 乱暴9J l 製 造 綜 式 会 祖

尼 崎 市 昭 和 南 辿 り 3 - 26 松 本 ピ J レ IE話 大 阪 (06)412- 5131 ( 代 )

大 阪 ・) L州 ・名 古 屋 ・広 );-}j ・東 条 ・刈 谷 . ill i. 路

厳 市 場 : 越 5 丁 目 6 番 32 号 屯 話 厳 (0484 )42 - 3115( 代 )

東 北 ・* 京・| 見1，友 ・熊 谷

〒335

盛

大 阪 本 社 〒 660

大 阪 支 広 及 工 場

東 京 本社 及 工場

支 J苫及 工場

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ. . nCSA ( 膨張性 j昆和材) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｮ Ｎ，ｾヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収納材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ ニ ｊｮ 守 Ｒ ー亨 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ基金一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニJ nES(土 質 安 定 用 問 材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI J OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄
株 式産 業

同主唱

方言:浜
電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TE L 本 社 ・ 京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄
浦 産 業 株 式

T EL 大阪 ( 06 ) 4 4 3 - 6 18 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社

コ

ト

式

社

練

会

-・・・圃・-
ネ土

A

Q

玄

洋 物 産 株 式光

T E L  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  

T E L 大 阪 (0 6 )  
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種 類 全 厚 ヰ寺 長 色 数

しL - 700 7. 0"Ym 局制電性タイプ 20色

ししー 1000 6 5'%， 超制電性タイプ 24色 (常備在庫10色)

L L- I OOOS V  6.5'%， 超制電性タイプ 24色 (受注生産)

L L  - 2000 6.5"Ym 
品目イ寸タイフ。 24色 (受注生産)

しし- 2000S V 6.5"Ym 超市j電・品目付タイプ 24色 (受注生産)

L C ー1200 9.5"Ym 制電性タイプ 15色 (常備在庫9色)

ｊｾ ー京ロコ Ｙγｊ ｉＮｊ力一ぺりトジ ｊ ーヌ

ノf ーホロ ンタイノレカーペッ トは、自由に組み合わせることができます二

素材に、美 しし、質感が持続するBCF ナイ ロンと、スキやユガミのない

一体感を保つ塩化ヒヒノレを採用。寸法安定性にきわめて優れ、重さ

や温度変イヒl こよって変形することもありません。また、J j - 汚れても、その

部分だけを交換するだけでOKです二オフィスやホテム図書館な巳

人が集まる所におすすめします二

定正竪

価 古什

I I  11  

九:' l*

八 ヰ大

o 料阪

円 if l  
ト ー

( 月五

i行本';: ) L 

t ! 体: 守卜

悦JL的 会

九1，五蕃

111l説

"  
F、

塩ビ技術がタイルカーペットを変えた。 一 一 一 一 一|塩ビのパッキング材+BCFナイロン |

・パッキング材に塩イt ビ二j レを使用。温度変化や荷重による変形が少なく、寸法安定性に優れていますL ・サイズは500'%， x  500'%，。施工、部分補修が容易ですL ・BCFナイロンを

使用 。耐摩耗性、弾性回復率に優れていま抗 ・洗剤lによる洗浄も可能て.，"t， ・耐久性、吸音性、防炎性、制電性一電気絶縁性に優れていま90

|品1 I1I  T EL. 086926-4321  

，'，; r1: T E L. 0878(31) 4177 

1ム 1，:， T EL. 082(211) 2700 

N，¥ I前I T EL. 092 (472)  5857 

胤児仏 T EL. 0992(58)6571  

大 日 T EL. 048( 664) 1511 

T 葉 T EL. 0472(46) 5851 

摘 浜 T EL. 045(662)  7370 

静 岡 T EL. 0542(51)  3712 

1. ，1; J.tl  T EL. 052( 935)7063 

- 営業所 札 帆 r EL. OI I (531)2602 

" 議 r EL. 0177 (77)  1155 

I11I fo TEL. 022(265) 4771 

判i i!4 T EL. 025(243)3791  

ｾｾ＠ il( T EL. 0762( 92)  1161  

@ 問… i… ン ス す る

ロニJ ::J - J IJ 工 業 構 式 会 祉

・本 社 / 干130 Jl u;' :r.l I!.!!;11I 1メ紋 4- 15- 3 T EL. 03(5600)  1821  

. 大阪支庖/ 干532 大阪市淀川|メ州' 1' 1. : ，3- 9- 13大北ヒ ル T EL. 06 (304)  2700 

03379- 8  雑 誌


